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プロローグ







　突然だが、異世界ラノベというものを読んだことはあるか？

　ほら、今ネットで流は行やってるヤツさ。




　流行の最先端は、転生もの。




　現世で死んだごくフツーな主人公が、異世界に転生し、チートでオンリーワンな能力をゲットして、とんでもなく可愛かわいいヒロインや頼れる仲間たちと巡り合い、世界の危機なんかを救っちゃう……そんな愛と友情に塗まみれたファンタジー展開。

　特筆すべきは、異世界に転生する方法。

　この場合、神様や女神が登場することが多い。

　わけあって一度目の人生からリタイアしてしまった主人公に、二度目の人生をコンティニューさせる存在。

　人知を超えた超常的な力を持った、人ならざる者。

　そう、彼らがいるからこそ物語の中の登場人物たちは異世界に転生できるわけなんだが……そろそろ本題に入ろう。

　問題は、俺がその神様役に選ばれてしまったことだ。




「はい、では番号札７番の死者の方、こちらへどうぞー」




　そんな、かなり事務的な口く調ちようで、俺おれは彼女に話しかけた。

　真っ白な部屋。

　こう描写するだけならよくある異世界小説で主人公が死んだときに神様と対面する部屋っぽいが、残念ながら今俺がいる部屋は違う。

　たしかに壁は白いが、室内にはソファーが並べられていて、壁際には週刊漫画雑誌が入った小さな本棚、そして『受付係』と書かれた紙が貼はられたカウンター……。

　ぶっちゃけ、病院の待合室にそっくり。

　そんなどう考えてもファンタジー感ゼロな空間に、彼女はいた。

　腰まで届くきらびやかな金髪。

　エメラルドのように輝く翠すい眼がん。

　男だったら間違いなく目線が釘くぎ付づけになり、女だったら誰もが羨せん望ぼうと嫉しつ妬とがブレンドされたまなざしを送ること間違いなしのナイスバディ。

　さらには、鋭角に尖とがったチャーミングな耳。

　彼女の名前は、ハイネ・タウゼント。

　俺がいる受付カウンターの前で、ハイネは律儀に『７』と書かれた番号札を持っていた。




「はじめまして。俺の名前はルミナ・ナインフィールド。管理官です」




「──はい。はじめまして、ルミナさま」

　こっちが自己紹介すると、ハイネはにこやかにスマイル全開。

　……コイツ、絶対に今回の趣しゆ旨しをわかってねー。

　いきなり『ルミナさま』とか言っちゃってるし。

　いや、ハイネのことだから全部わかった上で無視してる可能性も捨てきれないが、めんどいのでその辺へのツッコミはスルー。

　マニュアル通りに説明を続けることにする。

「突然ですが、あなたは死にました」

「なんと！　それは一大事ですね！」

「死因は……あー、トラックに轢ひかれたことですね」

「……あの、ルミナさま？　それはいささかベタすぎませんか？　ルミナさまから聞いたお話ですと、主人公がトラックで事故死というのはかなりオーソドックスかつベタな異世界ラノベ主人公の死に様だったはずで……」

「今あなたがいるここは死後の世界──冥めい界かいです。早速ですが、あなたには権利が与えられています」

「無視！　ガン無視ですかルミナさま！」

「それは、異世界に転生すること。現世で死んだあなたには、まったく違う世界で新しい人生を過ごす権利が与えられています。ただし──」

　それにはライセンスがいります、と。

　俺おれは自分の赤髪をなでながら付け足した。

「自動車だって免許を取るために教習所に通うでしょ？　それと同じ理屈です。ライセンスを取れば、人間はもちろんのこと、エルフ、獣人、魔族……様々な種族になることも可能で……あー……」

「えっ、ルミナさま？　どうしていきなり黙って……あっ、まさか……！」

「かったるい。説明はここまでだ」

「思いっきり職務怠慢です!?」

「考えてみろ、ハイネ。今のトレンドは『働いたら負け！』とか『楽して儲もうけたい！』なんだよ。汗水たらして勤勉に働く時代は終わったんだ。だから俺はもう寝る。寝かせてくれ。もう働きたくないんだよ……」

「相変わらずすがすがしいクズっぷりですね！」

　せっかくハイネが練習に付き合っているのに～！　とハイネはぷんすか怒ってから。

「ていうか、なんですかこのムードの欠片かけらもない部屋は！　もっとファンタジーっぽい方がいいのでは!?」

「仕方ないだろ。これが今の仕様なんだ」

　俺たちがしていたのは、いわばシミュレーションだ。

　管理官はこの冥界──つまり、死後の世界を取り仕切る存在。

　そして俺は新人管理官。

　だからこうして転生者候補が来たときのための練習をしていたわけだ。

　ちなみに、ここにいるハイネは俺の生徒兼アシスタントなのだが……。

「でも、いいですよね、異世界転生。ハイネも新しい自分になりたいです。たとえば、ルミナさまの恋人とか、ルミナさまのお嫁さんとか、ルミナさまの愛人とか……」

「なあ、ハイネ。おまえはエルフなんだろ？　だったらもうちょっとエルフらしくできないのか？」

「エルフらしく？」

「ほら、エルフって言ったら、魔法と弓が得意で、落ちついた性格で、森の賢者って感じで……」

「森は苦手です。ハイネは花粉症ですので。人類はもっと森林伐採を進めるべきです」

「おまえはそれでもエルフか!?」

「もちろん！　その証拠にハイネは落ちついた性格をしています。多少のことなら動じません。そう、たとえルミナさまにふしだらな要求をされても……ハッ!?　まさかさきほどの『寝る』は同どう衾きん的な意味でしょうか!?」

「はん。もしそうだったらどうするんだ？」

「ふえ？　別に構いませんが？」

「落ちつきすぎなんだよおまえは！　今のはからかったんだぞ!?」

「でしたらもっとハイネをからかってください！　もちろんベッドの上で！」

　ふざけんな。

　俺おれはベッドよりも夢の中がいい。

「そうですよね！　ハイネも中が好きです！」

「さらっとこっちの思考を読みとるな！　というか、その中はどういう意味の中で……いや、やっぱりいい。疲れたから、部屋に帰って寝る」

「では、ハイネが膝ひざ枕まくらを……」

「ウゼえ」

「冷たい!?　ううっ、せっかくですからもっと色々なことをして差し上げようと思ったのに……たとえば、胸むね枕まくらとか」

「マジで!?」

「どうしてそこでテンションを上げるのですか!?」

　でもそういう正直なところも好きです！　と頰ほおを染めるハイネ。

　正直コイツのリアクションはかなりアレだと思うのだが、今はそんなことはどうでもいい。

　だって、胸枕ですよ？

　思わずハイネのたわわに育った胸に目が行ってしまう。

　この冥めい界かいに来てから俺はときどき睡眠不足になる。

　それは色々とトラブルを抱えてるせいなんだが、もしかしたら環境を変えれば快適に惰だ眠みんをむさぼれるかもしれない。

　たとえば、枕を変えてみるとか。

「いいですよ？」

「えっ……」

「ハイネはルミナさまなら構いません。ルミナさまはいつもお疲れなご様子ですし。なので、ハイネに思いっきり甘えちゃってください。そう──ここはハイネの胸を借りる気持ちで！」

「マジで借りることになるんだけどな!?」

「えへへ、ルミナさま♡」

　げっ。

　コイツ、いきなり抱きついてきて……うおっ、胸が、胸が顔に！　さすがにここまでしたらコイツも恥ずかしいんじゃ……！

「どうせなら脱いだ方がいいでしょうか？　直じかに触った方があったかくて、ルミナさまも気持ちいいと思いますし！」

「どこまで従順なんだおまえは!?」

　そんなことされたら大抵の男はレンタル期間延長するぞ。

　でも、なんだろう？

　あったかくて、やわらかくて、包まれるような感触……。

　これなら、安眠できそうな気が……。




「何をしているの、先生？」




　やけに冷たい声。

　部屋に入ってきた声の主は、今まさに俺おれを胸むね枕まくらしようとしているハイネをにらみつけていた。

　シルクのような黒髪。

　静せい謐ひつさを孕はらんだ透き通った瞳ひとみ。

　ハイネとは真逆だが、これはこれで一部の方々には需じゆ要ようがばっちりそうなスレンダーな体たい軀く……。




　千ち桜ざくら千雨ちさめ。




　千雨はわけあって現世で死に、異世界に転生することを選んだ女の子。

　この冥めい界かいでは管理官が転生者候補を指導することになっている。

　そして、コイツは俺の生徒だ。

「もちろん、胸枕ですが？」

「なっ……！」

　ボールを奪われかけたゴールキーパーみたいに俺の頭をホールドするハイネの姿に、千雨の顔面温度が急上昇。

　それでも、千雨は必死にいつものクールな口く調ちようをたもちながら、

「あなたは何をしているの？　あなたは転生者候補じゃないけど、わたしと同じ先生の生徒のはずでしょ？　なのに授業をサボってこんなことをして……」

「教師と生徒の禁断の愛って、ステキじゃありませんか？　千雨ちさめさんもそういう漫画や小説が好きなのでは？」

「そ、そんなことない！」

　必死に否定する千雨だが、実際はわからない。

　コイツはマジメな性格をしてて、いかにも優等生って感じなのだが、その反面サブカルチャー的な作品が大好きな隠れオタクなのだ。

「とにかく！　先生にベタベタ引っ付くのはやめて」

「ふふーん。優等生ぶっていますが、実はあなたはハイネのことがうらやましいのでは？　ルミナさまとラブラブしたいのでは？」

「ラ、ラブラブって……」

「まあ、あなたのまな板バストじゃ胸むね枕まくらは不可能でしょうが」

「……なん、だと？」

「あなたの胸で枕なんかしたらルミナさまが首を寝違えてしまいます～。通販番組だったら返品されるクオリティ……それがあなたの胸です！」

「わたしの胸を不良品みたいに言わないで！　先生！　あなたからもハイネに何か言ってあげて──」












「めんどいから、寝ていいか？」

「ダメ！　寝たら死ぬわよ！」

　雪山かここは。

「ふふっ、おやすみなさい、ルミナさま。さあ、ハイネの胸の中でやすらかに……」

「起きて！　起きてください先生！　あなたは世界を救った冒険者で、とっても強いでしょ！　一応………わ、わたしだって、先生のことをリスペクトしてるの！　だから、もっとしっかりして！　それに、わたし、このアホ女神だけには負けたくないの！」

「もう、うるさいですねぇ。今のあなたのお胸ではハイネに勝ち目はありません。あなただって自分の貧弱なバストサイズがコンプレックスでしょう？」

「そ、そんなことは……」

「現世にいたころは毎晩寝る前にバストアップ体操をしてたのに？」

「！」

「それだけじゃありません。鶏とり肉にく、納豆、牛乳……お胸の発育にいいとされる食べ物を積極的に摂取して……」

「だ、黙れ！　どうしてわたしの秘密を知ってるのよ!?」

「さあ？　どうしてでしょう？」

　……オイ、その辺でやめとけ、ハイネ。

　少しだけ不安になってきた。

　この金髪エルフが千雨ちさめの秘密を知っている理由。

　それを千雨にバラすわけにはいかなくて……。




「やっぱりわたし、あなたが嫌いよ」




　決別するように、千雨は言った。

「わたし、何があってもエルフだけには転生しない」

「──待て、千雨」

　思わず止める。




　千雨は優秀な転生者候補だ。




　生まれ持った魔力が高く、どの種族にも転生可能だと、冥めい界かいを取り仕切る管理官の組織──管理局から判定されている。

　だが、今の千雨の発言はマズい。




　千雨ちさめ本人には言ってないが、コイツにはエルフに転生してもらわなくちゃいけない。




「なっ、何を言うのですか！」

　俺おれと同じことを考えたのか、ハイネが叫んだ。

「あなたはエルフになるべきです！」

「どうして？」

「そ、それは……エルフがすばらしい種族だからです！　エルフはみーんな人格者ばかりですよ!?」

「散々人の胸をバカにしたエルフが目の前にいるのだけれど？」

「あ、あはは……やだなぁ、あれはちょっとしたジョークですよ？　それに、エルフになれば……」

「なれば？」

「あなたの胸も大きくなります！」

「そんなのわからないでしょう!?」

「ハイネにはわかるんですよ！　だから、千雨さん！　エルフになりましょう！」

「嫌よ！」

「こ、この、わからず屋！　そんなだからあなたは素直にルミナさまに甘えることができないんです！」

「なっ」

「ホントは胸むね枕まくらするハイネを見て『いいなぁ、わたしも胸がおっきかったら先生をぎゅってしてあげられるのに……』って思ってたくせに！」

「そ、そんなこと思ってないわっ！」

　そっぽを向く千雨だったが、その顔からは冷や汗がダラダラ。

　あー、どうやら図星だったっぽい。

　まあ、それもそうか。




　ハイネ・タウゼントは、千ち桜ざくら千雨の考えていることがある程度わかる。




　そんな能力を持っている。

　別にハイネが特殊な魔法を使って千雨の思考を読みとっているわけじゃない。

　ハイネと千雨。

　何から何まで正反対の二人だが、彼女たちは──。





第１話　世界を救った転生者のその後







　新学期。

　学生だったら間違いなく緊張する時期だと思う。

　それがクラス分けされた直後だとしたら余計だ。クラスになじめるのか？　友だちはできるのか？　異性と仲良くできるだろうか？

　そんな思春期っぽい悩みを抱いてもおかしくはない。

　けど、俺おれは理解した。

　緊張するのは何も生徒だけじゃない。

　教師側だって、少しは緊張するのだ。




「はじめまして。俺がルミナ・ナインフィールドだ」




　教室の教壇で。

　管理局の制服に身を包んだ俺は、自分の生徒たちを眺めながらにこやかに言った。

「今日から転生者候補であるきみたちの教師をすることになった。よろしく」

　軽く挨あい拶さつすると、学園の制服姿の生徒たちが興味深そうにこちらを見つめてきた。

　人数は二十名ほど。

　中には「意外とフツーじゃね？」「顔はけっこーカッコイイかも」なんて小声で話してる女子までいる。

　オイ、ジロジロ見るな。

　こっちは動物園のパンダじゃないんだよ。

　転生者候補のひよっこどもにとっては俺は先輩になるわけだし、珍しいのもわかるが。

「何か質問はあるかな？」

　心の中で毒づきながらも、営業スマイル全開。

　かったるくて仕方がないのだが、一応教師らしく振る舞わなくちゃいけない。

　なぜなら、俺は転生者だ。

　ルミナ・ナインフィールドというのも異世界に転生したときに自分で付けた名前である。

　なんだかゲームキャラっぽい名前だと思うヤツがいたとしたら、正解。

　これは俺の好きなゲームキャラの名前をちょっともじったもので……うおっ、気づいたら、クラス全員が手を上げてやがる。

　やる気ありすぎだろ？

　いつから日本人はこんなに積極的になったんだ？

「えっと、それじゃ、きみ」

　とりあえず最前列に座った女の子を指名すると、彼女は瞳ひとみに期待を浮かばせながら、どこか緊張した様子で。

「先生は、転生者なんですよね？」

「ああ。俺おれもきみたちと一緒で、現世で一度死んだ。そして、クエスタニアに転生したんだ。クエスタニアでもう一回死んだから、こうして教師をしてるけど」

「でも、他の管理官の方に聞きました！　先生は、クエスタニアを救ったって。その功績をたたえられて、管理官になることができたって！」

「ああ、そうだな」

　平静を保ちつつも、俺の心の中は後半ロスタイムで勝ち越しゴールを叩たたきこんだフォワードのごとく大騒ぎだった。

　誰だか知らないけど、ナイス！

　俺がクエスタニアを救ったことを教えてくれてたとは！

「す、すごい！」

「ホントに世界を救ったんだ……」

「先生のクラスに入れて、ラッキーかも！」

　ラッキーなのは俺だ！

　こんなに簡単に生徒からの信頼をゲットできるとは思ってなかった。

　よし、この勢いをなくさないようにしよう。

　自分で言うのもなんだが、転生した俺の顔はそこそこイケメン。

　おまけに現世にいたころは高校で学年トップの成績だった。

　ルックスもよくて頭脳明めい晰せき。

　この長所を生かして、今後のためにも、生徒には気に入られておこう。

「じゃあ、講義を始めるぞ。もう説明されたと思うけど、きみたちには異世界に転生する権利がある。きみたちにとっての異世界──クエスタニアは、中世ヨーロッパの世界観に近い。けど、違うところもある。魔法、マジックアイテム、モンスター……そんなＲＰＧの中でしかありえなかった存在が、実在するんだ」

　おおおおおおおっ！　と生徒たちが歓声を上げる。

　ここにいるのは転生者候補になることを選択した生徒たち。

　年齢は圧倒的に十代が多い。

　俺の上司曰いわく、そのあたりの年齢のヤツが一番転生するのに適しているらしい。ここにいるヤツらも異世界転生を選んだということは、少なからずファンタジー世界へのあこがれがあったんだろう。

　ちなみに、転生者候補者以外の死者はほとんどが記憶を消去リセツトされて、現世に送られる。

　輪りん廻ね転生。

　異世界ではないが、これも極一般的な転生の形。

　ただし、現世で罪を犯した人間はそうはいかない。いつの時代だって罪を犯した人間は罰を受ける。それはこの冥めい界かいだって同じ。罪人は簡単には転生することが許されず、現世とも異世界クエスタニアとも違う世界に送られる。

　ベタな言い方をすると、地獄ってヤツだ。

　……ただ。

　人によって、クエスタニアは地獄よりも厳しい場所だったりする。

　魔法を使いこなすには努力がいるし、マジックアイテムは高価なものが多いし、モンスターに襲われれば割とあっさり死ぬ。

　だからこそ──。




「異世界に転生するためには、ライセンスがいる」




　そう。

　異世界に転生するには、冥界にあるこの学園でカリキュラムを受け、転生許可証ライセンスを取得する必要がある。

「どうしてライセンスが必要なんですか？」

　さっき質問したのとは違う女の子が訊たずねてきた。

「私が読んだ異世界もののライトノベルなんかだと、もっと簡単に転生できてましたよ？」

「そうだな。でも、最近は転生した後にクエスタニアで問題を起こす転生者が多くて」

「問題？」

「転生者は特殊な力を持って転生することがある。その能力を私利私欲のために悪用する人間もいるってことだ。俺おれがきみたちを指導するのは、転生者としての心得を教えるためでもある」

　転生者はクエスタニアでは特別な存在だ。

　転生者の中にはそれこそラノベのようなチートな能力を持って転生するヤツもいる。

　そんなヤツが問題を起こせば、異世界の秩序が大きく乱れてしまう。

　だからこそ、冥界を管理する管理局は転生許可証制度を作った。

「安心して欲しい。俺はこれでも世界を救ったことがある。クエスタニアについての知識も豊富だし、転生者がどうやってふるまえばいいかもわかっている。だから、俺と一緒に優秀な転生者になるための──」

「チッ、くだらねえ！」

　最後尾の席に座った体格のいい男子が叫んだ。

「授業とかめんどくせえからさっさと転生させろ！　俺おれはさっさと異世界で第二の人生を楽しみたいんだよ！」

「………」

　落ちつけ、俺！

『ウゼえ』とか思っちゃダメだ！

　そう、この教室の中ではあくまで模も範はん的な転生者を演じて──。

「さっきから偉そうにしゃべってるけど、あんたも大したことないんだろ？　他の管理官から聞いたぜ？　あんた、現世では交通事故にあって死んだんだろ？　それで異世界に転生したんだろ？　ぷぷっ、なんだよそのベタなラノベみたいな死に方は！」

「………」

「おまけに世界を救ったとかカッコつけてるけど、結局は転生した後に死んだんだろ！　だからここにいるんじゃねえのかよ！」

「………」

　殺す。

　誰だか知らないが、人の個人情報を生徒に教えやがったクソ野郎には必ず制裁を加えてやるとして。

　ここまで調子に乗ってるのを見ると、少しかわいそうだよな。

　きっとコイツは自分に酔っている。

　転生者として、まるで物語の主人公のように、異世界で第二の人生を謳おう歌かできる。

　その可能性に、はしゃいでる。

　だからこうして俺にケンカを売ってきたんだろう。

「俺は授業なんて受ける必要ねえ！　この通り、魔法だって使える！」

　ボッ！　と。

　男子生徒が腕をかかげると、掌てのひらに炎が生み出された。

　その光景に生徒たちがざわつく。

　あー、やっぱりか。

　転生者候補は、クエスタニアに転生する前から魔法を使える。

　普通はこっちが使い方を教えなくちゃ使えないんだが、たぶんコイツは少しセンスがいいんだろう。

　まあ、




「こういうヤツほど、転生した後にあっさり死ぬんだけどさ」




　あっ。

　やばい、目の前の状況が面白すぎて、つい本音をぽろりしちまったんですけど。

「あ？　てめえ、今なんて言った！」

　手に掲げた炎をこちらに向けたまま男子が食い掛かってくる。

　……はあ。

　めんどいけど、説明するか。

「言った通りだ。クエスタニアでは、おまえみたいなヤツほどくたばりやすい」

「なっ……」

「現に俺おれはそういう転生者を何人も見てきた。魔法を使えるって事実が、根拠のない自信に繫つながってる。現世にはなかった能力を手に入れたせいで万能感でも得たつもりだろうが、そういうヤツほど調子に乗って先走りやすい。クエスタニアにはそういう転生初心者をカモにする盗賊までいるくらいだ。今のままだとおまえは確実に餌え食じきになる」

「て、てめえ……」

「言っとくけど、クエスタニアで死ねば、そこで終了だ。魂は冥めい界かいに回収されて、記憶を消去されて、現世に転生する。そういうサイクルができてるんだ。このままじゃおまえはその第一号に──」

　そこまで言ったところで。

　男子生徒が手に灯ともった炎をこちらに放ってきた。

　ファイアボール。

　炎属性の初級魔法。

　魔法という今まで目にすることがなかった超常の現象に、女子生徒たちが悲鳴を上げるが……俺からすれば大したことない。

「なっ──」

　俺が軽く手を払っただけで火球を消滅させると、男子生徒はひどく驚きよう愕がくしていた。

　無詠唱で防御魔法を発動したんだが、たぶん何が起きたかもわかってないんだろうな。

「ば、バカな！　てめえは……」

「なんだ、やっぱり知ってたのか？　俺が全盛期の力を出せないって」

　十分の一。

　それが世界を救った転生者の俺が今出せる全力だ。

　全盛期の十分の一の強さしか発揮できない。

　そんなめんどくさいことになったのには色々と理由があるんだが……。

「て、てめえ！　調子に乗るな！」

　ご自慢の魔法を一撃で無効化されたのがトサカにきたのか、男子生徒が拳こぶしを振り上げて向かってきた。

　もしかしたら、現世では結構強かったのかもしれん。

　ガタイもいいし、格闘技でもやっていたのかもな。男子生徒は迷いのないフォームで俺おれに殴りかかってくるが──俺からすれば、鈍トロすぎる。

「ぐはっ!?」

　その証拠に、俺は打ちこまれた拳こぶしを躱かわし、相手の腕をつかんで一本背負いの要領で派手に床に叩たたきつけた。

　ロクに受け身も取れなかった男子生徒は白目をむいて口から泡を吹いて悶もん絶ぜつ……って、やべえ。

　さっきまで俺に賛美を送ってくれてた生徒たちもあっけにとられてる。というか、あきらかにドン引きしてて……あー。

　また、やっちまった。

　──仕方ない。

「せ、先生？」

　困惑ぎみな女子生徒を見た俺は、教師として最低限の役割を務めることにした。

　俺がクエスタニアで学んだこと。

　それは、たった一つ。




「いいか？　生き残りたければ、他人を信用するな」




「えっ……」

　生徒たちはフリーズしたままだったが、構わず続けることにする。

「異世界で生き残りたければ、自分を鍛えろ。クエスタニアはゲームやラノベに出てくる異世界ほどちょろくない」

　ちょっとしたことで死ぬし、ちょっとしたことで生き残ったりする。

　そういう世界だから、迂う闊かつに誰かを信じると、裏切られてボロ雑ぞう巾きんみたいに捨てられることが多い。

　だから──。




「頼れる仲間？　切せつ磋さ琢たく磨まできるライバル？　従順で可愛かわいいヒロイン？　そんな夢みたいなもんに希望を持つな！　あっちにいけば愛と希望と絶望だけがおまえらの友だちだ！　だから、せいぜい自分の力を高めて生き残ってくれ！　それが教師として俺ができる助言だっ！」




　瞬間。

　怒号にも似た抗議の声で教室が埋め尽くされた。





　　◆◇◆◇◆






　冥めい界かい。

　そこは現世とクエスタニアの間に存在する世界。

　文明レベルはかなり高い。

　フツーにテレビやスマホなんかも使える。ただ、原理は現世と違って魔法を使ってたりするんだが、詳しいことは俺おれにもわからん。

　俺の上司曰いわく、冥界は巨大な島のような形をしていて、その一角に俺たちが住む学園を中心とした街──学園都市がある。学園都市には死者を裁く大勢の管理官、そして転生者候補たちが暮らしているわけなのだが──。

「またか」

　放課後の教室。

　生徒たちがすっかり出払ったそこで、俺の上司である少女がため息を吐ついた。

　見た目はかなり幼い。

　腰まで届く明るい色のロングヘアに、管理局の制服。映画館にいったら余裕で小学生料金を適用されそうな身長とツラをしているが、コイツはこれでも俺より年上だし、性格はやや高圧的。

　ニーナ・クリストファー。

　この学園の理事長で、俺がここの生徒だったときの教師だ。

「貴様が問題を起こすのはこれで三度目だぞ。それでも私の自慢の生徒か、湊？」

「昔の名前で呼ぶな」

　九ここの重え湊みなと。

　それが俺の前世での名前だった。

「それより、一つ聞きたいんだが……暴れた生徒に俺の情報を教えたのって、あんたか？」

「当然だろう？　生徒だって教師の情報が知りたいはずだ。その方がより仲良くなれ……ん？　なぜそこで私を睨にらむ？」

「自分の胸に聞いてみろ。あっちは俺の死に様まで知ってたんだぞ？」

「──すまん」

　ニーナは申し訳なさそうにしながら、スマホを取り出して。

「私がハマっているソシャゲのイベントが始まる時間になってしまった。悪いが、話をするのは少し待て」

「あんたはそれでも教師か!?」

「静かにしろ。今から私はガチャを回す……ガチャに大事なのは精神統一だ……さあ、来い、来い、来い、来い……ぬああああああああっ！　またＳＲスーパーレアか！　いい加減にしろ！　私がいくら課金していると思っている!?」

　悔しそうに机をたたくニーナ。

　外見だけならオモチャを買ってもらえなくてダダをこねてる子供なんだが、残念なことにコイツは俺おれの上司。

　どういう仕組みなのか、ニーナは自分のスマホで現世のソシャゲをプレイしている。思えばコイツは昔からゲームが好きだった。俺が生徒のときも交流を深めるためとか言って一緒にゲームをしてたし。

　そのせいか、今ではすっかりソシャゲ廃人に成り果ててしまったのだ。

「くそぅ……今日はなんだかＳＳＲダブルスーパーレアが引ける気がしたのに……」

「なあ、管理官ってのは神様なんだろ？　その神様がソシャゲにハマってるってのはどうなんだ？」

「ふん。試しに貴様もやってみるか？　ガチャはあと一回引ける。まあ、貴様ではロクなカードを引けんだろうが……」

「あっ、ＳＳＲだ」

「なんだと!?」

　ニーナはスマホの画面を見つめた後で。












「バ、バカな……たった一回で……ＳＳＲダブルスーパーレアを……！」

「ショックを受けすぎだろ」

「……貴様は、神か？」

「一応俺おれも管理官だからな！　それより、話を戻すぞ。俺の情報を生徒にバラすのはマズいだろ？」

　管理官には一つルールがある。




　それは、自分の正体──つまり、現世の名前を生徒に知られてはいけないこと。




　これは生徒と教師の間に緊張感を持たせるためらしい。もし教師と現世で知り合いだとわかれば、何らかの油断や甘えが生まれてしまう。

　だからこそ管理局は教師の正体を生徒に明かすことを禁じた。

　もしバレれば記憶を消され、現世に転生させられるというペナルティがある。

「そう怒るんじゃない。交通事故で死んだなんていうのは今じゃかなりポピュラーかつオーソドックスな異世界転生の理由だし、自己紹介でネタとして披露すれば一笑いとれるだろう？」

「こっちは笑えない事態になってんだよ！」

「そうだな。貴様が生徒に軽い怪け我がをさせてしまったのは三度目。クラス担任を外されるのも三度目だ」

「やっぱり、俺は解ク任ビか」

「無論だ。貴様がクラス担任を続けてもいい条件。それは、生徒を傷つけないこと。貴様は強大な力を持った転生者だ」

「その力のほとんどは封印されてるけどな」

　それでも、ひよっ子どもにとっては脅威でしかない。




　二年ほど前──当時高校一年生だった九重湊俺は、事故にあった。




　そうして死んで冥めい界かいにきた後で、転生者になることを選択した。

　理由は──異世界ものの小説が大好きだったから。

　現世での俺はラノベや漫画なんかの軽く読める本が好きだったのだ。

　だから、いつか物語の主人公みたいに異世界に転生できたら……なんてことを思ってたんだが。

「事実は小説よりも奇なりってヤツか」

「冥こ界こに初めて来たときも貴様はそんなセリフを言っていたな。あのころの貴様はやる気に満みち溢あふれていたし、私の生徒の中でもっとも才能に溢れて、『神童』とまで呼ばれていた。しかし、今ではやさぐれて、人間不信になってしまうとは」

「うるせえ」

　自分で言うのもなんだが、ニーナの言う通り昔の俺おれはよくできた転生者候補だった。

　俺が死んだのは高校一年のとき。

　その後は、この学園で立派な転生者になるための修業を積んでいた。




　だが、転生したときに問題が起きた。




　一言でいうなら、俺の力は強すぎたのだ。

　そのおかげでクエスタニアを救うことができたわけだが──今ではこうして、強すぎる力を封印するという条件のもとで、管理官をしている。

　その理由は──。

「なあ、ニーナ。管理局はホントに約束を守るのか？」

「もちろん。貴様が無事に自分の生徒を一人前の転生者に育てれば、管理局は貴様を再びクエスタニアに転生させることを約束する」

「今度こそ、フツーの転生者として生まれ変われるんだろうな？」

「問題ない。一度目の転生のときは不幸な偶然が重なってあんなことになったが、今度は大丈夫だ。管理局が全力で貴様をバックアップする」

　それならいいんだ……なんて簡単には信じられない。

　なぜなら俺は一度目の転生で失敗した。

　世界を救う……なんて派手な功績はいらなかった。




　ただフツーに、異世界での転生ライフを謳おう歌かしたかった。




　しかし、ちょっとばかし特殊な種族に転生しちまったせいで、その夢は叶かなわなかったのだ。

　だから、今度こそうまくやりたい。

　でも、なんつーか、やっぱり……。

「……かったるい」

「ん？　なぜだ？」

「いや、だってこの三週間で俺は三回もクラス担任をクビになったんだぜ？」

　そりゃあやる気もなくなるさ。

　俺がクエスタニアを救う代わりに死んだのが、三週間前。

　そのまま俺おれは再転生することを条件に管理官になって、新任クラスを受け持ったんだが結果は似たようなもんだった。

「一回目と二回目がどうだったか憶おぼえているか？」

「まあ、ちょっとやりすぎた」

「ちょっとだと？　貴様は魔法演習で景気よく大出力の魔法をぶっぱなして、二回とも教室を全壊させただろうが」

「あれでもセーブしたんだけどな」

「そして、三回目はちょっとばかし調子に乗った生徒を保健室送りに……」

「あはは誰のせいだと思ってやがる？」

　あの男子生徒が俺のことをナメて襲い掛かってきたのはおまえが個人情報をバラしたせいでもあるだろうが。

　うっかり迎撃しちまった俺も悪い。

　でも、わかってくれ。これでも俺はクエスタニアにいた。あのころはモンスターと戦うことも多かったし、敵意には身体からだが反応してしまうのだ。ダルいことに。

　しかし、このままではマズい。

　今回クビにされたことで、管理官見習いをやめさせられて、記憶をリセットされて現世に送られることも──。




「心配はいらん」




　そうなったらきっぱり夢をあきらめるのもありかなーなんて思っていると。

　ニーナが自信満々にぺったんこな胸を張った。

「この度、貴様にアシスタントをつけることになった。経歴だけなら超優秀だぞ？　なぜなら、あいつも優秀な転生者だったからな」

「へえ……」

　管理官になれる人間は転生者だけだ。

　しかも、ある程度の功績を残したもののみが冥めい界かいを管理する仕事につける。

　クエスタニアである程度の功績を作り、異世界のことを知り尽くし、その知識を生徒に教えても問題ないと判断された転生者エリートが管理官になれるのだ。

　その管理官であるニーナが『優秀』と言ったってことは……。

「種族は？　人間か？」

「いや、エルフだ。貴様も知っているだろう？　クエスタニアには、女神とまで呼ばれたエルフがいたことを」

「あー、たしか……」




　ハイネ・タウゼント。




　そんな名前だったはずだ。

　つっても、俺おれがクエスタニアにいたときに聞いたのはおとぎ話だ。

「ハイネ・タウゼントは伝説的なエルフだ。数百年前にクエスタニアに突如としてあらわれた彼女は、いくつもの革新的なマジックアイテムや魔術を発明して、クエスタニアの文明の発展に大きく関かかわった。彼女がいなかったら、今のクエスタニアはなかったとまで言われている」

「それは俺も知ってる」




　慈じ愛あいと繁栄の女神。




　そんな風に呼ばれて、数百年経たった今でもクエスタニアではハイネ・タウゼントを崇あがめたり、祈りを捧ささげたり、彼女を祀まつった宗教まである始末なんだが……オイ。

　まさか、この展開は……！

「ソイツがアシスタントになるんじゃないだろうな!?　その女神さまとやらは数百年前に死んでるんだぞ!?」

　エルフは長寿系の種族だし、管理官が年を取るのかどうかはニーナを見ただけじゃいまいち判断できないが、もし本人ならとんでもねえババアじゃねえか！

　そんなんでアシスタントができるわけが……！

「では、入れ」

　え？　もう来るの？

　俺が身構えるのと同時に、教室の電気が消えた。

　ニーナが魔法で操作したのかもしれん。

　数秒後、教室のドアが開いて現れたのは……。




　ウェディングケーキだった。




「………」

　さすがに呆あつ気けに取られる俺。

　……オイ、なんだこれは？

　何かのドッキリか？

　教室の中には結婚式っぽいお約束の音楽まで流れ始める始末。

　そんな中で、ゆっくりと、ウェディングケーキが乗った台座が俺おれの前にやって来て、




「ぱんぱかぱーん！」




　ケーキが真っ二つに割れて、中から女の子が飛び出した。

　……いや。

　なんだ、この安っぽい結婚式みたいな演出は？

「きゃ～、あなたがルミナさまですね！」

　ひどくハイテンションな感じで女の子が挨あい拶さつしてきたが、俺は何のレシーブも返せなかった。

　女の子の格好がかなりおかしい。

　なんと、すっ裸にラッピングリボンを巻きつけているだけ。

　輝く金髪、尖とがった耳、そしてたわわに育った胸……うわぁ、最悪だ！

　全部俺がクエスタニアで聞いた伝承に出てくる女神の情報とそっくりなんですけど！

「まさか……あんたが、ハイネ・タウゼントか？」

「ご名答です！　ずっと逢あいたかったです、ルミナさま！」

「……ずっと？」

　俺たちは初対面なのに？

「もしかして、どっかで会ったことがあったか？」

「さあ？　わかりません」

「じゃあなんで『ずっと』なんて言った!?」

「えへへ、細かいことはいいじゃないですか」

　ハイネは幸せそうに笑ってから。

「どうしてかはわかりませんがハイネはあなたに逢いたかったんです。だから、封印から目覚めたんだと思います」

「封印？」

「それについては私が説明しよう」

　さっきの衝撃映像にまるでショックを受けていない様子で、ニーナが言った。

「ハイネがクエスタニアで亡くなったのは数百年前。それからずっと……彼女の魂はこの冥めい界かいで封印されていたんだ」

「なっ……なんでそんなことに？」

「理由は私たち管理局にもよくわからない。大昔すぎてデータが残ってないんだ。ハイネは、何か憶おぼえているか？」

「いいえ。封印のせいか、記憶があいまいなんです。ただ……」

　瞬間、俺おれは言葉を失なくしてしまった。




　ハイネが、泣いていた。




　エメラルドの瞳ひとみから、大粒の涙をこぼしていた。

「ハ、ハイネは……ずっと！　ずっと、あなたを待っていたんですっ」

「……待て。そのあなたってのは……」

「もちろんルミナさまですっ！　その証拠に、ハイネはルミナさまがこの冥界にやってきたときに封印から目覚めることができました！　管理局の方々のお話ですと、ハイネの封印を解く研究はもう何百年も続いていたそうなのですが、誰もハイネを目覚めさせることができませんでした！　けど、ハイネは目覚めました！」

「……ホントか？」

「ああ。彼女が目覚めたのは貴様がクエスタニアで死んで冥めい界かいにやってきた三週間前。この三週間、管理局は彼女を色々と調べたが、どうしていきなり封印が解けたのかわからなかった。ただ、本人の主張によると……」

「ハイネが目覚めることができたのはルミナさまが来たおかげです！」

「………」

　なんだそりゃ。

　数百年も封印されていた女神さま。

　そんなヤツがなんで俺のおかげで目覚めるんだ？

「ううっ、ずっと、逢あいたかった……きっとハイネはあなたと逢うために数百年も眠っていたんです……わああああんルミナさま～！」

「ウゼえ。いきなり抱きついてくんな」

「反応が冷たい!?　ハイネの想おもいはこんなにホットなのに！」

「おまえの言ってることはわけがわからん。第一、このケーキはなんだ？　新手のドッキリか？」

「えへへ、ビックリしましたか？　せっかくハイネとルミナさまが再会するのですから、インパクトがあるシチュエーションがいいと思って……けっこー時間をかけて考えたプランなんですよ？」

「いやいや、時間って……」

「具体的に言うと、三週間ほど」

「………」

　まさか、三週間前に目覚めたコイツがすぐ俺に会いに来なかった理由って、このバカげた仕掛けを考えてたからなのか？

　だとしたら……。

「おまえ、アホだろ」

「はっきり言われました!?　でも、ハイネはルミナさまのそういうところが好きです！　さあ、結婚式を始めましょう！　新婦はハイネ、新郎はルミナさま！　ケーキを食べますか？　それか……ハ、ハイネを食べちゃったり……」

「オイ、ニーナ」

「スルぅうううううう!?　せっかく！　せっかく恥ずかしいの我慢してこんな格好をしてきたのに！　ハイネ自身をルミナさまにプレゼントしちゃう計画だったのに……ふもぉっ!?」

　かったるかったので、ハイネの口にケーキを一塊ツッコんで黙らせた。

　そして、一言。

「コイツ、かなりおかしいぞ」

「……いや、ハイネを華麗にスルーできる貴様のメンタルも十分おかしいと思うが？」

「余計なお世話だ。つーか、なんなんだコイツは？　俺おれが聞いたハイネ・タウゼントと別人すぎる」

　慈じ愛あいと繁栄の女神。

　それがハイネ・タウゼントだったはずだ。

　その証拠に今でもクエスタニアではコイツを信仰しているヤツが大勢いる。

　そんなヤツらに今のコイツのありさまを見せたらどうなる？

　世を儚はかなんで集団自殺してもおかしくないはずで……あー、でも、ちょっとひどいことをしたかな？

　性格はだいぶアレだが、コイツは数百年も眠ってたんだ。

　なのに、いきなりケーキを口に突っこむなんて雑な扱いをしちまって……。




「えへへ、『あーん』ってしてもらいました～」




　全然こたえてねぇええええええええええ！

　コイツ、俺が口に突っこんだケーキを何事もなかったように完食しやがった。

　ドン引きする俺を気にせずに、ハイネはにこやかにスマイル全開。

　その大きな胸には口からこぼれた生クリームがついていて……。

「いや、待てよ!?　おまえってアホだけど、やっぱり見た目はメチャクチャ可愛かわいいな！」

「……貴様はネガティブなようで、意外とポジティブだな」

「えへへ、それでこそルミナさまです！　ハイネはルミナさまの彼女であり恋人であり新妻でもあります！」

「ウゼえ。かったるいから叫ぶな」

「わかりました。じゃあ、小声で言いますね？　ルミナさま、ルミナさま、ルミナさま、ルミナさま、ルミナさま、ルミナさま、大好き、大好き、大好き、大好き、大好き、大好き、大好き、大好き、大好き、大好き……」

「やめろ！　なんか怖いから耳元でささやくな！」

　なんでコイツは性格がこうも残念なんだ!?

　外見だけならマジでストライクなのに！

「なあ、ホントにコイツが俺おれのアシスタント役になるのか？」

「ああ。それとも、不安か？」

「性格的にはな。しかも──コイツ、強いだろ？」

　断言すると、ハイネがやけに驚いた。

「えっ、ど、どういうことです!?　どうしてそんなことがわかるんですか!?」

「とぼけんな。おまえ、魔力量がかなり多いだろ？」

　魔力は魔法の燃料だ。

　その絶対量が多ければ多いほど、強力な魔法を扱える。

　伊だ達てに俺だってクエスタニアで生き延びてきたわけじゃない。




　相手の魔力量くらい、対面すればすぐにわかる。




「ふむ、さすが私の自慢の教え子。かつて学園史上もっとも才能がある生徒と呼ばれただけのことはある。あっさりと相手の力量を計るのは簡単なことじゃないぞ」

「これくらいできないと異世界で生き残るのは無理だろ？」

「す、すごいです！　ルミナさまはお強いんですね！　ニーナさんからも聞きましたが、ルミナさまは世界を救った転生者だとか！」

「いや、俺は……」

「詳しくは説明してもらえませんでしたが、それでこそハイネの旦だん那な様です！　抱いてください！」

「……なあ、おまえ、なんでそこまで俺に好意全開なんだよ？　俺のせいで封印が解けたからか？」

「違います！　どうしてかわかりませんが、ハイネはあなたのことを知っています！　ハイネはあなたを心の底から愛していて……ハッ!?　もしやハイネたちは前世で恋人だったのでは!?」

「キショいこと言うな」

　あいにくだが、転生前に恋人なんていなかったし。

　それどころか友だちだって少なかった。昔から本が好きだったせいか、休日は友だちと一緒にいるよりも本と過ごしてる方が好きだったし……。




『わたしはもっと面白い本が読みたいの。だから、お兄ちゃん。もっとわたしに色々教えて？』




「………」

　いや。

　友だちは少なかっただけで、ゼロだったわけじゃないが。

「……ハッ!?　ルミナさまが憂うれいを帯びた表情を……さてはその顔は昔の女の顔を思い出している顔ですね!?　ご安心を！　昔の女なんてハイネがすぐに忘れさせて差し上げます！」

「そっか。助かるよ」

「……あの、ルミナさま？　どうしてツッコんでくれないのですか？　さっきまでは割とテンポよく鋭くハイネを罵ののしってくださったのに……あっ、さては、ツッコむのがかったるくなったのでは……」

「ところで、ニーナ」

「うわあああああんやっぱり図星ですぅううううでもこれはこれで悪くないというかもっとルミナさまにないがしろにされたい気持ちがハイネの中で燃え上がってぇえええええええええっ！」

　やたら大きな胸に手を当てながらモジモジするラッピング状態のハイネ。

　その姿はアホだが可愛かわいすぎて心臓に悪いので、話を進めよう。

「コイツがアシスタントになるってことは、俺おれをまた担任にしてくれるのか？」

「ああ。実は、生徒には呼び出しはかけている」

「そうなのか？」

「もう少しでここに来るはずだ。ただし、今回の生徒はちょっと事情を抱えていて」

「まさか、問題児か？」

「その逆だ」

　ニーナは毅き然ぜんとした表情を浮かべた。

「今から来る生徒は、素質だけなら学園トップクラス。生まれ持った魔力量がケタ違い。そのせいで、どの種族にも転生可能だと管理局に判断されている」

「へえ」

　ソイツはすごい。

　普通なら生まれ持った魔力量で、転生する種族が制限される。

　大まかにわけるなら、魔力量が低ければ人間に、中くらいなら亜あ人じんに、それ以上ならハイネみたいにエルフや女神のような上位種族にだって転生できるわけだ。

「つまり、昔の俺と一緒か」

「そういうことになる。だからこそ管理局はあの子を貴様の生徒にすることにした。同じ境遇にいた貴様なら、あの子の気持ちを理解できるかもしれん。色々問題は起こしてきたが、貴様は優秀な転生者だしな」

「やれるだけやるさ。それより、他の生徒はどんな感じだ？　まさか、その優等生だけってことはないだろ？」

「あー、貴様にはもう一人生徒を受け持ってもらおうと思うんだが……」

　と。

　ニーナが何やら言いにくそうにしているところで、ハイネが「あっ」と声を上げた。




「その生徒ってハイネのことです～！」




「………」

　……神様。

　どうにかしてくれよ。

　さっきからこのエルフはメチャクチャ言ってばっかりだぞ。

「うわっ、そんなにいやそうな顔しないでください！　ハイネもあなたの生徒になります！　生徒として、担任であるルミナさまをアシストするんです！」

「……ニーナ？」

「すまない。これは管理局が決定したことだ。数百年間封印されていたせいか、ハイネは……」

「脳に深刻な障害を？」

「いや、色々検査をした結果、頭そつちの方は問題なかったんだが、どうやら記憶に混こん濁だくがあるようで。昔のことをほとんど思い出せん」

「じゃあ、クエスタニアの常識も……」

「まったく憶おぼえてません！　なので、ルミナさま！　ハイネに色々と教えてください！」

　目をキラキラさせながら言うハイネ。

　……いや。

　たしかにコイツは可愛かわいいよ？

　見た目だけならホントに好みだよ？

　でも、でもさぁ……！

「その代わり、ハイネもルミナさまに何でもしちゃいます♡」

「………」

　ストップ。これってあれだろ？　ラブコメでヒロインが『付き合って』って言った後に、『ただし、買い物に』って付け足すお約束のパターンだ。

　性格はアレだが、コイツは女神。

　何でもっていっても、そんな過激なことをできるわけが……。

「というわけでルミナさま！　今夜同どう衾きんしてください！　ちょっぴりヘンタイさんなプレイでもハイネはある程度対応する自信があります！　スク水とか、首輪とか、全裸にメガネだけ身に着けるとか！」

「おまえはホントに女神なのか!?」

「もちろんです！　ハイネは慈じ愛あいと繁栄の女神、ハイネ・タウゼント！　ルミナさまの嫁として、とことん尽くしてみせます！」

　はにかみながらハイネは俺おれの腕に抱きついてきやがった。

　勘弁してくれ。顔とメリハリがついた身体からだはかなり好みだけど、コイツが生徒になるのはかなりめんどくさそうだぞ。




「失礼します」




　俺が頭を抱えていると、やけに可愛かわいらしい声が響いた。

　簡潔に表現するなら、アニメ声ってヤツだ。まるでテレビの中から飛び出した二次元ヒロインみたいなクオリティ。

　その声の主は、静かに部屋に入ってきた。

　管理局の制服を身にまとった獣人の少女。

　背はハイネより少し低いくらい。

　可愛らしい顔をしているが、ニーナ以上に無表情で愛あい嬌きようがない。そのせいか、頭から生えている猫耳がややミスマッチにも見える。

　ジルベット・セブンスター。

　俺と同じ管理官で、理事長であるニーナの秘書。

「……んっ」

　ジルベットは俺と目を合わせたが、すぐにツンとそらしてしまった。

　どうも俺はコイツから避けられている。

　それには色々と理由があるんだが……。

「ル、ルミナさま！　誰ですかこの女は！　もしや、ルミナさまの恋人……!?」

「落ちつけアホ女神。コイツはジルベット。俺と同じ管理官。そして、俺と同じくクエスタニアを救った転生者だ」

「ふえ？　では、ルミナさまのパーティーメンバーさん？」

「そういうわけじゃない」

　ふるふるとジルベットは首を振ってから、可愛かわいらしい声で続ける。

「わたしたちは共闘して、緋竜を倒しただけ」

「緋竜タイラントドラゴン？」

「クエスタニアに突然現れたドラゴン。放ほうっておけば、クエスタニアを滅ぼすって言われていた。でも……」

「ルミナさまとあなたが倒したわけですね！」

「………」

　こくっとジルベットはうなずいた。

「相討ちになって、ジルたちも死んじゃったけど」

「でも、世界を救ったのですから、ジルベットさんもお強いのでは？」

「コイツはクエスタニア最強の剣士とまで呼ばれた転生者だよ。だからこそ、功績を買われて私の秘書になれたわけだ」

「なんと！　それはすごいですね～」

「大したことじゃない」

　ジルベットは表情を変えずに、続ける。

「だって、ジルにはそれしかなかったから」

「えっ」

「ジルは現世の記憶がない」

「記憶がないって……どうして？」

「たぶん、現世で死んだときのショックが原因。そのせいで記憶が消失した。だから、ジルにとってはクエスタニアで強くなることがすべてだった」

「……ごめんなさい。辛つらい話をさせてしまって」

「別に」

　素っ気ない態度で答えるジルベット。ニーナ曰いわく、コイツのように現世の記憶を無くしてしまう転生者はたまにいるらしい。

　転生者になれたってことは、たぶん死んだときは俺おれたちと同じくらいの年齢だったんだろうが、俺はジルベットが現世でどんな人間だったのかは知らない。




　どうしてか、ジルベットは自分の秘密を誰にも話そうとしないのだ。




　自分が現世でどんな人間だったか。

　管理官になれば調べることは可能だ。たぶんジルベットもニーナあたりから前世の自分のことを聞いたことがあると思うが、それを誰にも教えはしなかった。

　けど──。

「？　どうかしたんですか、ルミナさま？」

「いや、大したことじゃない。ただ、俺おれは昔ジルベットに会ったことがある気がしてさ」

　俺とジルベットが初めて会ったのはクエスタニアのはずだ。

　しかし──なぜかその記憶に違和感があった。

　もっと前に、コイツと会ったことがあるような……。

「ジルベットさん。ルミナさまはこうおっしゃっていますが、あなたは以前ルミナさまとどこかでお会いしたことがあるのでしょうか？」

「ジルは知らない。それより、理事長」

　話を変えるようにジルベットが切り出す。

「あの子を連れてきました」

　入って、とジルベットが促した──その瞬間だった。




「……もしかして、あなたがわたしの先生？」




「───っ」












　彼女の声を聞いた途端、俺おれの思考は真っ白に漂白された。

　教室のドアを開けて入ってきたのは、黒髪の少女。

　そのやや幼い顔立ちには……どうしようもなく見覚えがあった。

「ルミナ。この子がさっき話した貴様の生徒になる。名前は──」

「言わなくても大丈夫だ」

「ん？　なぜ知っている？　もしや、他の管理官から聞いていたのか？」

「そ、そんなところだ……」

　噓うそだ。

　そんなことをしなくても、俺はコイツの名前を知っていた。




　千ち桜ざくら千雨ちさめ。




　それが彼女の名前。

　俺が前世で唯一友だちだった、幼なじみの名前だ。





第２話　異世界女神と幼なじみのカンケイ







　千雨と最後に会った日のこと。

　俺は今でもそのときのことをよく憶おぼえている。




「あっ、お兄ちゃん」




　二年前の、雨の日。

　九重湊俺が都内にある病院の一室を訪ねると、ベッドにいた千雨が微笑ほほえんだ。

「よお。具合はどうだ？」

「うーん、相変わらずね」

　このやり取りは俺たちにとってはお約束のキャッチボールだった。

　千雨は昔から身体からだが弱かった。

　特に心臓が。

　ガキの頃は俺と一緒に外で遊んだりもしてたんだが、ここ数年は体調が芳かんばしくないせいか、この病室にこもりきりである。

「ありがとう。いつもお見舞いに来てくれて」

「気にすんな。ヒマだったから来ただけだよ」

　千雨ちさめと俺おれはいわゆるお隣さん。

　昔から家族ぐるみのご近所付き合い。

　俺と千雨も三つしか歳としが離れてなかったから、それこそ本当の兄妹きようだいみたいに育った。

　だから、この病室にはよく見舞いに来てたっけ。

　もちろん、妹分の病状が気になったこともあるが……。

「ところで、ちゃんと持ってきてくれた？」

「ああ。ほらよ」

「ふふっ、ありがとう。この本、ずっと読みたかったの」

　カバンから取り出した文庫本を手渡すと、千雨はうれしそうにはにかんだ。

　俺がここに来るもう一つの理由。




　それは千雨が、俺の読書仲間だったからだ。




「お兄ちゃんはもう読んだんでしょ？　面白かった？」

「あー、そこそこかな。最近の異世界ものラノベの中では面白かった。新しい書き下ろしエピソードも入ってたし」

「ふうん。じゃあ、楽しみに読ませていただきます。この前、お兄ちゃんに借りたヤツは全部読んじゃったし」

「全部って……十冊くらい貸したよな？」

「だって、ヒマなんだもん。わたしはもっと面白い本が読みたいの。だから、お兄ちゃん。もっとわたしに色々教えて？」

「俺が教えなくても、電子書籍で新しい本を探せばいいのに」

　ベッドのサイドテーブルに置かれたタブレットを見ながらつぶやく。

　最近は電子書籍もすっかり発達した。

　今じゃ発売日になった瞬間に配信される本も多い。

　俺は本の質感とかが好きで電子書籍を買うことはあまりなかったんだが、この病院から出られない千雨にとっては電子書籍の方が都合がよさそうなのに。

「……ダメよ。電子書籍を買ったら、お兄ちゃんから本を借りられないもん」

「あー、たしかに俺から借りた方が節約できるか」

「うっ……そういうことじゃなくて。わたしはお兄ちゃんから本を借りて……感想を言い合うのが好きなのっ」

　恥ずかしいのか、千雨は日に焼けてない白い頰ほおをかすかに染めた。

「お兄ちゃんもそうじゃないの？　お兄ちゃんって学校じゃぼっちだし」

「いや、そんなことは……」

「お見舞いに来てくれたおばさんから聞いたわよ？　お兄ちゃんは高校生になってからも本ばっかり読んでるって。あの様子だとクラスで浮いてるに違いないって」

　頼む、母さん。

　息子のプライベートを幼なじみにバラすのはやめてくれないだろうか？

「ねえ、お兄ちゃん」

　ちょっぴり不安そうに、千雨ちさめは顔をうつむかせた。

「もしかしてわたしの病室にお見舞いに来てくれるから、友だちができないの？」

「は？」

「だって、お兄ちゃんってこう見えて頭がよくて、学校じゃ成績トップでしょ？　なのに、友だちがいないなんて……変よ。お兄ちゃんは二日に一度は来てくれるし、そのせいで放課後に友だちと遊ぶ時間が取れないんじゃ……」

「安心しろ、千雨」

　俺おれは明るく笑ってから叫ぶ。

「俺に友だちができないのは人付き合いがめんどいからだ！　他人とコミュニケーションを取るのがかったるいからだ！」

「そっちの方がよっぽど安心できない！」

「幸せなんて人それぞれだろ？　友だちの多さに比例して、幸せが増えるなんてリア充の価値観だ。ちなみに俺の成績が学年トップなのは、遊んでばっかりのクラスメイトどもを見下したいからにすぎない！」

「……ねえ、お兄ちゃん？　悪いこと言わないから、お兄ちゃんもこの病院に通った方がいいんじゃない？　ここ、心療内科もあるし」

　呆あきれた様子でため息を吐つく千雨。

　けど、実は俺の成績がトップなのは、俺の進路調査表の一番上が『医者』だったからだ。

　医大に進んで、医者になって、千雨を治してやりたい。

　九ここの重え湊みなとはそんな夢を持っていたのだ。

　恥ずかしくて千雨には言えやしなかったが。

「それより、本の話をしようぜ？　俺から借りたヤツを全部読んだんだろ？　どれが面白かった？」

「えっ、えーっと……ミステリーのヤツ」

「犯人がサイコパスのヤツか。俺もけっこー好きで……あっ、そういや、あれのアニメ化がこの前発表されたよな」

「えー、心配だなぁ。出来がよければファンとしてよろこべるけど、製作スケジュールが遅れて作画が崩壊したらファンとして悲しすぎるもん。どんなにひどいクオリティでも、ファンとして最後まで見るし、円盤も全巻予約するけど、好きな作品がネットで叩たたかれるのはすごく嫌だわ」

「相変わらずおまえはオタクだな……」

　オタク話になった途端饒じよう舌ぜつになりやがって。

「ち、違うもん！　わたしはオタクなんかじゃ……」

「ちなみに、今日はおまえが好きな声優のＣＤも買ってきたんだが……そっか。千雨ちさめはオタクじゃないのか。じゃあこれはいらな──」

「わああああああやめてお兄ちゃん！　わたし、ずっと楽しみにしてたの！　だからななりんのＣＤを聴かせて！」

「ななりん？」

「あっ、そ、それは、月つき宮みや奈な々なちゃんのあだ名で……ななりんはわたしと同い年だけど、業界では知らない人がいないくらいの人気声優で、デビュー初期から応援してるコアなファンは『ななりん』って呼んでるから……」

「やっぱりオタクじゃねえかおまえ」

「うっ……ち、違うの、ななりんは声がとっても綺き麗れいで、歌もとっても素敵で……」

「じゃあ、聴いてみるか」

「えっ……」

　俺おれが部屋にあった千雨のノーパソにＣＤを入れて、再生。

　すると、スピーカーから聞こえてきたのは、




『すきすきすきすきお兄ちゃん☆　お兄ちゃんが一緒にいればとってもはっぴー☆　マジカルらっきーららららるーん☆』




「きゃああああああああっ!?」

　悲鳴を上げながら、千雨は音楽を停止させた。

「千雨。心臓が悪いんだから、そんなに叫ぶな」

「誰のせいだと思ってるの!?」

「ショックで死んだらどうする？」

「すでに恥ずかしくて死にそうよ！」

「つーか、おまえ、こういうのが好きなのか？　あきらかに電波ソングだったぞ？」

「うっ……べ、別にいいでしょ？　これはななりんが声を担当した幼なじみキャラのキャラソンなんだけど、わたしはあくまでななりんの声が好きなだけで……べ、別にキャラに共感したわけじゃ……」

「マジカルらっきーららららるーん☆」

「歌うなぁ！」

　……もう、お兄ちゃんのいじわる、と布団を千雨ちさめはきゅっと握り締めた。

　この通り、千雨は末期のオタクだ。

　黙ってれば深しん窓そうのお嬢様みたいな感じなのに。

　ただ、コイツがオタクになってしまったのには俺おれにも非がある。

　昔から俺が好きな漫画やらラノベやらアニメを布教してたら、サブカル中毒がみるみる悪化してしまったのだ。

　でも……。

「ん？　どうかしたの、お兄ちゃん？」

「いや、なんでもない」

　誤ご魔ま化かしつつも、俺は顔がゆるみそうになるのをこらえていた。

　──ああ。

　楽しい。

　この病室には俺と千雨以外誰もいない。

　千雨との二人だけの時間。すっかり俺の日常の一部になってしまった習慣だが、俺はこの病室で過ごす時間がたまらなく好きだった。




　自分の好きなことについて、気の許せる相手と心置きなく話し合える。




　楽しくないわけがない。

　その相手が可愛かわいい妹分ならなおさらだ。

　学校の友だちよりも、千雨の方がずっと大事だ。

　まあ、そんなセリフは恥ずかしくて言えやしなかったが。

「でも、わたし、お兄ちゃんが来てくれてうれしい。自分の好きなことについて、気の許せる相手と心置きなく話し合えるって、ステキなことよね」

「……おまえ、よくそんな恥ずかしいことが言えるな」

「い、いいじゃないっ。本当のことなんだからっ」

　照れくさいのか、ぷいっとそっぽを向く千雨。

　こんな時間がいつまでも続けばいいのに……なんて、ベタなことを思ってしまう。

　けど、それはよくない。

　千雨だっていつまでもこんな病室にいるわけにはいかない。

　俺としても早く退院して欲しい。

　でも、コイツ曰いわく、体調は芳かんばしくないらしい。

　昔よりもやせた気がするし、肌も病的なまでに白い。

　だから、兄貴分としては少しでも元気づけたいのだが……。

「あっ」

「？　どうしたの？」

「いや、もう一冊貸したい本があったんだけど、持ってくるのを忘れてた。今から取ってくるよ」

「えっ、今度でいいのに」

「大丈夫。ここから俺おれの家まで近いし」

「でも、雨も降ってるのに……」

「これぐらいなら問題ないさ」

　すぐに戻るからちょっと待っててくれ、と。

　そう言い残して、俺は病室を出た。

　そして──。




　これが、俺と千雨ちさめが交わした最後の会話になった。




　病院を出て、横断歩道を渡ろうとしたところで。

　ベタな異世界ラノベみたいに、俺は信号無視のトラックにはねられて──。





　　◆◇◆◇◆






「えへへ、ルミナさま」

　なんとも甘ったるい声で、俺の意識は覚かく醒せいしていた。

　学園の近くにある職員寮。

　その一角にある１ＬＤＫの一室が、管理官見習いである俺の愛すべき我が家なのだが。

「よく眠れましたか？」

「……なあ、ハイネ。一ついいか？　おまえ、何してるんだ？」

「そ、そんな！　何を言うのですか！　ハイネがルミナさまのベッドの上にいる理由。それは昨日二人でアツい夜を──」

「過ごしてねえ」

「ううっ、たしかにルミナさまは『とりあえず、おまえはそこのベッドを使え。俺はソファで寝る』とハイネにベッドを貸してくださいました……しかし！　しかしですね！　妻であるハイネとしては、ルミナさまをソファで寝かせるわけにはいかないと思いまして！　なので、ルミナさまをソファからベッドに運んで添い寝を……！」

「別に俺おれは添い寝したことを責めてるんじゃない」

「ふえ？　では、何を？」

「………」

　頭が痛い。

　額を押さえながら、俺は裸エプロン姿のハイネから目を逸そらした。

　朝っぱらから何をトチ狂った格好をしてるんだコイツは。

「あっ、もしやハイネがこんな格好をしているのが気になりますか？　それはもちろん、ルミナさまにハイネを食べてもら──」

「はっ倒すぞ？」

「むしろ押し倒して欲しいです！　心配はご無用！　ハイネ、アブノーマルなプレイでもルミナさまのためなら受け入れてみせ……ああっ！　ルミナさま、嫁であるハイネの頭をぐりぐりするのは……ああああああこれがウワサの家庭内暴力!?」

「いつからおまえは俺の嫁になったんだ？」

「ふふっ、そんなこと言っちゃって。昨日はハイネを部屋にいれてくれたじゃないですか。実はハイネのことが恋しかったんじゃ……あっ、るみなひゃま、ほっぺを、ほっぺをひっぱっちゃふにゃあああ～！」

　ふにゅーっとハイネのほっぺたを引っ張りながら、俺はため息をつく。












　……不覚だ。

　昨晩、俺おれはハイネを自分の部屋に入れてしまった。

　立場的にハイネは俺の生徒ということになっている。

　だから、学園の寮に部屋が用意してあるはずだったのだが。




『……ハイネも、ルミナさまと一緒のお部屋がいいです』




　昨晩、コイツは俺の部屋の前でそう主張しやがった。

　雨に濡ぬれた子犬みたいにシュンとした態度で。

　もちろん、相手をするのはダルかったのでそのまま放置しようと思ったんだが、なぜかコイツの顔を見てたら、放ほうっておくことができなかったのだ。

　まったく、どうかしてる。

　俺たちは昨日会ったばっかりなのに。

「泊めてやるのは今日だけだぞ。俺がタダで部屋を貸すわけが──」

「それなら心配ありません！　ちゃんと家賃はお支払いします！」

「へえ。どうやって？　おまえは封印から目覚めたばっかり。金なんて持ってないんじゃないか？」

「ふふっ。今のハイネの格好を見ればわかりませんか？」

「ああ、なるほど。料理を作ってくれるわけか」

「……えっと、ルミナさま？　そこは『裸エプロン……まさか、身体からだで払う気なのか!?』とお約束のレシーブをするのが筋では……」

「で、朝飯は何だ？」

「ふえええええええん相変わらずルミナさまは冷たいですぅううううう！」

　言いつつも、ハイネはトーストとスクランブルエッグとモーニングコーヒーが乗ったトレイを持ってきた。

　そして、焼き立てのトーストを俺に差し出して、

「はい、あーん♡」

「……おまえ、なかなかタフだな」

「だって、ルミナさまはお疲れみたいですし。さあ、どうぞ！　ハイネが食べさせてあげます～！」

「まあ、食べるけどさ」

　ハイネが差し出してきたトーストを頰ほお張ばると、こんがり焼けた生地の香ばしさと苺いちごジャムの甘さが口いっぱいに広がって……うわっ、悔しいけど、すげえうまい！

　ただのトーストなのに！

　もしこんなに料理が上う手まくて可愛かわいい嫁がいたら、めちゃくちゃうれしくて……。

「あっ、ルミナさま？　口の端にジャムがついていますよ？　ハイネが指で取って……ああ！　どうしましょう！　ハイネの右手の人差し指についたジャムさんがささやいてきます！　『なめろ！　なめるんだ！　そうすれば夫婦間で間接キスできるぞ！』と！」

「それは幻聴だ」

「ちゅっ……ふあっ……ルミナさまの味がします……んっ、くちゅっ」

「幻聴を疑いたくなるような言動をするな！　つーか、おまえわざとバカなマネをして俺おれにツッコませようとしてないか？」

「さ、さすがですルミナさま！　あっさりとハイネの思惑に気づくなんて、相変わらず明めい晰せきな頭脳をお持ちで！　ハイネはルミナさまがお疲れだと判断しましたので、少しでも場の空気を和ませようと思いまして～！」

「別に疲れてなんか……」

「でも、昨晩はうなされてましたよ？」

　……チッ。

　みっともないところを見られちまった。

　それもこれも、あんな夢を見たせいだ。




　自分が死んだときの記憶。




　あんな夢を見ちまった原因は、もちろん──。

「ルミナさま」

　瞬間、金髪女神が俺の頭を抱きしめた。

「……何してる？」

「いえ、なんだかお悩みのようなので、不肖ハイネ・タウゼントが癒いやして差し上げようかと」

「胸が当たってるんだが？」

「ふふっ、いいですよ～、胸くらい。ハイネはルミナさまの恋人であり彼女であり嫁です。だから、ルミナさまのためなら胸くらい貸します。いっそのことハイネの胸を涙で濡ぬらしてしまっても構いませんよ？」

「そんなみっともないこと──」

「みっともなくなんかありません。人は誰だって悩むものです。そして、自分が好きな誰かが悩んでいたら、支えてあげたいと思うもので──」

「ウゼえ」

「ひどい!?」

　ううっ、どうしてそんな冷たいセリフが言えるんですか～と言いつつも、ハイネは俺おれの頭を抱きしめて、髪を撫なでてきた。

　悔しいことに、俺はハイネを突き離せなかった。

　どうしてか、コイツと一緒にいると落ちつくというか……。

「さあ、ルミナさま？　遠慮なくハイネの胸を涙で濡ぬらしてください。その後はぜひ、ハイネをベッドの上で濡ら──」

「さっさと離れろこの色情魔が」

「な、なんてことを!?　ハイネは慈じ愛あいと繁栄の女神とまで呼ばれたエルフですよ!?　なのに色情魔などと……！」

「おまえがふざけたセリフを言うからだろうが。まったく、寝言は寝て言え」

「寝言……あっ、そうだ。寝言といえば」

　ぎゅっと。

　ハイネは俺の首に両腕を回してから、




「ルミナさまは、どうして千雨ちさめさんの名前を寝言で言っていたのですか？」




「……なんのことだ？」

　全力ですっとぼける俺。

　俺が昨日再会した少女──千ち桜ざくら千雨。

　管理官である俺は千雨に正体をバラすわけにはいかないし、俺と千雨が幼なじみだということも、心の整理が付くまでは誰にも言いたくなかった。

　情けない……なんて思わないで欲しい。

　千雨は九ここの重え湊みなとにとってのたった一人の友だちだったんだ。




　なのに、あいつまで死んでるなんてさ。




「……って、ハイネ？　抱きつきすぎじゃないか？　それじゃ俺の首が絞ま──」

「ルミナさまが浮気するのが悪いんです～！　どういうことですか！　千雨さんとはどういう関係なんですか！」

「………。ただの教師と生徒だ」

「噓うそです～！　ルミナさまと千雨さんは特別な関係に決まっています！　じゃなかったら寝言で名前を言ったりなんか……！」

「いや、それは……オイ、やめろ、マジで首が絞まって……」

「ハイネの名前は一回も言ってくれなかったのに～！」

　それが悔しかっただけかよ！

　苦笑しつつも、俺おれはハイネの腕を引っぺがしてから、教室に行く準備をする。

　昨日は千雨ちさめと軽い顔合わせをして、別れた。

　今日からはそうはいかない。

　千雨は俺の生徒になってしまったのだ。

　あっちはまだ俺の正体に気づいていない。九ここの重え湊みなとがルミナ・ナインフィールドとしてクエスタニアに転生したとき、顔も容姿もすっかり変わってしまってる。

　身長は高く。

　黒かった髪は赤く。

　輪郭も前世のときよりも大人っぽく。

　転生とは、新しい自分に生まれ直すこと。

　今の俺を見ても千雨は正体に気づけないはずで──。

「──ん？」

　考えこんでいたら、コンコンとドアがノックされた。

　……こんな朝早くに誰だ？

「あっ、ハイネが開けますね」

「ああ、頼む……」

　……って、待て。

　それはマズくないか？

　ついうっかりくだした判断を後悔した──その瞬間だった。




「……何をしているの、あなたは？」




　ハイネがドアを開けたところにいたのは、千雨。

　当然、ハイネは裸エプロン姿のままだった。





　　◆◇◆◇◆






「説明して」

　朝の教室。

　フツーだったら教師である俺が教壇に立つのだが、そこにいるのは千雨。

　さきほどの鉢合わせ事件の結果。

　教室は即席の裁判所へとバケたのだった。

「先生。話を聞いてるの？」

「あー、聞いてるよ」

　あの後、顔を真っ赤にした千雨ちさめはハイネに服を着ることを指示して、こうなった事情の説明を求めてきた。

　千雨は昔から潔癖な性格だった。

　自分の教師が生徒とあんなことをしてたのが落ちつかないんだろう。

「ルミナさまを責めないでください。こうなったのはハイネが悪いんです……」

　ううっと。

　制服を着たハイネは、わざとらしく目に浮かんだ涙をぬぐってから。

「そう、ハイネがルミナさまの部屋に泊まったりしなければ……」

「と、泊まったって……どういうこと!?」

「落ちつけ、千雨。何もなかったから」

「何もなくても問題でしょ！　教師が生徒を部屋に連れこむなんて……！」

「コイツが俺おれの部屋に押しかけてきたんだ」

「だからって……！」

「でも、千雨さんもハイネのことを言えないのでは？　今朝、ルミナさまの部屋に押しかけてきたくせに」

「そ、それは……」

　少し聞きたいことがあったから……と千雨は口ごもった。

「ちょうどいい。俺もおまえと話したいことがあったんだ」

　今の俺は管理官で、千雨の教師だ。

　幼なじみとしても、色々と聞きたいことがある。

「その前に、先生。ちょっといい？」

「ん？　なんだ？」

「さっき『落ちつけ、千雨』ってわたしを呼び捨てにしたわよね？」

「あっ」

「しかも『俺もおまえと話したいことがあったんだ』って、やけに親しげに話して──」

「何を言うんですか！　ルミナさまはハイネのこともハイネって呼び捨てにしてくれます！　きゃっ♡」

「あなたには聞いてないんだけど!?」

　むぅ～とハイネをにらむ千雨。

　……あ、危ねえ。

　ハイネが横やりを入れてくれたおかげで有う耶や無む耶やになったが、うっかり昔みたいに千雨に話しかけちまった。

　むー、俺たちは初対面ってことになってるし、もっと他人行儀になった方がいいか？




「まあ……別に、いいけど」




「えっ……」

　思わず訊きき返す。

　すると、千雨ちさめは「だ、だからっ」とかすかに頰ほおを染めながら。

「呼び捨てにしても構わないってことよっ。なんだかあなたに呼び捨てにされるのは悪い気がしないから」

「な、何を言うのですか！　教師と生徒がそんな……！」

「そっか。じゃあ、呼び捨てにするぜ」

「ルミナさまーっ!?」

「俺おれはおまえのことも呼び捨てにしてるんだ。だったら千雨のことを呼び捨てにしても構わないだろ？」

「そ、それはそうかもしれませんが……」

　むむむっと不満そうなハイネはスルーして、話を進めることにする。

　昨日は軽い顔合わせをしただけ。

　だから色々と聞かなくちゃいけないことがある。

「千雨。授業を始める前に一つ質問したいんだが……いいか？」

「？　別にいいけど？」

　不思議そうに首をかしげる千雨に、俺はなるべく落ちついた口く調ちようで告げる。




「千雨は、どうして死んだんだ？」




「えっ──」

　かすかに千雨の表情がこわばった。

「──悪いな。自分が死んだときのことなんか思い出したくないだろうけど、管理官として聞いとかなくちゃいけないんだ」

　噓うそはついてない。

　管理官は自分の生徒の死因を知っておく必要がある。




　死因は、生徒の中でトラウマになっている可能性がある。




　もしそのトラウマが原因でトラブルが起きたときに対処できるよう……知っておかなくちゃいけないってわけさ。

「やっぱり、嫌か？」

「……う、ううん。そんなことない」

　ふうっと。

　自分を落ちつかせるように、千雨ちさめは息を吐ついてから。




「病気よ」




　──ああ。

　やっぱりか。

「わたしは昔から心臓が弱かったの。ここ数年は身体からだの調子がよくなくて、ある日、発作が起きて……」

「苦しくなかったか？」

「……えっと、どうだったかな？　あんまり覚えてないの。胸をドンって強くたたかれたみたいな感じがして、そこから意識が薄れちゃったから……」

「……そっか」

　……よかった。

　死んだことは喜べることじゃないが、あまり苦しまずに済んだのか……。

「先生は、いい人なのね」

「えっ」

「だって、わたしが苦しまずに死んだって知ってホッとしてるもん」

「……別に、そういうわけじゃないさ」

　くそっ。

　簡単に思考を読まれちまった。そんなにわかりやすい顔をしてないと思うんだが……むー、やっぱり、幼なじみだからか？

　俺おれの正体に気づいてなくても、何かを感じ取ってるのかも。

「けど、落ちこんでないみたいで、よかったよ」

「えっ」

「いや、結構多いんだよ。自分が死んだって事実に納得できない生徒がさ」

　俺がこの学園の生徒だったときはそうだった。

　クラスメイトの中には前世に未練があるヤツもいた。

　その未練を振り切ろうとして、異世界転生するヤツも多かったのだ。

　かくいう俺もそうだった。

　死んだことで会えなくなった人々。

　家族。

　千雨ちさめ。




　もしかしたら、千雨は気に病んでいるかもしれない。




　あのとき自分が止めていれば俺が死ななかったかもしれない、と。

「そうね」

　静かに、千雨は口を開いた。

「わたしは昔から病気がちだったから、覚悟ができていたのかもしれないわ。異世界転生できるってことを知ったときは驚いたけど……うれしかった」

「そういうラノベが好きだったからか？」

「そうだけど……どうしてあなたが知ってるの？」

「あっ……お、俺おれは管理官だからな。生徒の情報は少し把握できるんだ。それより、千雨はどんな種族に転生したいんだ？」

　話を変えるように訊たずねると、千雨は「種族？」と首をかしげた。

「聞いてないか？　千雨は生まれつき持った魔力量が多いんだ。だから、どの種族にも転生可能で──」

「わたしは上位種族なら何でもいいわ」

「いや、なんでもって……」

　やけに投げやりだな。現世にいたころは「もし転生できるなら……騎士、獣人、魔法使い……ううん、やっぱり魔族も捨てがたいかも！　ねぇ、お兄ちゃんどう思う!?」みたいな感じでベッドの上で希望を語ってたくせに。

「上位種族になればクエスタニアでも何かと都合がいいと思って」

「たしかに、上位種族にしか扱えない魔法なんかもあったりするが……」

「だったら、やっぱり上位種族ね。それに転生できればわたしの目標も叶かなえられると思うし」

「目標、ですか？」

　訊きき返すハイネに。

　千雨はやけに真剣な表情で。




「わたしには、死に別れた幼なじみがいるの」




「………」

　……オイ。

　まさか、コイツの目標っていうのは──。

「わたしの願いは、お兄ちゃ……ううん、その幼なじみを探すことよ」

「千雨ちさめ……」

　ああ、なんてこった。

　コイツはまだ、俺おれのことを憶おぼえていてくれて──。

「わたしの幼なじみは、どうしようもないオタクで、しかも友だちが少なくて、性格にかなり問題があって、そのせいか異世界での生活に憧あこがれてたの。だからクエスタニアに転生することを選んだはずなのよ。絶対に」

「………」

「先生は知らない？　二年くらい前に死んじゃったんだけど、もし会ってたら絶対に憶えてると思う。それくらい性格がひどいの」

「……さ、さあ。俺は会ったことがないな……」

　……ひでえ。たしかに俺は本ばっかり読んでるオタクだったが、ここまではっきり断言しなくても……！

「ううっ、感動しました！　千雨さんっていい人なんですね！　ハイネ、応援します！　ぜひ幼なじみさんと再会してください～！」

「あなた、急に態度が変わったわね」

「ええ。だって、あなたが幼なじみさんと恋人関係になれば、ハイネはルミナさまを奪い合わなくて済みます」

「……態度は変わっても、中身は全然変わってないのね。それに、先生を奪い合うつもりはないわ」

「ですよね！　さっきの口ぶりからするに、千雨さんはその幼なじみさんにベタ惚ぼれっぽいですし！」

　そんなわけあるか。

　俺たちは幼なじみだが、お互いにそんな感情は抱いてなかった。

　距離が近すぎたんだ。

　俺の中で千雨は友だちで、妹分で、読書仲間だった。

　だから、コイツが俺を好きなわけが──。




「そうね。わたしはお兄ちゃんのことが……大好きだったわ」




「はああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ!?」

「……ちょっと。先生、どうしてそんなに驚くの？　わたしに好きな人がいたことがそんなにおかしい？」

「い、いや、そういうわけじゃないが……！」

　えっ、ちょっと待てよ？

　コイツ今なんて言った？

「うわぁ、やけにきっぱり言うんですね～」

「……仕方ないでしょう。わたしがお兄ちゃんを好きだったのは事実だもん」

「むむっ。クールそうな千雨ちさめさんがそこまで言うとは。その幼なじみさんはそんなにステキな方だったのですか？」

「ええ、もちろん」

　千雨は自慢げにぺったんこな胸を張ってから。

「お兄ちゃんよりステキな人なんて、この世界にいないわ」

「………」

「たしかにお兄ちゃんはひどい性格をしてたけど、わたしには優しかった。だから、わたしは子供のころからお兄ちゃんが大好きだった。お兄ちゃんは頭脳明めい晰せきで、いつもわたしに知らないことを教えてくれて、性格はアレだけど……すっごくカッコいい男の子だった。まあ、向こうはわたしのことを妹としか思っていなかったみたいだけど」

「………」

「それでも、いつか告白するつもりだった。でも、お兄ちゃんは死んじゃったの。だから……」

「異世界に転生した幼なじみさんを探すことにしたんですか？」

「そうよ。そして、現世でできなかったことをする。──お兄ちゃんに、好きだって告白するの！」

　夢見る少女のような口く調ちようで千雨は告げた。

　……すげえ言いづらい。

　とてもじゃないが、実は俺おれがおまえの幼なじみだなんて言える空気じゃない。

　ていうか……マジで？

　コイツ、俺のことが好きだったのか……？

　たしかに俺たちは幼なじみだが、そんなベタなラブコメみたいな展開ありかよ？

「──千雨さん」

　と。

　そこで口を開いたのはハイネだった。

　女神さまは、何かを考えこむような真剣な表情で、




「その幼なじみさんの名前は、九重湊っていうんじゃありませんか？」




「───っ」

　心臓が止まるかと思った。

　それは千雨ちさめも一緒だったようで、目を白黒させて驚いている。

　どういうことだ？

　なんでコイツが俺おれの名前を知ってやがる？

「ど、どうして!?　あなたがお兄ちゃんの名前を知ってるの！　もしかして、お兄ちゃんに会ったことがあるの!?」

「いや、それはないはずだ。千雨は知らないかもしれないが、ハイネは何百年間も管理局で眠ってたんだぞ」

「えっ、そうなの？」

「コイツは転生者候補じゃないが、クエスタニアの知識を手に入れるために俺の生徒になったんだ。長い間封印されてたせいか、自分の記憶を失っているらしくて。そうだろ、ハイネ？」

「ええ。ルミナさまの言う通りです。でも、千雨さんの思い出話を聞いていたら……」

　うーん、と。

　ハイネは考えこみながら。

「千雨さん。あなたってその幼なじみさんのことが好きだったんですよね？」

「え、ええ。そうだけど？」

「もしかして……軽くヘンタイっぽいこともしてました？」

「えっ……」

「たとえば、幼なじみさんから借りた本に頰ほおずりしたりとか」

「！」

「その本を夜な夜なベッドの中で抱きしめてにやにやして──」

「きゃああああああっ!?」

　ハイネの指摘に千雨が悲鳴を上げた。

　……あの、叫びたいのはこっちですよ？

　つーか、千雨さん？

　マジでそんなことしてたんですか？

「他にも、こっそり幼なじみさんの写真を撮ったり、パソコンの隠しフォルダに大量の幼なじみさん動画をストックしていたり、フォトショップで自分と幼なじみさんのツーショット写真を合成したり……」

「やめてっ！　それ以上言わないで！」

「もしや、図星ですか？」

「………っ！　ち、ちがう、わたしがそんにゃことをしゅるわけが……」

「まだあなたが病院に入院する前に、こっそり幼なじみさんの部屋に侵入して、『えへへ、お兄ちゃんのシャツ～』と幼なじみさんの服のにおいをかいだり、頰ほおずりしたり、しまいにはベッドでぐっすりお昼寝していた幼なじみさんの服を脱が──」

「だ、黙れっ！」

　ダン！　と千雨ちさめは机を叩たたいてから、大きく深呼吸した後で。

「先生。どういうこと？」

「それはこっちのセリフだぞ!?」

　クールで読書好きな可愛かわいい幼なじみだと思ってたのに！

　思いっきり猫被かぶってたんじゃねえかよおまえ！

「……いや、」

　落ちつけ。冷静に考えれば、この状況はおかしい。千雨が「どういうこと？」なんて訊たずねてくるのも当たり前だ。

　どうしてハイネは、ここまで千雨に詳しいんだ？

　こんなの幼なじみの俺おれですら知らなかった情報だぞ？

　もしかして、ハイネの能力か？

　相手の思考を読みとる魔法が使えるとか……。

「ハイネ。ちょっと質問だけど……おまえ、俺が考えてることとかわかるか？」












「もちろんです！　ふむふむ……ルミナさまはこう考えています！　『ハイネ大好き！　愛してる！　ハイネはマジで俺おれの嫁！』と！」

　期待した俺がバカだった！

　このアホ女神が読心術なんて使えるわけねえ！

「ち、違うの！」

　手をバタバタさせながら、千雨ちさめが小声で抗議する。

「たしかに今この人が言ったのは……ぜ、全部ホントだけど……それはわたしがお兄ちゃんを好きだったからで……！」

「わかります！　ハイネもルミナさまが大好き！　ですから似たようなことをしたくなります！　今朝も恥ずかしい格好をしちゃいましたし……きゃっ♡」

「あなたみたいなヘンタイと一緒にしないで」

「ひどい!?　というかそれはこっちのセリフですよ！　ハイネはあなたみたいに陰湿なアピールはしません！　こうやって直じかにアピールします！　ぎゅっ！」

「いや、ハイネ。いきなり抱きつくのは……」

「そ、そうよ！　それくらいなら……わ、わたしだってしたことはあるもんっ！」

「あるのか!?」

　こっちは抱きつかれた記憶なんざまったくないんだが！

「子供のころに、お兄ちゃんが寝てる間に、抱きついたり、ほっぺに……ちゅ、ちゅー、してみたり……っ」

「………」

　……なんだろう。

　コイツが俺を好きなことは、うれしい。

　でも……重い。

　なんだか、コイツの愛は重い。

　ていうか、俺が寝てる間にそんなことしてたのかよ……。

「せ、先生？　どうしてそんな呆あきれたような顔を……」

「あー、わかります。こんな話聞かされたらドン引きですよね～」

「………っ！　う、うるさい！　あんな格好で先生に迫ってたあなたに言われたくないわ！」

「なっ……どういう意味ですか！」

「わたしはお兄ちゃんのことが好きよ。でも、わたしはあなたみたいにはしたないマネはしないもん」

「………っ。ふふっ、たしかにあなたがハイネと同じ格好で好きな人に迫ってもさびしいことになるでしょうね。そんなまな板バストでは」

「なっ」

　頰ほおを赤くしながら胸元を押さえる黒髪少女。

　あー、そういやコイツって昔から胸がなかったよな。

「い、言ったわね……」

「ええ、言いましたよ？　男の人なんてみんなおっきいお胸が好きに決まっています。きっとあなたの幼なじみさんも……」

「違うもんっ！　お兄ちゃんは外見はフツーだったけど、心はイケメンだったもん！　わたしの理想の男の子だったもん！　だから見かけだけで女の子を判断するようなことはしないわ！　ね!?　先生もそう思うでしょ!?」

「さ、さあ、どうかな……」

　非常に答えづらい問題である。

　というか、どうしてコイツの中で九重湊俺の評価がここまで高いんだろう。

　先に俺おれが死んだせいで、思い出を美化してるんじゃないか？

「ふふっ。持たざる者が何を言っても説得力にかけますね」

「っ」

　きゅっと。

　千雨ちさめは口唇くちびるを嚙かみしめてから。

「先生。さっきわたしに言ったことを憶おぼえてる？」

「えっ」

「『千雨はどんな種族に転生したいんだ？』って、そんな風に聞いてきたでしょ？　わたしは『上位種族ならなんでもいい』って答えたけど……」

　ビシッと。

　千雨はかすかに瞳ひとみをうるませながら、ハイネを指さして、高らかに宣言する。

「わたしは、エルフにだけは転生したくないっ！」





　　◆◇◆◇◆






「……はぁ」

　疲れた、と俺は自室のベッドに横になった。

　時刻は深夜。

　明日のためにも、そろそろ寝た方がいい時間なのだが。

「今日は色々あったな……」

　思い出すだけでも頭が痛い。




　千雨ちさめのエルフにだけはなりたくない宣言の後。




　千雨とハイネの間には致命的な溝ができてしまったようだった。

　あれから二人は一言も口をきかなかった。

　おかげで授業どころじゃなかったわけで……。

「あー……」

　もうやめよう。

　思考停止。

　これ以上悩むのは俺おれらしくない。

　今日の俺はもう十分に働いた。

　だから、この後のことは明日以降の俺に任せるんだ。




「ルミナさま～、お風呂を貸してくださってありがとうございました～」




「………」

　その前に、この色ボケ女神をどうにかしなくちゃな。

　バスタオル一枚で浴室から出てきたハイネを見た俺はそう確信した。

「？　どうかしたのですか、ルミナさま？　そんなにハイネを見つめて……あっ、もしかして、やっとハイネの魅力に──」

「とっくに気づいてる」

「えっ……」

「ハイネって胸が大きいよな。おまけに顔もかなりいい。その二点だけなら俺はおまえのことが大好きだ！　愛してるぞハイネ！」

「身体からだが目当て!?　ひどい！　クズクズしい！　でも、ハイネはそんなルミナさまも好きです！　愛してます！　抱いて！」

「おまえの俺への評価はどうなってるんだ!?」

　今のは冗談で言ったのに！

　コイツをわざわざ俺の部屋に入れたのには理由がある。




「なあ、おまえと千雨はどういう関係なんだ？」




　一気に核心に踏みこむ。

　ハイネの千雨に対する態度はどう考えてもおかしい。

　なんでコイツは千雨のことをあそこまで知ってるんだ？

「それはこっちのセリフです。ルミナさまは千雨ちさめさんとどういったご関係なのですか？」

「それは……」

「ハイネの目は誤ご魔ま化かせません！　ルミナさまの千雨さんに対する態度は初対面とは思えませんでした！」

「なっ……」

　いや、落ちつけ。

　コイツはおそらくあてずっぽうで言ってるだけだ。

　いくらなんでも俺おれと千雨の関係までわかるはずが──。

「そう、まるで長い間病気で臥ふせっていた幼なじみのオタク友だちを見るような……そんな温かい目でした！」

「なんでそこまでわかる!?」

「ふふっ、真実を教えてくれれば、理由を説明しますが？」

「くっ……！」

　……ここまで来たら、話すしかないか？

　ハイネは俺の生徒ということになっているが、転生者候補じゃない。あくまで管理官見習い。それなら話しても問題ないだろう。




　そう判断した俺は、ハイネにすべてを打ち明けた。




　前世の俺のこと。

　千雨との関係性。

　そして、千雨がまだこっちの正体に気づいていないこと──。

「──なるほど」

　ふむふむと、ハイネはうなずいた。

「やはり、ルミナさまが千雨さんにとってのお兄ちゃんだったのですね。これで色々と繫つながりました。ルミナさまと出会ったとき、ハイネが泣いちゃった理由も」

「？　どういう意味だ？」

「えっと……」

　驚かないで聞いてくださいね？　と。

　ハイネは俺の方を見つめてきてから。




「ハイネは、千ち桜ざくら千雨さんの記憶をわずかに持っているみたいなんです」




「──は？」

　わけがわからなかった。

　どういうことだ？

　ジルベットみたいに現世で死んだショックで記憶を失うっていうケースはときどきあるらしいが、他人の記憶を持ってるなんて聞いたことがないぞ。

「そうとしか言いようがないのです。千雨ちさめさんと出会ったことで、色々思い出してきたんです。さらに、ハイネがルミナさまを好きな理由……それは、あなたが千雨さんの幼なじみだからではないでしょうか？」

「待て。たしかにあいつは俺おれのことが好きみたいだけど……それがなんでおまえが俺を好きな理由に繫つながる？」

「簡単です」

　ハイネ・タウゼント。

　慈じ愛あいと繁栄の女神とまで呼ばれたエルフは、きっぱりと答える。




「おそらくですが、千雨さんとハイネは同一人物です。千雨さんは、ハイネの前世の姿なのだと思います」





第３話　魔導書の中へ







「どうしたの、先生？」

　翌日。

　教室に入った瞬間、すでに席についていた千雨が質問してきた。

「なんだか顔色が悪いわ」

「……ああ。ちょっと寝不足で」

「感心しないわね。先生は神童とまで言われた優秀な転生者なんでしょ？　異世界でお兄ちゃんを探して告白するために、わたしはあなたから色々教わりたいの。だから、お願いよ。体調管理ぐらいちゃんと……」

「そうですよルミナさま！」

　俺の後ろから教室に入ってきたハイネが叫んだ。

「ルミナさまは昨日一晩中起きていたんですから、健康に気をつけなくちゃダメじゃないですか！」

「……待って。昨日一晩中起きてたって……どうしてあなたがそんなことを知ってるの？」

「もちろん、それはハイネとルミナさまが……きゃっ♡」

「せ、先生！　どういうこと！　まさかあなた、昨日もこのアホ女神と……！」

「ア、アホ女神とはなんですか！　というか、どうしてあなたはわたしが女神だとご存じなんです!?」

「昨日ジルベット先生から聞いたの！　あなたは冥めい界かいで何年も封印されていた伝説の女神だって。でも、実際のあなたは胸にばっかり栄養がいったせいで脳が育たなかった残念女神みたいだけど」

「何を言うんです！　ハイネはあなたのむごーっ!?」

　咄とつ嗟さにハイネの口を後ろから押さえる俺おれ。

　……危ねえ。

　昨日あれほど注意したのに、早速秘密をバラしそうになるとは。

「説明してください、先生」

　あきらかにご機嫌ナナメな態度で、千雨ちさめが言った。

「昨日、ハイネを部屋に泊めたの？」

「いや……」

「泊めたのね!?」

「まだ何も言ってないぞ!?」

「な、なんとなくわかるのよっ！　先生のことは！」

　ぐわっ、さすが幼なじみ。

　どうやら俺の正体がわからなくても、表情から何か悟ったっぽい。

「答えて。あなたは彼女と何を──」

「ふふっ、それはハイネが答えましょう。ルミナさまは昨日ハイネと──」

「あなたには聞いてないわ、淫いん乱らん」

「淫乱!?　……ふっ、ふふっ。それでディスったつもりですか？　ハイネは何のショックも受けていませんよ？」

「その割には表情が引きつってるけど？」

「それにしても淫乱と来ましたか。芸のない悪口です。どうやらあなたはボキャブラリーが貧しいようですね。胸と一緒で」

「なんですって!?」

「あっ、これは失礼しました～。本当のことを言われたら傷つきますよね～」

「こ、この……！」

　壮絶な視殺戦を繰り広げる二人。

　……やっぱり、勘違いなんじゃないか？

　ハイネと千雨。

　二人はどう考えても別人だ。

　それどころかお互いが正反対の性格である。

　なのに……。




　この二人が、同一人物だなんて。




「……かったるいことになってきたな」

　ため息をつきつつも、俺おれは昨晩ハイネと交わした会話を思い出すことにした。





　　◆◇◆◇◆






「おそらくですが、千雨ちさめさんとハイネは同一人物です。千雨さんは、ハイネの前世の姿なのだと思います」

　ベッドに座る俺に、ハイネはそう言った。

　……まあ。

　今の状況で何か言うことがあるとすれば。

「ハイネ。おまえは風呂でのぼせたんだよ」

「全然信用されてません!?」

「待ってろ。いま水を持ってきてやるから。それ飲んで落ちつけ」

「急に優しくなるのはやめてください～！　ハイネは正気です！　ほら、目を見ればわかるでしょ!?」

　わからねえよ。

　なにせハイネは未いまだにバスタオル一枚。

　自分が正気だと主張するならさっさと服を着てくれ。

　それに……。

「おまえの話は信用できん」

　コイツと千雨が同一人物だって？

　そんな突飛なことがあるわけが……。




『その幼なじみさんの名前は、九ここの重え湊みなとっていうんじゃありませんか？』




「………」

　けど、ハイネが俺のことを知っていたのも事実だ。

　何百年も封印された転生者であるコイツが。

　しかも、コイツは千雨のことにやけに詳しかった。

　幼なじみの俺おれですら知らないことを色々と知っていた。

　その証拠にコイツは千雨ちさめの情報を語ってみせた。

　まるで、自分自身のことみたいに。

「──なあ、ハイネ」

　考えこみながらも、俺は言う。

「俺たちは転生者だ。俺が前世では九ここの重え湊みなとだったように、おまえにも──ハイネ・タウゼントにも前世があったわけだよな？」

「はい。そういうことになります」

「その前世が千雨だってのはおかしくないか？　そもそもおまえが転生したのは何百年も前のクエスタニアで──」

　そこで、ピンときた。

　転生にはトラブルがつきものだ。

　俺のように、希望したのとまったく違う種族に転生してしまうこともある。

　仮に、千雨がエルフに転生したとしよう。

　転生する魂は、管理局があるこの冥めい界かいからクエスタニアに送られる。

　けど、そこで何かトラブルが起きたとしたら？

　そして、その結果──。

「……まさかとは思うが」

　静かに、俺は頭の中で組み立てた仮説を伝える。




「千雨は、過去のクエスタニアに転生したっていうのか？」




「さ、さすがですルミナさま！」

　瞬間、ハイネはぱあっと表情を輝かせやがった。

「わずか十数秒考えこんだだけで真相に辿たどりつくとは！　なんて明めい晰せきな頭脳をお持ちなのですか！」

「まだ真相って決まったわけじゃないだろ？」

「いいえ、今のハイネたちの現状から察するにそうとしか考えられません！　千雨さんは、ハイネなんです！」

「たしかにおまえは千雨の記憶を持ってるみたいだが……なんでこんなことに？」

「そうですね～。仮定として考えられるのは、千雨さんはエルフとして異世界に転生することになりましたが、そこで何らかのトラブルが発生したということです。クエスタニアの言い伝えでは、ハイネは数百年前に突然現れたそうですから」

「………」

　じゃあ、やっぱり千雨ちさめは過去に転生しちまって……いや、待て。

　この仮説が真実だとしたら……。

「なあ、ハイネ」

「なんですか、ルミナさま？」

「俺おれの仮説が正しければ、おまえは転生した千雨だ。つまり、未来の千雨だ」

「ナイス理解力ですルミナさま！　大好きです！　いっそそこにあるベッドで今から夫婦の営みを！　……あれ、納得がいかなそうですね？」

「当たり前だぁ─────っ！」

　納得できるわけないだろ!?

　千雨はマジメな優等生だった。

　昔から病弱で、大人しくて、割とクールだけどすげえ優しいヤツで……いや、本日ヘンタイっぽい一面があらわになってしまったが、それでも……。




　あいつは、俺の幼なじみだ。




　なのに……！

「どうすれば千雨がおまえみたいなアホになる!?」

「し、失礼な。ハイネはこう見えても慈じ愛あいと繁栄の女神とまで呼ばれたエルフですよ？　ルミナさまも千雨さんに言ってたじゃないですか。『千雨は生まれつき持った魔力量が多いんだ。だから、どの種族にも転生可能』って」

「た、たしかにそうだが……！」

　だからって！

　こんなアホにならなくても！

「……やっぱり、この仮説は間違ってる」

「えっ、なぜ？」

「おまえだって、千雨の俺への素っ気ない態度を見ただろ？　なのに、今のおまえはどうだ？」

「デレデレですね！」

「おかしいだろ！　どうすればあいつがこうなる!?」

「ふふっ、それは簡単です。今いる千雨さんは過去のハイネ。つまり──ルミナさまが、千雨さんをデレさせるのでは？」

「………」

　……誰か、頭痛薬をくれ。

　頭が痛くなってきた。

　だって、信じられるか？

　俺おれが千雨ちさめをデレさせるなんて。

「いえ、待ってください。ルミナさまが千雨さんをデレさせるのは困ります！　ルミナさまはハイネのものです！」

「過去の自分にケンカを売るな！」

「ですが、あのハイネは子供っぽいです！　胸も平へい坦たん！　貧乳！　まな板です！　すっごいまな板です！」

　前言撤回。

　もうこの際、頭痛薬じゃなくていい。

　このアホ女神を黙らせるための麻酔薬を持ってきてくれ。

　コイツが俺の頭痛の元凶だ。

　しかも──。




「……マズいな」




「？　何がですか？」

　つぶやくと、ハイネが不思議そうに首をかしげていた。

「ハイネ。おまえは女神としてクエスタニアで崇あがめられてる」

「そうですね。その証拠に、ジルベットさんから聞いたお話なのですが、クエスタニアにはハイネの巨大なお墓があるとか」

「墓？」

「いわば遺跡ですね。ハイネが死んだ後にそんなものを作ってくれていたとは……感激です！　あっ、そうだ！　今度一緒に観光しましょう！　ハイネのお墓を見に！」

「……まあ、色々言いたいことはあるが、そんなもんが作られるぐらい、おまえはクエスタニアでは偉大な存在ってわけだ。そして、さっきの仮説が正しければ、おまえの前世は千雨ってことになる」

「ですね～。そして、転生した千雨さんは、クエスタニアでハイネ・タウゼントと名乗るようになったわけです。どうしてそんなことになったのか、ハイネはこれっぽっちも憶おぼえてませんが」

「それも問題だが、もっと大きな問題がある。昨日千雨はこう言っていたろ？　『わたしは、エルフにだけは転生したくないっ！』って」

「……あっ」

　ハイネの顔から血の気が引いた。

　そう、このままではマズい。




　なぜなら、ハイネ・タウゼントはクエスタニアの歴史に大きく関かかわってきた。




　慈じ愛あいと繁栄の女神。

　そんな風に呼ばれ、クエスタニアの文明に多大なる影響をもたらしたわけだ。

　俺おれが聞いた話ではハイネ・タウゼントは当時では考えられない高度な魔法を使い、それを人々に教え、広めたらしい。

　それもハイネが未来からの転生者──千雨ちさめだったとしたら納得がいく。

　そのおかげでクエスタニアの文明は発達した。

　おかげで今でもハイネ・タウゼントは女神としてあがめられている。




　だが──もし、千雨がエルフに転生するのを拒否したらどうなる？




　答えは簡単だ。

　ハイネ・タウゼントは生まれない。

　そうなればクエスタニアの歴史が大きく変わってしまう。

　いわゆる、タイムパラドックスってヤツだ。

　そんなことになれば……！

「た、大変です！」

　事態の重さに気づいたのか、ハイネはひどく取り乱していた。

「このままではハイネという存在が消えてしまいます！」

「ああ、そうだ。そんなことになれば──」

「ルミナさまとイチャイチャできません！」

「そこは問題じゃないだろ!?」

　頭痛をこらえながらも、俺は続ける。

「重要なのはあいつがエルフになるのを拒否した場合、クエスタニアの歴史が大きく変わるってことだ。そうなれば、俺たちもただじゃすまない」

「えっ、ど、どうして!?　ハイネはルミナさまほど頭がよくありませんので理解が追いつきません！　ちゃんと説明してください！」

「この冥めい界かいを仕切ってる管理官は、名のある転生者なんだよ。クエスタニアで功績を残した転生者だけが、管理官になれる。歴代の管理官もそうだったらしい」

「なっ……じゃあ、クエスタニアの歴史が変われば……」

「冥界の歴史も変わる」

「ちょ、ちょっと待ってください！　たしか、ルミナさまたち管理官のお仕事は──」

「魂の循じゆん環かんだ」

　現世。

　冥めい界かい。

　クエスタニア。

　この三つの世界は寄り添うように存在している。

　管理官の仕事は、現世で死んだ人間の魂を転生者としてクエスタニアに送ること。

　そして、クエスタニアで死んだものの魂を回収し、記憶を消去して、現世に転生させる。




　その循環が乱れれば、現世にも影響が出る。




「だから、タイムパラドックスが起きるのはマズい。クエスタニアの歴史が変わってしまえば──」

「………っ。この冥界の歴史もメチャクチャになりますね。そうなれば……」

「俺おれたちがいた現世もおかしくなる」

「そ、そんな……！」

　ハイネは激しく動揺しながら。

「普段はクズでめんどくさがり屋で怠け者で、異世界ライフをエンジョイできればいいと思っているルミナさまがここまで真剣な顔をするなんて……ハイネ、感激です！」

「おまえはいつも通りだな！」

　だが、真剣になるのも仕方ない。

　一つの世界のバランスが崩れれば、他の二つにも影響が出てしまう。

　つまり……。




　千ち桜ざくら千雨ちさめ。




　俺の幼なじみが、世界の命運を握っている。

　しかも、そんな幼なじみにどの種族に転生するかアドバイスするのは……。





　　◆◇◆◇◆






　回想終了。

　そう、千雨は俺の生徒。

　彼女は転生許可証ライセンスを取得しなければクエスタニアに転生することができない。

　しかも、エルフに転生しなければハイネは存在しなくなってしまうわけで……。

「？　どうしたの、先生？」

　こっちの苦労はちっとも知らずに、千雨ちさめは俺おれを見つめてきてから。

「もしかして、何か悩みでもあるの？」

「………」

「なんだったら……わ、わたしに相談してもいいわよ？」

「……いや、大丈夫だ」

「……そう」

　相談されなかったことがさびしかったのか、千雨がシュンとしていたが、仕方ない。

　さすがにここで「おまえが悩みの種なんだ！」とは言えないしさ。




　でも、まだハイネが千雨の生まれ変わりだと決まったわけじゃない。




　いや、それだとハイネが千雨の記憶を持ってる説明がつかないんだが、本当にハイネと千雨が同一人物なのか確かめてみるのも悪くない。

　それが昨晩俺とハイネが出した結論だった。

　だから……。

「さあ、授業を始めるぞ」

　教師と生徒。

　そんな関係を続けながら、千雨を観察する。

　その中で千雨とハイネが同一人物か見極める。

　そして、もし二人がそうだったとしたら──。




　なんとかして、千雨をエルフに転生させなくちゃいけない。




「………」

　けど、本当にそれでいいのか？

　千雨がハイネになるということ。

　つまり、それは俺と千雨が……。

「今日はこの魔導書を使う」

　余計な考えを振り払うように、俺は一冊の古びた本を千雨に見せた。

　管理局の図書館から借りてきたものだ。

「魔導書って……本物なの!?」

「ああ」

　うなずくと、千雨は「すごい……！」と目をキラキラさせていた。

　うわっ、すげえ懐かしい！

　千雨ちさめのこんなうれしそうな顔を見るのは久しぶり。コイツはオタクだし、こういうファンタジーアイテムを見てテンションが上がるのは仕方ないか。

「転生許可証ライセンスを取得するためには様々なテストをクリアしなくちゃいけないんだ。クエスタニアについての知識を試す学科テスト、体術や魔法の腕前を確かめる実技テスト……そして、実際にクエスタニアに行く教習テスト」

「教習？」

「ほら、自動車でも仮免許を取ると実際の道路で運転するだろ？　それと同じで、実際にクエスタニアに行って色々テストをするのさ。で、今から始めるのはその教習テストの一歩手前だ」

　信じられないかもしれないが、と。

　俺おれは一度息を吐はいてから。




「今からこの魔導書の中に入る」




「えっ……！」

　驚きよう愕がくする千雨。

　俺も最初に魔導書のことを知ったときは驚いたっけ。

「今からするのはシミュレーションだ。この魔導書の中には仮想空間が構築されている。実際に異世界に行く前に、ここで予習をしようってわけだ」

　今回使用するのは『初心者用魔導教本①　～森林編～』。

　文字通り、この魔導書の中にはクエスタニアの森をモデルにした仮想空間が広がってるってわけさ。

　魔導書にも色々種類があって、街、ダンジョン、はたまたモンスターがわんさか出没する荒野……などなど。

　それぞれ生徒のレベルによって使い分けることになっている。

　この学園での授業は魔導書を使うケースがほとんど。異世界についての知識、対処法、座学……それを仮想空間で学んでいくというわけだ。

　けど、大丈夫かな？

　生徒によっては魔導書に入ることを怖がるヤツもいるし。

「そ、そんな……っ！」

　ひどくショックを受けた様子で、千雨は額を押さえてから、叫ぶ。

「──夢みたい！」

「は？」

「だって、仮想空間でしょ!?　ＭＭＯもののライトノベルみたい！　わたし、そういうのにずっと憧あこがれてたの！」

「いや、テンションを上げるのは構わないが、この訓練はそこまで甘いものじゃ──」

「えっ、もしかして、仮想空間の中で死ぬと実際に死ぬの!?　す、すごい！　ＳＡ○みたい！　わたし、ＳＡ○が大好きなの！　あんなに神なラノベはないわ！　大丈夫よ先生！　わたしはきっと生き残ってみせる！　ＳＡ○みたいに！」

「……あー、期待してるとこ悪いんだが、そこまでドラマチックなシステムじゃない。魔導書の中で死ぬと、現実世界に強制送還されて……」

「えー……」

「なんで残念そうなんだよおまえは!?」

　さすが千雨ちさめ。

　外見は深しん窓そうのお嬢様そのものだが、一皮めくれば末期の残念オタクさんである。

「むむっ。ハイネも残念です……魔導書の中で危機的な状況に陥れば、ルミナさまに助けてもらえると思ったのに～！」

　で、最悪なことに俺おれのアシスタント役は一皮めくるまでもなく残念な性格を元気いっぱいにアピールしていた。

「先生。その本を貸してもらってもいい？　わたし、魔導書って見るのが初めてだから気になるの」

「えっ、ああ、別にいいぜ」

「やった、ありがとう」

　えへへと微笑ほほえみながら魔導書を受けとり、興味深そうに表紙にほどこされた装飾を見つめる千雨。

　うーん、可愛かわいい。

　こうしてれば奥ゆかしい文学少女である。

　そして、ハイネは「ううっ、ずるいです……ハイネも魔導書を貸してもらいたかったのに……」とすねていた。

　どうやら千雨と似たようなことを考えていたっぽい。

（さすがに、それだけじゃ同一人物だってわからないけどな）

　小声でつぶやくと、ハイネがうなずいた。

　そのまま魔導書に夢中になっている千雨に気づかれないように、小声で会話を続ける。

（ルミナさまの言う通りです。ハイネが持っているのは、現世にいたときの千雨さんの記憶だけ。長い間封印されたせいか、それしか思い出せなくて）

（そうなのか？）

（でも……ううっ、ひどいです～！　ルミナさまはハイネ以外の女のことばかり考えて……あっ、でも千雨ちさめさんはハイネかもしれないんでした！　だったらもっと千雨さんのことを考えてください！　そしてハイネを愛してください！　心配はいりません！　今日のハイネはルミナさまに愛される準備ができてますから！）

（準備？）

（えへへ。実は、今日は勝負パンツを穿はいて……痛い!?　ハイネの耳を引っ張らないでください！　今のはほんのジョークですよ～！）

（ホントか？）

（ええ。ホントは何も穿いてなああああっ!?）

　……なんか、どんどんコイツのペースにハマってる気がするな。

　長くとがった耳を引っ張った後で、俺おれはため息を吐ついた。

（でも、ルミナさまはお優しいんですね）

（は？　どういうことだ？）

（だって、千雨さんとハイネの関係を調べるのは、この世界のバランスを保つためなんですよね？）

（まあ、そうだな）

（ステキです！　普段のルミナさまは『かったるい』なんて言って、割とクズで、怠け者で、ニートっぽい言動をすることが多いのに、やるときはやる……そういうところに憧あこがれちゃいます♡）

（褒められてるのか貶けなされてるのかよくわからないからな？　それに、おまえたちの関係を調べるのは重要なことだろ？）

（わかります。幼なじみが世界の命運を握る存在になってしまったわけですからね）

（ああ、そうだ）

　まだ千雨が魔導書に集中してることを確認した後で。

　俺はかすかに微笑ほほえんだ。




（こんなにラッキーなことはない）




（……は？）

（わかるか、ハイネ？　おまえは慈じ愛あいと繁栄の女神とまで呼ばれたエルフだ。クエスタニアの歴史に大きく関かかわってきた。千雨がおまえの前世だとしたら、千雨は何らかの事情があって過去に送られることになる。ということは──都合よく、歴史を変えることも可能なんじゃないか？）

（えっと、ルミナさま？）

（たとえば、俺に大金が転がり込むような風習を作るとか、俺が家でダラダラしてるだけで暮らせるような法律を作るとか、俺おれのことを『異世界から来た勇者』だと信じる女の子ばかりを集めたハーレムを建国するとか……）

（欲望丸出し!?　でも、昨日ルミナさまは『タイムパラドックスが起きるのはマズい』と……！）

（ああ、マズいよ）

　至極マジメな態度で、俺は告げる。




（タイムパラドックスが起きて、俺にとって不都合な世界になるのは、マズい。だが──俺にとって都合のいい世界になるのは一向に構わない！）




（クズぅうううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううっ!?）

　小声でハイネは叫んだ。

（そのためなら、多少世界のバランスが崩れても別にいいと思う）

（クズい！　相変わらずのダメ人間ぶりですルミナさま！）

（俺のことが嫌いになったか？）

（いいえ！　そういう自分の欲望に正直なところがハイネにはもうたまりませんし、世界を改変できることに気づけた頭脳明めい晰せきな部分も尊敬に値あたいします！　これからもハイネはあなただけのハイネ・タウゼントです！）












（………）

　……なんだろう。

　こんな俺おれが好きな時点でコイツもかなりダメな部類に入る気がする。

　まったく、やりづらい。




（えへへ、大丈夫ですよ）




　けれど、ハイネはにっこりと微笑ほほえみやがった。

（今言ったことの八割くらいは照れ隠しですよね？）

（………）

（本当は、ルミナさまは千雨ちさめさんのことが心配で仕方がないんでしょ？　だから千雨さんのことを気づかって、真相を探ることにしたのでは？）

（……そんなわけあるか）

　くそっ。

　やっぱりコイツらは同一人物かもしれん。

　千雨と同じで勘がいい。

　まさか表情を見られただけでここまでこっちの思考がバレるとは。

　まったく、マジでやりづらい。

「？　先生、さっきから何を小声で話してるの？」

「なんでもない。それより、今から魔導書の中に入るぞ」

　かすかに赤くなった頰ほおを隠すように、俺は千雨から魔導書を受け取った。

　そして、ページを開き、魔力をこめる。

　途端、魔導書から鮮やかな緑色の光が溢あふれ出だして──。





　　◆◇◆◇◆






　目を開けた瞬間、そこは森だった。

「懐かしいな」

　異世界クエスタニア。

　そこにある森林を忠実に再現した仮想空間。

　肌に当たる風、嗅きゆう覚かくをくすぐる木と土の匂におい、快晴の空から降り注ぐ太陽の日差し……そのすべてがリアルである。




「な、何よこれ!?」




　途端、横から悲鳴が上がった。

　そこには無事に魔導書の中に入れた千雨ちさめがいて……ん？

「千雨？　なんでそんな格好をしてるんだ？」

「し、知らないわよ！　目を開けたら服装が変わってて……！」

　ひどく焦った様子で、千雨はさらされた自分の肌を隠そうと手をバタバタさせる。

　ケモ耳。

　そんな風に呼んだらいいんだろうか。

　千雨の頭からは犬っぽいもふもふした耳が生えていた。着ていた服まで学園の制服からひどく露出度の高いふわふわした生地のビキニに変化。そのせいでスレンダーな身体からだのラインが丸見えである。

「えへへ、ルミナさま？　似合ってるでしょうか？」

　で。

　恥ずかしがる幼なじみとは対照的に、同じくもふもふビキニ姿のハイネが頭から生えた犬耳を揺らしながら微笑ほほえんでいた。

　この余裕たっぷりな態度。

　まさか、コイツ……！

「なあ、ハイネ」

「なんでしょうか？」

「あの魔導書を図書館から借りてきたのはおまえだったよな？」

「はい！　ハイネはルミナさまのアシスタントですから！」

「おまえはこうなることを知ってたのか？」

「もちろんです！　この魔導書は、女の人が入るとデフォルトで獣人っぽい姿にコスチュームチェンジしてしまう仕様なんです！　この格好の方がルミナさまにアピールができると思って……おふぅ!?」

　顔を真っ赤にした千雨がハイネの後頭部をぶっ叩たたいた。

「な、何をするんですかー！」

「うるさいわよこのアホ女神！　あなたは今までどんな教育を受けてきたの!?　親の顔が見てみたいわ！」

　残念ながらソイツはおまえと同一人物かもしれん。

　つまりそのアホ女神に教育をほどこしたのはおまえのご両親かもしれんぞ？

「ですが、あなたの好きな方はオタクだったんでしょう？　ならばこういうコスプレが好きなのでは？」

「えっ」

「もし再会したらコスプレを求められるかもしれません。なので、今から練習してみたらどうです？」

「うっ……」

　千雨ちさめはモジモジしながらも、かなり熟考してから、恥ずかしそうに。

「……………わ、わん」

「……うわぁ、ホントにやるとは」

「あなたがやらせたんでしょう!?」

「軽いジョークのつもりで言ったのですが……くぅ！　今の千雨さんはかなり可愛かわいかったです！　こうなったらハイネも犬になります！　もちろんルミナさまの！　わんわんわん♡　ルミナさま、一緒にお散歩にいきましょう？」

「やめろ」

「わ、わたしだって負けない……わ、わんっ」

「おまえも対抗心を燃やすな！」

　相変わらず変なところでマジメだな。

　今はそんなことをしてる場合じゃないっつーのに。

「下がってろ、千雨」

「えっ──」

　俺おれの言葉に呆あつ気けに取られる千雨。




　瞬間、近くの茂みから紫色の物体が飛び出してきた。




　スライム。

　クエスタニアに多く生息するモンスター。

　そこまで強くはないが、コイツらは群れで出没する。

「囲まれる前に、倒すか」

　つぶやいた後で、俺はスライムに右手の掌てのひらを向け、火球を放つ。

　以前生徒が俺に向けて使ったのと同じ、ファイアボール。

　すぐさまスライムが炎に包まれ、燃え尽きる。

「………っ！　先生は無詠唱で魔法を使えるの!?」

「そこまで驚くことじゃない。むしろ、無詠唱が使えるようにならないとクエスタニアに行ったとき辛つらいぞ」

「えっ、そうなの？」

「実際に戦ってみればわかるけど、呪じゆ文もんを唱えるってのは相手に隙すきを与えることになる。呪文を唱えた方が漫画やゲームみたいだから唱えたがるヤツが多いんだが、そういう格好つけたがりのバカは戦闘で怪け我がをすることが多かった。だから、呪文は基本的に無詠唱で扱えるようにしろ」

「でも、どうやって？」

「頭の中で魔法の効果を鮮明にイメージする。それが呪文の代わりになって、魔法が発動する。今出てきたスライムは火属性の魔術に弱いから、まずは初級魔法のファイアボールあたりから無詠唱でできるように練習しろ。よく観察すればわかるが、あのスライムは攻撃をした後に一瞬だけ動きが硬直する。そこを狙ねらえ」

「──す、すごい、そんな細かいことまで……」

「はやくしろ」

「う、うん！　わかった！」

　驚きつつも千雨ちさめが返事をするのと同時に、新たなスライムが現れる。

　俺おれが片づけようとも思ったが、ここは千雨に任せてみるか。

「ふっ！」

　千雨はスライムの突進を紙一重回避。

　さきほどの俺の忠告に従うように、硬直したスライムに右手の掌てのひらを向け、

「!?」




　爆発的な破壊が巻き起こった。




　千雨が放った火球は普通のファイアボールの威力をはるかに超えていた。

　その証拠にスライムは一瞬で蒸発。

　破壊はそれだけじゃ収まらず、周辺の木々すら一瞬で消し炭に変える。




『今から来る生徒は、素質だけなら学園トップクラス。生まれ持った魔力量がケタ違い。そのせいで、どの種族にも転生可能だと管理局に判断されている』




「──なるほど」

　ニーナの言う通りだ。

　千雨の転生者候補としての才能はずば抜けてやがる。

「せ、先生！　見た!?　わたし、モンスターを倒せた！」

「いや、千雨……」

「すごいすごいすごい！　本当にゲームやラノベの主人公みたい！　こんなの昔のわたしじゃ無理だった！　ありがとう先生！　あなたのおかげで無詠唱魔法を使うことができた！　こんなの夢みたい！」

「…………」

　まあ、いいか。もうちょっと加減して魔法を使った方がいいと注意しようと思ったんだが、喜ぶ千雨ちさめの表情が微笑ほほえましかったので、今は黙って……。

「もしかして、わたし、才能があるんじゃない!?　これならクエスタニアに行った後ですごい転生者になるかも！　カッコいい二つ名とかも付いちゃったりして……あっ、そういうのって自分で考えるのかしら!?　ねえ、先生はどう思う!?」

　はしゃぎすぎだろおまえ！

　しかも二つ名って！

　なんでここまで中二病全開な……いや、落ちつけ。千雨は昔からオタクだったし、入院することが多かった。だから、身体からだを思いっきり動かしてモンスターと戦うのは、まさに夢のような体験なんだろう。

「……うう～っ」

　千雨を見て、なぜかハイネは顔を赤くしていた。

「どうかしたのか？」

「い、いえ、なんというか……千雨さんがオタクっぽさ全開ではしゃいでるのはものすごく恥ずかしいというか……っ」

「あー……」

　そっか。

　コイツにとって千雨は過去の自分だもんな。

「あ、あの、千雨さん？　あまりはしゃがない方が……」

「気き易やすく呼ばないで。わたしは今から《赤い雨ブラツデイレイン》の千ち桜ざくら千雨よ」

「なんですかその恥ずかしい二つ名は！」

「は、恥ずかしくなんかないもん！　わたしの名前が千雨だから、『千』と『血』をかけて、《赤い雨ブラツデイレイン》！　どう？　なかなか様になって──あっ、そうだ？　決め台詞ぜりふとかも考えた方がいいかしら？」

「きゃああああああっ!?」

　悲鳴を上げながらハイネがヒザから地面に崩れ落ちた。

「やめてください！　恥ずかしすぎますナンセンスです悪夢ですそんなあだ名を使うぐらいなら死んだ方がマシですぅううううっ！」

「ど、どうしてあなたにそこまで言われなくちゃいけないのよ!?」

　頭を抱えるハイネとぷんすか怒る千雨。

　ハイネにとっては黒歴史を見せつけられたようなもんか。

　つーか、千雨ちさめのヤツ、はしゃぎすぎだろ。

　普段とキャラが変わっちまってるぞ。

「落ちつけ、千雨。スライムは群れで出てくることが多い。たぶんまだ残りがいる」

「えっ、そうなの？」

「ルミナさまは詳しいんですね」

「これでもおまえらの教師だからな。ちなみにこういうモンスターの習性は後でテストに出るから、よく憶おぼえとけ」

「………。ね、ねぇ、先生」

　千雨は恥ずかしそうにしながらも、俺おれの顔を見つめてきた。

「もっと異世界のことについて教えて」

「は？　急に何を言うんだ？」

「あっ、ハイネも同意見です！」

「おまえは俺にベタベタしたいだけだろ？」

「うっ、その通りですが、でもルミナさまのお話は参考になるというか、聞いていてひじょーにタメになるというか……」

「わたしもそう思うわ。先生はすごい。さっきもモンスターのことについて的確に解説してくれた。先生と一緒にいればわたしはもっと強くなれるし、お兄ちゃんを探すのにも役に立つわ。だから、お願い」

　千雨は、赤くなった頰ほおを見られたくないかのように、かすかに顔をうつむかせながら、




「わたしに、色々教えてくださいっ」




「………」

　……はあ。

　何を真剣に頼んでるんだコイツは。たしかに俺は教師だし、千雨をエルフに転生させなくちゃマズいこともわかる。

　けど、必要以上にがんばるのなんてごめんだ。

　努力？　友情？　勝利？　何それおいしいの？

　そんな少年漫画チックなノリは今のトレンドじゃないんですよ。

　ただ平穏に、平へい坦たんに、平和に暮らせればそれでイッツオーライ。

　人生なんてそんなもんでしょ？

　それは──俺がクエスタニアに転生したときに、思い知ったことだ。

　だから、千雨からのお願いもテキトーに断れば……。




『わたしはもっと面白い本が読みたいの。だから、お兄ちゃん。もっとわたしに色々教えて？』




「──わかったよ」

　……あれ？

　なんでうなずいてんの、俺おれ？

「ほ、ほんと!?　えへへ、ありがとう先生！」

　困惑する俺を余よ所そに、千雨ちさめはこれ以上ないぐらいにはしゃいでいた。




　その可愛かわいらしい姿を見てたら、俺は自分がうなずいた理由がわかった気がした。




　……まったく、俺らしくない。

　千雨に色々教えるのは、昔に戻ったみたいで悪くないかもしれん。

　今はそう思うことにしとこう。

「そ、そんな！　ルミナさまがデレました!?」

「わけのわからないことを言うな！」

「いいえ！　ルミナさまと千雨さんの間には今まさにフラグが立っています～！　ど、どういうことですか千雨さん!?　いったいどうすればルミナさまをデレさせ……ハッ!?　まさか自分の身体からだを差し出して……！」

「そんなわけないでしょ！　でも、たしかに先生がわたしのお願いを素直に聞くなんておかしいわね……もしかして、熱でもあるの？」

「俺の生徒はそろいもそろって失礼だな！」

　似たようなリアクションしやがって……って、コイツらは同一人物かもしれないんだった。

　だったらこの反応もうなずけるわけで……。

「！」




　直後、大地が揺れた。




　地面を揺るがす振動は断続的に響き、俺たちの身体を震わせる。

　その正体はすぐにわかった。

　足音だ。

　しかも、とんでもなく巨大な何かの。

「せ、先生？　これって……」

「大丈夫だ」

　今の千雨ちさめやハイネじゃコイツは手に負えないかもしれん。

　俺おれが彼女たちをかばうように一歩踏み出すと、ソイツは木々をなぎ倒しながら現れた。




　地竜アースドラゴン。




　文字通り竜種の一種だが、翼はない。

　その身体からだは馬鹿げた図ずう体たいを持ったトカゲにそっくりだが、顔は角の生えた蛇に似ているし、鱗うろこも鉛色。

　さっきのスライムとはレベルが違う。

　クエスタニアでもたまにしかお目にかかることができない稀レ少アなモンスターだ。

「──変だな」

　魔導書はクエスタニアの世界観を忠実に再現してる。

　だったら地竜にこんな簡単に遭遇エンカウトするはずがないのに……。

「いや……」




　忠実に再現してるからこそ、コイツはやってきたのか？




　ルミナ・ナインフィールド。

　俺という存在に惹ひかれて。

「ル、ルミナさま……！」

「心配すんな。俺は対竜戦術に詳しい。竜種ってのは総じて敵を過小評価して、油断しやすい。コイツらは力が強大で、天敵が少ないからな。だからいつも必要最低限の力で勝とうとする。ときどき大技をぶっ放すこともあるが、竜りゆう鱗りんの防御力を過信してるせいで、攻撃の前後が無防備になりやすい。その隙すきを突く」

「さ、さすがです！　そこまで博識だなんて……やはり、ルミナさまは世界を救った冒険者なのですね！」

「別に大したことじゃねーよ」

　つぶやいてから、俺は体内で魔力を練り上げる。

　焦るような事態じゃない。たとえ俺たちが死んでも、魔導書の外にはじき出されるだけですむ。

　生徒になっさけねー醜態をさらすことになっちまうが、構わないさ。

　俺にかけられた封印を破って、本当の意味での醜態をさらすよりは……。




「──下がって」




　しかし、そこで響いたのは無感情だけど、やけに可愛かわいらしいアニメ声。

　ジルベットだ。ハイネたちと同じやけに面積の少ない衣装に身を包んだ猫耳少女が突如俺おれたちの前に現れていた。

「ジルベット？　おまえ、どうしてここに……」

「理事長からあなたたちの様子を見に来るように言われた」

　相変わらず可愛らしいアニメ声でジルベットは告げた。

　今の言葉がホントなら、きっとジルベットは教室に入って魔導書を見つけたんだろう。

　それで俺たちが中にいると推測して、自分も入ってきた。

「この子は、ジルが倒す」

　すぐに状況を理解したのか、ジルベットが腰に下げた片手剣レイピアを抜いた。

　ジルベットが得意なのは風の魔法。

　さらに獣人特有の圧倒的な身体能力を応用した剣術。

　その二つを組み合わせて、敵を倒すのだ。

　恐ろしいのは、そのスピード。

《瞬剣》のジルベット。

　それがコイツのあだ名だった。

　コイツはクエスタニア最強の剣士であり、最速の剣士でもある。

　俺はそのことを身に染みて知ってるが……変だな。

　ジルベットは普段から俺のことを避けてる。

　なのに、理事長の命令だからってわざわざ魔導書の中まで俺を追ってくるなんて。




「こ、来ないでっ！」




　しかし、俺の判断は甘かった。

　悲鳴じみた叫びと共に、千雨ちさめが地竜に向かって、両手の掌てのひらを向けて──。




　その一瞬、背筋が凍った。




「………っ！　ルミナ！」

「わかってる！」

　ジルベットの叫びに応こたえる。

　とんでもない量の魔力が千雨の中で膨れ上がったのだ。

　地竜どころじゃない。下手をすればこの森……いや、この魔導書仮想空間を吹き飛ばしかねないほどの……！

「千雨ちさめ！」

「えっ、ルミナさま!?」

　ハイネが叫ぶ中で、俺おれは千雨の前に立ちふさがるように前に出た──その瞬間だった。




　世界は、白色に染められた。





　　◆◇◆◇◆






「……はぁ」

　夜。

　俺は疲労がたまった身体からだで自分のベッドにダイブした。

　……今日は疲れた。

　魔導書の中で地竜と相対して、千雨の魔力が暴走しかけたとき。




　俺は放たれた千雨の魔法を、強引にかき消した。




　あのままでは魔導書内の仮想空間まで壊れる可能性があったのだ。

　そうなれば俺たちもただで済むかはわからない。

　仮想空間が壊れるなんて前代未聞すぎる。そんな危機的な状況になるのはごめんだったのだ。

　だから、俺は全身全霊で千雨の魔法を封じ込めた。

　自分の魔法をぶつけ、相殺しようとしたのだ。

　その結果死んで、魔導書の外に弾はじき飛とばされたけどさ。

「結果オーライだ」

　千雨たちも一緒に魔導書の外に出てきた。

　三人とも俺と一緒で魔法の暴走に耐えられなかったらしいが、ラッキーなことに魔導書が壊れることはなかった。

　ただ、魔導書から出てきた千雨はやけに落ちこんでたっけ……。

「明日になったら、何かフォローをしとくか」

　ハイネに聞かれたら「またルミナさまは他の女のことを～!?」とぷんすかされそうな発言だが、今あいつはここにいない。

　あの魔導書を借りてきたのはハイネだったのだが、その際に図書館の事務員に無断でこっそり持ってきたとか。

　ハイネ曰いわく、




『事務員さんには別の本を借りるように言われたんですが、どうしてもこの本を使いたくて！』




　とのこと。

　フツーだったら女の子が強制的にケモ耳ビキニ姿になるような本を事務員が勧めるわけがない。というわけでハイネは罰として図書館の掃除をしている。

　なので、今夜は俺おれ一人で……。

「ん？」

　そんなことを考えてたら、コンコンとドアがノックされた。

　こんな時間に誰だ？

　時刻はもう深夜近いのに……。

「まさか、ハイネか？」

　あのアホ女神のことだ。

　どうせ罰を受けるんです！　それならルミナさまがハイネをお仕置きしてください～！　とか言って、逃げ出してきたのかもしれん。

「千雨ちさめならこんなことはしないのにな」

　本当にあいつらは同一人物なのか？

　いくらなんでも性格が変わりすぎである。

　マジメな幼なじみならエスケープなんかしない。

　いや、そもそもあいつがこんな時間に男の部屋に来ること自体、まったく想像ができないが……。




「こ、こんばんは、先生」




「えっ──」

　だが、ドアを開けた瞬間、俺の思考は停止していた。

　千雨だ。

　ドアを開けると、制服姿の幼なじみが、どこか不安そうに廊下にたたずんでいた。





第４話　カップ一杯分の幸せ







　突然だが、こんなニュースを見たことはあるだろうか？

『本日、女子高生にわいせつな行為を行った××市の教職員が逮捕されました』みたいな最近よくあるヤツだ。

　ぶっちゃけ、俺おれはああいうヤツらを心の底から軽けい蔑べつしていた。

　このクサレロリコンが！

　オッサンのくせにＪＫに手を出してんじゃねえよ！

　そんなことをするためにがんばって教員免許を取ったのか？　一時の感情に流されて道を踏み外しやがって！　こちとら現役の高校生男子なのにそんな浮ついた話題とは無縁の灰色学園ライフを送ってたんだ！

　チクショウ！

　すっげえうらやましい！

「………」

　なんて。

　友だちも彼女もいないぼっちな俺はそう思ってたわけだが……さすがに、自分がニュースになってもおかしくないようなシチュエーションに放ほうりこまれるとは思ってなかったわけで。




「お、お邪魔します……」




　かなり緊張した様子で、千雨ちさめが俺の部屋に入ってきた。

　なんでも『話がある』とのことなのだが……。

　女子生徒。

　深夜。

　密会。

　二人きり。

　……うん。

　今にもセンテンススプリングしちゃいそうなキーワードのバーゲンセールで……あっ。そういえば、魔導書から出た後で、ハイネから『千雨しか知らない秘密リスト』を預かってたんだった。このリストもコイツらの関係を確かめるためのもの。

　もしこれが真実だとしたら、ハイネと千雨が同一人物だという確率が上がる。

　千雨にバレないように、俺はハイネから預かってからポケットに入れっぱなしにしていたリストを取り出して、中身を見ると──。




　千雨ちさめさんは耳が弱いです♡




「なあ、千雨」

　あとでハイネの耳を引っ張ろう。俺おれはそんな決意を固めながらも、ダメ元で訊たずねることにした。

「おまえの耳に触ってもいいか？」

「なっ！　い、いいいきなり何を……！」

「頼む！　これは大事なことなんだ！」

「そんな真剣な顔で叫ばないで！　どうしてそんなことしなくちゃいけないの!?　ちゃんと理由を言って！」

「……わかった。驚くなよ？　実は、俺がおまえの耳に触るかどうかが、世界の命運を握っている！」

「そんなこと信じられるわけないでしょ!?」

　ですよねー。

　いや、さすがに今のは冗談で、俺もマジで耳を触るつもりは──。

「……ちょ、ちょっとくらいなら、いいけど？」

「えっ」

「で、でも……優しく触って？　わたし……み、耳に触られるの、苦手だから……」

「………」

　試しに俺は背後から、千雨の耳たぶに手を伸ばした。

「ふあっ!?」

　いきなり触られて驚いたのか、千雨が叫び声を上げた。

　スルーして耳たぶをふにふにと揉もむと「あっ、んっ、ひぅ……」と弱々しい声を上げながら、千雨はビクビクと背筋を震えさせて……って、いかん！

　なんだこの特殊プレイは！

　つーかなんで千雨はいつまでも俺に耳を触らせてるんだよ！

　てっきりすぐにツッコミが来ると思ったのに！

　ついつい幼なじみの耳たぶを満喫しちまったじゃねーか！

「あ、ありがとう」

「う、ううん。先生が満足したなら、いいの」

　顔を赤くしながらもつぶやく千雨さん。

　この反応を見る限り、ハイネがリストに書いた言葉は正しかったのかもしれん。思わずリストに書かれた他の項目に目を向けると、『千雨ちさめさんはフトモモの内側にホクロがあります♡』とか『千雨さんは背中をツーと撫なでられると甘い声を上げます♡』みたいなことが書いてあって……うん。

　とりあえず、コイツらが同一人物か確かめるのは今はやめよう。

　このままじゃ俺おれの理性が崩壊しそうだ。

「コーヒーでも飲むか？」

「ううん。わたし、コーヒーを飲むと眠れなくなるから……」

「ああ、そっか。おまえはココアの方が好きか」

「そうだけど……よくわかったわね」

「ま、まあ、これでも教師だからな」

　うわあああああいかん！

　つい前世むかしのノリで接しちまってるぞ、俺！

「ちょっと待っててくれ。いま用意するから」

「ありがとう。迷惑じゃなかった？」

「心配するな。こういうのは慣れてる」

「女子生徒を部屋に呼ぶのが!?」

「そういうことじゃなくて」

　千雨が入院する前は、よくこうやってココアを用意してやってたしな。

　だから決して女の子を部屋に連れ込むのに慣れてるわけじゃ……。




「でも、先生はハイネを泊めたことがあるのよね？」




「………」

　そうでした。

「落ちつけ。別にやましいことがあったわけじゃ……」

「先生のベッドからハイネのにおいがするわ」

「えっ……」

「長い金髪も落ちてるし。しかもこの髪の艶つや……ベッドの上に来たのはお風呂上がりね」

「なんでそこまでわかるんだ!?」

　ツッコむと、千雨は「あはは、冗談よ」と笑った。

「さすがにそこまではわからないもん。あの子のことだから強引に部屋に入ってきたんでしょ？」

「たしかにそうだけど」

「わたしだったらあの子みたいな行動は絶対にしないわ。お兄ちゃんは素直で清純そうな子が好きだったし、将来は大人っぽい女性になるの」

「へ、へえ……」

「でも、変なの。わたし、昔から病気がちで人見知りだったんだけど……先生は、平気。ハイネも、どうしてか他人には思えなくて」

　同一人物かもしれないからね！

　心臓に悪い会話をしつつも、ココアを二つ用意してから、作り置きのサンドイッチと一緒に持っていく。

「食べるか？」

「えっ、これ、もしかして先生の手作り──」

「いや、作ったのはハイネだ。最近俺おれの食事は全部あいつが担当している」

「それを生徒に告白する先生もどうかと思うけど、毎回食事を作っているあの子もおかしいと思うわ」

「とりあえず食べてみろって。結構おいしいぞ」

「うん……あっ、ほんとだ」

　サンドイッチを口に運んだ千雨ちさめが表情をほころばせた。

　そして、なんでもない感じで──。

「先生も食べる？」

「えっ」

「はい、あーん」

「お、おう……」

　千雨が差し出してきたサンドイッチを、戸惑いながらも頰ほお張ばる。

　うん、おいしい。

　いわゆるＢＬＴサンドなのだが、味付けがちょうどいいのか作り置きなのにやたらおいしく感じる。やばいとはわかっているが、こうして料理を食べるとついハイネを部屋に入れてもいいかと思ってしまう。胃袋から徐々に私生活を侵略されてる感じで……って、待て待て待て。

　なんで千雨が俺にサンドイッチを食べさせてんだ？

　これじゃまるで……。

「あっ」

　そこでようやく自分の行動のおかしさに気づいたのか、千雨が頰を染めた。

「ご、ごめんなさい……つ、ついお兄ちゃんに接するみたいに接しちゃった……」

「そ、そうなのか？」

「わ、わたしったら変ねっ。先生はお兄ちゃんとは違うのに。お兄ちゃんだったらもっとカッコよく高こう尚しような感じでサンドイッチを食べた後に、『ありがとう。代わりに、今夜おまえのことを食べてもいいか？』ってナイスなジョークをかましてくれるはずで……」

「そんなトチ狂ったことはしないと思うぞ!?」

　恥ずかしいのを誤ご魔ま化かしたくて自分でもわけのわからないことを言ってるだろおまえ！

　その証拠に、千雨ちさめは話を変えるように、

「で、でも、なんだか悔しい。こんなに料理が上手だなんて」

「千雨は料理が下手だもんな」

　あっ、ヤバい。

　また前世の知識を披露しちまった。

　けれど、千雨はこっちのミスには気づかない様子で、

「……わたしも料理を練習しようかしら」

「あー、いいんじゃないか。料理が上う手まくて損はないと思うし」

　……って、待て、俺おれ。

　ここで俺が肯定したから結果的に千雨が料理を練習して、ハイネが料理上手になったりしたのか？

「───」




　もしそうだとしたら、少し怖い。




　こっちの些さ細さいな言動が千雨の性格に影響を与える。

　つまり、世界を変えてしまう危険性があるのだ。

「ところで、話ってなんだ？」

　少しだけ緊張感を味わいつつも、サンドイッチを食べ終わった千雨に質問。

　すると、彼女はかすかに顔をうつむかせてから。




「……ごめんなさい」




　消え入りそうな声で、謝ってきた。

「えっ……」

「今日は、ごめんなさい。わたしが魔力を暴走させたせいで、先生は……」

「あー……」

　なんだ。

　やっぱりコイツは今日のことを気に病んでたのか。

　この部屋に来たのも、改めて俺に謝るためだろう。

「気にすんな」

「でも、わたしのせいで先生は死んじゃって……！」

「それは魔導書の中でのことだろ？　だから──」

　そんなに気に病むな、と言いかけて。

　俺おれは言葉を失った。




　千雨ちさめが、泣いていた。




「千雨……」

　できることなら、オイオイなんで泣いてんだよめんどくせえヤツだなおまえは！　みたいな感じで気づかってやりたかった。

　苦笑しつつも、頭をグシャグシャと撫なでてやって、千雨の涙をぬぐってやりたかった。

　普段の俺ならそうしてたと思う。

　だけど、できなかった。

　俺たちは幼なじみだ。

　でも、千雨が泣いているのを見るのは、これが初めてだった。

「……ごめんなさいっ」

　千雨が。

　俺の幼なじみは涙声で謝る。

　昔から身体からだが弱くて、

　入院してばっかりで、

　フツーのガキが到底送らないような不自由な生活を送ってきて。

　それでも俺の前で一度も泣いたことなんてなかった千雨が。

　声を震わせていた。

「あっ──」

　そこで俺はようやく気づいた。

　どうして千雨が泣いているのか。

　何が彼女を蝕むしばんでいるのか。

　だから。

「話せ」

「えっ……」

「今おまえが考えてることを、全部俺に話せ。おまえはなんでも抱え込みがちな性格だからな。けど、今は話を聞いてやる。今は俺のことを頼っていい。だから──」




　──おまえの幼なじみが死んだときの話を聞かせてくれ。




「───っ」

　静かに、千雨ちさめが息を吞のんだ。

「先生は、すごいのね。わたしのことをなんでもわかるみたい……」

「さっきも言ったろ？　俺おれはおまえの教師だ。たぶんおまえは死んだ幼なじみのことで悩んでるんだろ？　俺はめんどいことが大きらいで、極力努力なんてしたくない。けど、それでも──誰かの話を聞くくらいはできる」

「先生……」

　ありがとう、とつぶやいてから、まるで振り絞るように、彼女は口唇くちびるを動かす。

　俺が知らなかった前世での思い出を、語り出す。

「今でも、よく憶おぼえてる。あの雨の日、いつもと同じように、お兄ちゃんはわたしの病室にお見舞いにきてくれたの。身体からだの弱いわたしはお兄ちゃんが来てくれるのがすごく楽しみだった。お兄ちゃんが貸してくれた本を読むのが好きだった。自分が好きな本の話をお兄ちゃんと一緒にするのが好きだった。お兄ちゃんと一緒にいる時間が、大好きだった……」

　ああ、それは俺も同じだ。

　千雨と同じ時間を共有できるのが、楽しみだった。

　だから惜しげもなくあの病室に通っていたのだ。

　でも──。

「だ、だけど、あの雨の日……お兄ちゃんが、死んじゃったっ。わたしに貸してくれるはずの本を取りに病院から出ていって、事故にあって……っ」

　俺だってよく憶えている。

『でも、雨も降ってるのに……』と千雨は出ていこうとする俺を止めてくれたのだ。

　けど──。

「最初は信じられなかった……帰りが遅いから、わたしはお兄ちゃんに電話したり、ＬＩＮＥを送ったりしてたの。でも、いくら待っても返事がこなくて、なんだか嫌な予感がして、どんどん不安になって……」

　俺は『これぐらいなら問題ないさ』と笑った。

　そのときはこれっぽっちも思っていなかったのだ。

　当たり前のようにあった日常が、数分後になくなるなんて。

「その後で、わたしのお父さんとお母さんが病室に来て、お兄ちゃんが亡くなったって言い出して……わ、わたし、最初は信じられなくて、何かの冗談だと思って、だって、ついさっきまで、お兄ちゃんは、お兄ちゃんは……」

　千雨も同じ気持ちだったんだと思う。

　もしコイツが俺おれといた時間を幸せだと感じてくれていたのなら。

　そのとき、気づいたんだ。

　当たり前のようにあったものが失われたときに、初めて気づいたんだ。

　そのかけがえのなさに。

「わ、わたしが！　わたしがあのときお兄ちゃんを止めてたら！　もっと強く引き留めてたら、お兄ちゃんはいなくならなかったかもしれないって思ったら、涙が止まらなくて！　病気のときよりもずっと、胸が痛んで……っ！」

　言葉を振り絞ってから、千雨ちさめは俺に抱きついてきた。

　まるで俺の存在を確かめるみたいに。

　──きっと。

　千雨は、九重湊俺が死んだことに責任を感じてたんだろう。

　あのとき。

　自分が止めなかったから、幼なじみが死んだんじゃないかと。

　自分が死んじまった今でも、コイツはそんなことを悔やんでいる。

　そして──。




　今日、俺は魔導書の中で死んだ。















　もちろん、それは仮想現実の中での出来事だ。

　けど、その光景は千雨ちさめの瞳ひとみにはどう映ったんだ？

「……ごめんなさい」

　身体からだに触れる温かさとやわらかさ。

　俺おれに抱きついたままで、千雨は続ける。

「今日、魔導書の中で先生が死んじゃったとき、お兄ちゃんのことを思い出したの。お兄ちゃんが死んじゃったときと同じくらい、悲しかったの。先生は、お兄ちゃんに似てる気がしたから……」

「………っ」

　いっそのこと、すべてを打ち明けたかった。

　俺が九ここの重え湊みなとだと言ってやりたかった。

　今すぐ千雨の涙を止めてやりたかった。

　震える身体を抱きしめてやりたかった。

　もしかしたら、千雨もそれを期待してるのかもしれない。

　コイツは俺の正体に気づきかけてるんじゃないか？




　だから、わざわざ俺に会いにきたんじゃないか？




「───」

　でも。

　俺の答えは決まっている。

「千雨」

　ごめん、と心の中で謝りながら、俺は言う。




「俺はおまえの幼なじみじゃない」




「………っ」

　千雨がはっきりと息を吞のんだ。

　それでも、俺は続ける。

「おまえは俺が幼なじみなんじゃないかと疑ってるかもしれないが、それは違う。俺はおまえの幼なじみとは──九重湊とは別人なんだ」

　ごめんな、とつぶやくと、千雨が俺の身体に回していた手を放した。

　そのまま、乱暴に瞳に浮かんだ涙をぬぐう。

「ううん……わたしの方こそ、ごめんなさい。急にこんなことしたりして……」

「気にすんな。女の子に抱きつかれてむしろラッキーだ。ごちそうさま」

「……ばか」

　気を遣って冗談を言わなくていいのに……と笑ってから、千雨ちさめは立ち上がった。

　そして、カップに残っていたココアを飲み干す。

　そういえば。

　昔、千雨がカップに余ったココアを分けてくれたことがあった。たしかあのときは『お腹なかがいっぱいになっちゃった。でも、もったいないからお兄ちゃんが飲んで』って渡されたんだっけ。

　もうおぼろげにしか思い出せないくらいガキの頃の話だ。子供の俺おれはめんどくさそうにしながらも渡されたココアを飲みほした……ような気がする。

　俺と千雨は兄妹きようだい同然だったんだ。

　別にそれくらいはフツーだった。

　そんな俺を見て、千雨が照れくさそうに笑ったのを憶おぼえてる。その後で間接キスがどうとかからかってきて、俺にほっぺたを引っ張られた。

　それは、俺が九ここの重え湊みなとだったときの日常。

　けど、今は戻れない。

　今の俺たちはカップ一杯分の幸せも分かち合えない。




「ありがとう、先生」




　お礼を言ってから、千雨はドアの方へと向かった。

「先生のおかげで、なんだか元気が出た気がするわ」

「もういいのか？　何なら泊まって行ってもいいぜ？」

「お、おかしなこと言わないで！　……もう、先生のばか」

　悪口を言いつつも、千雨は笑顔で「じゃあ、また明日」と言ってから、部屋を出ていった。

　そして、全身の力が抜けたような疲労感とともに俺がベッドに倒れ込んだ瞬間──。




「ルミナさま？」




　千雨と入れ替わるように部屋に入ってきたのは、ハイネだった。





　　◆◇◆◇◆






「よお、ハイネ。悪いな、気を遣わせちまって」

　ベッドに倒れ込んだままで言うと、ハイネは「えっ……」と驚いた。

「おまえ、しばらく前から俺おれの部屋の前にいただろ？」

「気づいてましたか……」

「これでも世界を救った転生者だからな」

　封印をかけられても、気配を察知することはできる。

　ハイネは千雨ちさめが帰るまでずっと部屋の前で待っていてくれた。

　その理由は一つしか思いつけない。

「廊下で話を聞いてたのか？」

「はい。ハイネはエルフなので、人間よりも耳がいいんです」

「あー、なるほど。で、聞いた感想はどうだった？」

「ルミナさまは最低です」

「………」

「ドアから出てきた千雨さん、泣いてましたよ？」

「……やっぱりか」

　千雨はいいヤツだ。

　俺の冗談にも笑ってくれた。

　けど、ショックだったんだろう。




　俺が九ここの重え湊みなとじゃないと言ったことが。




　だからこそ、俺の部屋から出た途端、涙があふれだしてしまった。

　まったく。

　ハイネの言う通り、俺は最低のクズ野郎で──。




「──がんばったね、お兄ちゃん」




　瞬間、飛び起きた。

　千雨が戻ってきたのかと思った。

　しかし、今のセリフを言ったのは千雨じゃない。

　ハイネだ。

　彼女は優しくはにかんでから。

「きっと過去のハイネがルミナさまの事情を知っていたら、こう言っていたと思います。ルミナさまも本当は自分が九ここの重え湊みなとだって言いたかったんですよね？　けど、管理官だからこそ、言えなかった。あえて千雨ちさめさんを引き離した……。ルミナさまも、辛つらかったんですよね……？」

　ゆるやかに、ハイネが俺おれの頭を抱きしめた。

　あったかくてやわらかい感触。

　普段だったら毒づいて引き離しているところだが、できなかった。

「ルミナさまは、本当にすごいです。もし他の人だったらきっと自分の正体を明かしてたと思います。自分の立場とかを放ほうり出して、死に別れた大事な人と再会してたでしょう。けど、ルミナさまはしませんでした」

「──はん。さっきおまえの言った通りだ。俺は最低で──」

「はい。でも、すごく優しいです」

「………」

「ルミナさまの正体がバレたら、管理官じゃなくなってしまいます。記憶を消去されて、魂をクリーニングされて、現世に転生させられてしまうんでしょう？　そうなったら、もう千雨さんとは二度と逢あえません」

「今だって、再会したわけじゃないぜ？」

「そうですね。でも、希望があります。もしかしたら、ルミナさま──いえ、過去のハイネとお兄ちゃんは、再会できるかもしれません。もしかしたらそんな抜け道を探し出せるかもしれない。そう思ったから──」




　──ルミナさまは、千雨さんをあえて引き離したんですよね？




「……ウゼえ」

　負け惜しみのように、俺はため息を吐ついた。

「全部お見通しかよ。おまえは神様か？」

「えへへ。ハイネ、これでも女神ですから♡」

「そういやそうだったな」

「知ってますか、ルミナさま？　がんばった人には神様からご褒美が与えられるんですよ？　だから……」

　ぎゅっと。

　俺を抱きしめたままで、ハイネはベッドに寝転がった。

「今夜はずっと一緒にいてあげます」

「……それ、ご褒美なのか？」

「な、何を言うのですか！　ハイネは女神ですよ！　クエスタニアでは誰からもあがめられる存在！　そんなハイネがたった一人の殿方と夜を過ごすのですよ？　なんなら、ルミナさまの抑えきれない欲望をハイネにぶつけて──」

「くぅー」

「寝た!?　ならばハイネがおやすみのキスを……！」

「頼むから寝かせてくれ！」

　無理やりキスしてこようとするハイネの顔を押さえつつ、俺おれは苦笑してしまった。

「悪いな、ハイネ」

「？　何がですか？」

「おまえのアホっぷりを見てたら少し元気が出た」

　コイツは普段から割とアホだが、馬鹿じゃない。

　なにせコイツの前世は千雨ちさめなのだ。

　きっと俺を元気づけようとあえて明るく振る舞ってくれたんだろう。




「えへへ、それはよかったです」




　幸せをかみしめるように、ハイネは言った。

「これからは、もっとハイネを頼ってくださいね？　こう見えても、ハイネはけっこーすごい存在なんですよ？　前にも言った通り、クエスタニアにはハイネを称たたえるために作られたお墓があるくらいです！」

「あー……」

　前に聞いた遺跡か。そんな大層なもんが造られるぐらい、コイツはクエスタニアでは崇あがめられてるんだろうが。

「すごいんですよ！　この前ジルベットさんから聞いた話だと、遺跡の内部には魔法で封印がかけられた部屋があるらしいんです！」

「魔法？」

「その魔法を解くにはハイネの力が必要だとか！　なので、今まで誰も入ったことがなかったそうなんですが……」

「おまえが封印から目覚めたから、入れるってわけか」

「そうなんですよ！　気になりませんか？　千雨さんとハイネが同一人物であるという確固とした証拠があるかもしれません。そして、どうしてこんなことが起きてしまったのかを知るヒントも……」

「………」

　たしかに、気にならないと言えば噓うそになるが。

「却下だ」

「えー、どうして？」

「書類を用意するのがメンドくさい。おまえは俺おれの生徒だ。クエスタニアに教習に行くためには、色々と許可を取らなくちゃいけない。それに……」

「それに？」

「俺はあそこには戻りたくない」

「？　なぜですか？　ルミナさまはクエスタニアを救った英雄なんですよね？　それならクエスタニアに戻れば歓迎されるのでは？」

「歓迎……ね」

　コイツの言う通り、俺があっちに戻ったことが知られたら大騒ぎになるだろう。

「ハイネ。おまえは俺のことをどこまで知ってる？」

「えっと、ジルベットさんから聞いた話だと、ルミナさまはドラゴンを倒したんですよね？　ある日突然現れた巨大なモンスター……緋竜。そのドラゴンを放置すれば、クエスタニアそのものが滅ぶ可能性すらあったとか」

「ああ、そうだ」

　緋竜。

　すべての竜の頂点に立つとまで言われた獣。

　緋竜がいなくなったことで、クエスタニアは救われた──とされているが。

「本当に、死ぬ必要があったのかな」

　誰にともなく、俺はつぶやいた。

「えっ、どういう意味ですか？」

「緋竜のことだよ。あの竜はたしかにすげえ力を持ってた。けど、あの竜に世界を壊す意志があったのかなって思ってさ」

「ルミナさまはそうじゃないって思うんですか？」

「ああ。むしろ、あの竜はただ平和にクエスタニアで暮らしたかったんじゃないか。けど、それは許されなかった」

「………」

「生まれつき、持ってる魔力が強すぎたんだ。だからこそあの竜は脅威とみなされ、クエスタニアのヤツらから襲われるようになった」

「つまり、恐ろしいのは外見や魔力だけで、緋竜自体は大人しい性格だったと？」

「ああ。それでも、襲われたらやり返さないわけにはいかない。頼むからもう自分に構わないでくれって思いながらな。けど、正当防衛を繰り返すほど、竜のウワサはクエスタニアに広まって、より強い冒険者が戦いを挑みにくる……」

　つまるところ、緋竜は強すぎたのだ。

　人々はあの竜を怖おそれた。

　恐怖が生まれ。

　嫌悪に繫つながり。

　迫害が生まれ。

　憎悪に染まり。

　殺意が蔓延はびこる。

　そして、あの竜は死んだ。

「なんだか、かわいそうですね」

　まるで自分のことのように、ハイネは悲しんでいた。




「だって、そのドラゴンさんはハイネと似てる気がしますから」




「……そんなわけあるか」

　はっきりと否定する。

　俺おれはこの目で緋竜の姿を見たことがある。

　あんなバケモノとコイツが似ててたまるか。

「ハイネだって生まれつき強い力を持ってますよ？」

「おまえはエルフじゃねえか」

「それってつまり見た目の話じゃないですか。たとえば、ハイネの外見が恐ろしいモンスターだったら、誰かに狩られていたと思います。ハイネ、大事なのは外見じゃなくて中身だと思うんですよね～。もしかしたらそのドラゴンさんともお友だちになれたかもしれません」

「は？　バカ言うな。相手はドラゴンだぞ？」

「ふふっ、お忘れですかルミナさま？　ハイネは女神ですよ？　いわば神様！　神様はすべてのものを受け入れ、すべてのものに愛情を分け与えます！　相手がドラゴンさんだろうとばっちこいです♡」

「………」

　アホか、コイツは。

　いつもだったら俺はそんな風に毒づいてるだろうが、なぜかできなかった。

　もしかしたら。

　コイツがいたら、あの竜も死ななくて済んだかもしれない。




　たった一人でいい。




　自分を認めてくれる誰か。

　そんな存在がいれば、耐えられたかもしれない。

　他人からいくら憎しみを向けられても気にならない。

　恐怖も、嫌悪も、迫害も、憎悪も、殺意も……そんなもんはどうだっていい。

　たった一人でも、自分を認めてくれる存在がいれば──。

「えっと、ルミナさま？」

「ん？　なんだ？」

「──いいえ。やっぱり、いいです。聞かなかったことにしてください」

　何かを誤ご魔ま化かすように、ハイネは元気いっぱいに叫ぶ。

「ともかく！　何が重要かと言うと、ハイネはルミナさまを受け入れる準備はばっちおっけーだってことです～！」

「………」

　結局そこにつなげるのかよ。

　なんだか毒気を抜かれた感じ。

　でも、たまにはこういうのも悪くないか。

「ハイネはルミナさまのためならなんだってできます。ルミナさまが疲れたときは、支えます。ルミナさまのことを……助けてあげたい。だからもっとハイネを頼ってください」

「そっか。じゃあ、今日は俺おれの枕まくらになれ」

「枕営業的な意味ですか!?」

「強いて言えば抱き枕営業だな。何かに抱きつきながら寝ると安心して眠れるって前にテレビが言ってたのを思い出した」

「ふふっ、そういうことでしたらお任せを！　今こそハイネの胸むね枕まくらの力を見せるとき……！」

　なんだよ胸枕って。

　そんなツッコミをする前に、ハイネは横になった俺の頭を後ろからぎゅっと抱きしめて……ん？

「！」

　……ヤ、ヤバい！

　なんだこれ！

　すげえ気持ちいい！

　頭に当たる人肌のあたたかさと、ふにょんっとやわらかい胸の感触、おまけにハイネの髪から甘い香りが漂ってきて、まるで天使に抱かれてるみたいだ……！

「いや、待てよ。おまえが後ろから抱きついてるせいで、俺が抱きつけないぞ？　これじゃ──」

「くぅー」












「………」

　寝やがった。

　えへへ……大好きですルミナさまぁ……むにゃむにゃ……とベタな寝言まで呟つぶやいてる始末である。

　けど、胸むね枕まくらの効果なのか、俺おれの意識も強烈な睡魔に襲われて──。

「───」




　その夜、俺は夢を見た。




　ハイネと千雨ちさめ。

　二人に俺が好きな本を貸す夢だ。




『すぐに戻るからちょっと待っててくれ』




　そう言って、俺は病室を出た。

　それが幼なじみとの最後の会話になった。

　あの雨の日に渡せなかったラノベの新刊。

　その一冊を俺おれは二人に渡す。しかし、あいにく夢の中の俺は本を一冊しか持ってなかった。そして、ハイネと千雨ちさめはどっちが先に本を借りるかでケンカを始めてしまう。

　俺はその光景を見ながら、微笑ほほえむ。

　ぶっちゃけ、途中から夢だって気づいちまったが、不思議と覚めたくはなかった。

　もう少しだけ、このありえない日常に浸っていたい。

　ただそんな風に思った。





　　◆◇◆◇◆






　翌朝。

　俺が目を覚ますと、ハイネは消えていた。

　それこそ、夢幻のように。





第５話　クエスタニアへ







「ハイネがクエスタニアに行っただって!?」

　翌朝。

　ハイネは教室にも来ることがなかった。

　どこを探してもいない。

　何か、嫌な予感がした。

　あいつがいきなりいなくなるなんておかしい。

　そう思った俺は、学園の理事長室へと向かったんだが。

「ああ。今朝、ハイネ・タウゼントはクエスタニアに降りた」

　理事長の席に座ったままで、ニーナは答えた。

「知らなかったのか？」

「ああ。そもそも、どうしてあいつはクエスタニアに降りられたんだ？　あいつは管理官だが、俺の生徒だろ？」

　管理官がクエスタニアに降りるときは、義ぎ体たいというアイテムを使う。

　冥めい界かいにいる俺たちは魂だけの存在でしかない。

　なので、自分の魂をモデルにした義ぎ体たいを作成し、それに憑ひよう依いしてクエスタニアへと転送魔法で向かう。

　もちろん、義体と転生は違う。

　義体には転生にはないデメリットがある。

　それは、活動時間。

　義体に憑依したままクエスタニアにいられるのは二十四時間が限度なのだ。その時間内に冥めい界かいに戻ってこなければ、憑依してる魂ごと義体が消滅してしまう。

　この学園では義体を使って、生徒にクエスタニアでの教習をさせる。

　それには担任である教師の許可がいるのだが──。

「おまえの許可は出ているぞ」

「なっ──」

「ほら、これが許可証だ」

　ニーナが手渡してきた書類に目を通す。

　……なんてこった。たしかにそこには教師である俺おれがハイネがクエスタニアに行くことを許可する文面が記されていた。おまけに俺の拇ぼ印いんまで押されてやがる。

「……あの野郎」

　さては昨晩俺が寝てるときにこんなもんを作りやがったな。

　けど、なんでだ？

　どうしてあいつがクエスタニアに降りる必要が──。




『前にも言った通り、クエスタニアにはハイネを称たたえるために作られたお墓があるくらいです！』




「………っ」

　まさか、あのアホ女神……！




『ルミナさまのことを……助けてあげたい』




「ニーナ。俺もクエスタニアに降りる」

　ハイネは確かめに行ったんだろう。

　真実を。

　もしかしたら、それが俺のためになると思ったのかもしれん。

　あいつはアホだが馬鹿じゃない。俺が千雨ちさめをエルフに転生させる必要がなくなれば、俺はあいつと別れずに済むかもしれない。

　ひょっとしたら昨日部屋に来た時点でクエスタニアに行く準備をしていたんじゃないか？　書類だって用意していた。じゃなかったらこうもスムーズに計画を実行できると思えん。

「ほう。いいのか？　貴様はクエスタニアに行くのを嫌がっていただろう？」

「あいつは俺おれの生徒だからな」

「教師の実感が芽生えたと？」

「細かいことはいいだろ？　それより、ニーナ。おまえは前に『色々検査をした結果、頭そつちの方は問題なかったんだが、どうやら記憶に混こん濁だくがある』って言ってたよな？　じゃあ、もしかしたら……その検査で、管理局はハイネと千雨が同一人物かもしれないって気づいてたんじゃないか？」

「………」

　観念したように、ニーナは短く息を吐はいた。

「──そうだ。だから私は千雨ちさめとハイネを貴様のクラスに入れた」

「千雨をエルフに転生させるためか？」

「それもある。千ち桜ざくら千雨は我々にとって重要な存在だ。彼女の機嫌を損ねれば、世界のバランスが壊れかねない。だから、幼なじみである貴様に任せるのが一番適任だと思った」

「このことを知ってるのは？」

「管理局の上層部。そして、ジルベットだな」

「………」

「それが、今回の件に何か関係していると思うか？」

「わからない。ただ、なんだか嫌な予感がする」

「ふむ。貴様の勘は昔からよく当たるしな。理事長の私が許可を出せばすぐにでもクエスタニアに降りられる」

「ああ、じゃあすぐに準備を──」

「待って」

　理事長室のドアが勢いよく開いて、やってきたのはジルベットだった。

　そして、その後ろには、

「千雨？」

「ご、ごめんなさい。先生がハイネを探しに行くって言って、私は教室で自習をしてるはずだったんだけど……その……」

「心配で見に来ちゃったみたい。だからジルがここまで案内してきた。そうしたら部屋の中から『クエスタニアに降りられる』って理事長の声が聞こえて……」

「そ、そうよ！　どういうこと!?」

　千雨はひどく焦った様子で。

「先生はクエスタニアに行くの？」

「ああ。かったるいが、ハイネのアホが勝手に行っちまったみたいなんだ。だから、俺おれも──」

「わたしも一緒に行く！」

「ダメだ」

「どうして!?」

「おまえは生徒だろ？　この前の魔導書の中とは違う。クエスタニアは危険な場所だ。義ぎ体たいに憑ひよう依いしたままクエスタニアにいられるのは二十四時間が限界。その時間内に冥めい界かいに戻ってこなければ、憑依してる魂ごと義体が消滅する。そして、義体に憑依したまま死んだ場合も、魂が消滅する」

　もしクエスタニアで誰かに捕らえられて、冥界に帰還する魔法が使えなくなり、二十四時間が過ぎてしまえば、その時点で死ぬ。

　そのリスクを千雨ちさめに負わせることはできない。

「………っ。わかったわ」

　口唇くちびるを嚙かみしめながらも、千雨はうなずいてくれた。

　千雨は優等生だ。

　教師の言葉に従って、大人しく待っててくれるだろう。

「じゃあ、ニーナ。頼む。転送する場所は、遺跡の近くがいい」

「うむ」

　ニーナが理事長室の床に手をかざすと、幾科学的な紋様が刻まれた魔法陣が現れた。




　これがクエスタニアへと降りる扉ゲート。




　上級の管理官しか扱えない高度な魔法だ。

　この扉ゲートに飛びこんだ瞬間、魔法によって、対象者の魂の形に添った義体が構成され、クエスタニアへと転生して──。




「ごめんなさい、先生」




「!?」

　それはあまりにも突然だった。

　いきなり千雨が俺に抱きついてきた。

　そして、バランスを崩した俺たちは、そのままの体勢で魔法陣へと落下して──。





　　◆◇◆◇◆






「あっ──」

　目を開けた瞬間、なんとも懐かしい匂においがした。

　しばらく離れていた実家に帰ったときに嗅かぐような、少しばかり郷愁を覚える香り。

　森。

　だけど、魔導書の中に作られた仮想現実フエイクなんかじゃない。




　異世界──クエスタニア。




　──ああ。

　帰ってきちまった。

　できれば二度と来たくなかったんだが……いや、そんなことより、今の問題は……。

「千雨ちさめ。怪け我がはないか？」

「え、ええ」

　森の中で、地面にしりもちをついている千雨を引き起こす。

　その姿は冥めい界かいにいたときと変わらない制服姿。

　どうやら俺おれと同じように、義ぎ体たいは問題なく構成されたようだが。

「おまえ、なんであんなことした？」

　あのとき、千雨は俺の身体からだを突き飛ばして、自分も魔法陣に飛びこみやがった。

　普段の俺なら避よけられたと思う。

　一応、これでも世界を救った転生者だしさ。

　けど、あのときばかりは不意を突かれた。

　まさか千雨があんなことをするとは思わなかった。

　だって、コイツは筋金入りの優等生で──。




「──ごめんなさいっ」




　今にも泣きそうな顔で、千雨は謝ってから。

「なんだか、先生を一人で行かせちゃいけないような気がしたの。もし一人で行かせたら、昔みたいなことになるって思って……」

「───っ」

「わかってるの！　先生は、お兄ちゃんじゃないって、ちゃんとわかってる！　でも、わたしはあの雨の日、お兄ちゃんを止められなかった！　どうしてかわからないけど、先生を見てたら、あのときのお兄ちゃんを思い出して……っ」

「わかった。もういい」

「ご、ごめんなさい！　こんな勝手なことして……怒ってるわよね？　でも、わたし、わたし……！」

「もういいんだ、千雨ちさめ」

　彼女から言葉を奪うように、俺おれは千雨の身体からだを抱きしめていた。

　千雨も俺の身体に腕を回して、強く強く抱き返してくる。

　触れ合ってわかった。

　千雨はひどく震えていた。

　──ああ。

　きっとコイツは思い出しちまったんだろう。




『すぐに戻るからちょっと待っててくれ』




　そんなセリフだけを遺のこして、二度と戻らなかった幼なじみのことを。

　だから、あんならしくないマネまでしちまった……。

「やっちまったことは仕方ない。気にすんな」

「……本当に、怒ってないの？」

「さっきまでは少し怒ってたさ。クエスタニアは危険な場所だ。おまえみたいな転生者候補が来ていい場所じゃない。でも……」

「でも？」

「こうやって女の子を抱きしめられたから、どうでもよくなった」

「っ!?」

　そこでようやく自分が教師に抱きついていることに気づいたのか、千雨は顔を赤くして俺から離れた。

「し、信じられない！　このセクハラ教師！　この状況でよくそんなセリフが言えるわねっ！」

「ごめん。すまなかった」

「えっ……そ、そんな素直に謝られても許したりは──」

「お詫わびにお金を渡すよ」

「余計にいかがわしい感じが増すでしょう!?」

「よし。それだけ叫べるってことは、いつものおまえに戻ったな」

「当たり前でしょう！　あんなこと言われたら──」

「じゃあ、これからのことを話すぞ」

「……あっ」

　さっきまでヒートアップしてたのが噓うそみたいに、千雨ちさめは冷静な表情に戻った。

「もしかして……わたしを元気づけるために冗談を言ったの？」

「そんなわけあるか。俺おれはそこまで器用じゃないよ」

「………」

　……先生のばか、と小声でつぶやきつつも、千雨は笑ってくれた。

「これからどうするの？」

「ハイネを探す」

「もしかして、あそこに行くの？」

　千雨が木々の間から見えるひどく古びた建物を指さした。

　神殿。

　そう言うのが手っ取り早い。

　世界史の授業で見た古代ギリシャの神殿に似た遺跡。

　おそらくあれがハイネの墓だろう。

　ハイネはかなり先行してるはずだし、早く追いついて──。

「！」




　刹せつ那な、強烈な殺意が向けられた。




　すぐさま臨戦態勢を取る。

　気配は茂みの向こう。

　すさまじい速度で、何かが近づいてくる。

「せ、先生？」

「千雨。少し下がってろ」

　尋常でない気配を感じ取ったのか、千雨はひどく怯おびえていた。

　近づいてくる気配はまるで手負いの獣のように荒々しい。

　すさまじい速度で、ソイツは茂みをかき分けてこちらに肉薄して──。




「ルミナさまぁああああああああああああ～！」




　俺に見事なダイビングハグをかましやがった。

　ハイネだった。

　なぜか着ている服がボロボロになっていて、それこそ手負いの獣のようになっていた。

　……うん。

　色々言いたいことはあるが。

「ウゼえ。抱きつくな」

「ひどい!?　でもうれしい！　いつでもどこでも平常運転なルミナさまがハイネは大好きです！　さあ、ルミナさま！　再会のちゅーを！」

「ああ、わかった」

　うなずくと同時に俺おれはハイネを払い腰の要領で地面にぶん投げた。

　さすがに手加減したが、ハイネは「ふひゃあ!?」と悲鳴を上げて地面にヘッドスライディングした後で。

「い、いきなり何を!?」

「キスさせてやったろ？　地面と」

「こんな愛のないキスはいりません！　どうしてこんなことを……ハッ！　もしかしてルミナさまは好きな女の子が誰かに寝取られるのが好きな感じですか!?　そういう特殊な性癖をお持ちで!?」

「なんだそのトチ狂った発想は!?」

「そう考えれば今までルミナさまがハイネに冷たかったのも納得がいくじゃないですか♡　でも、ハイネはルミナさまがどんなアブノーマルな趣味を持っていても気にしません！　ここはルミナさまのために地面さんとイチャつきます！　全力で！」

　きゃ～、やめて～、ハイネには愛するルミナさまが～！　と悲鳴を上げながら地面の上でゴロゴロするハイネ。

　あまりに常軌を逸した光景に、俺の隣にいた千雨ちさめが路上に捨てられた生ゴミでも見るみたいな眼まな差ざしをハイネに向けていた。

「……先生」

「……なんだ？」

「やっぱり、わたし、エルフだけにはなりたくない」

　これが未来のおまえの姿かもしれないぞ!?

　くそっ、声に出して叫びたいけど、そんなことしたら千雨がショックで死にそうだ。

「……はあ、はあ……どうです？　満足しましたか、ルミナさま？」

　するわけねえだろ。

　こんな特殊プレイで心が満たされるヤツがいたら間違いなく心か脳のお医者さんのお世話になった方がいい。

「つーか、なんで俺たちに殺気を向けた？」

「さ、殺気なんか向けてませんよ！　ただ、神殿を出たところで、ルミナさまが他の女の子とイチャついてる気配を感じたんです！　そう考えたらいてもたってもいられなくなって～！」

「イ、イチャついてなんかないわよっ」

「噓うそです～！　さっき抱きついたルミナさまの身体からだにはかすかに千雨ちさめさんのぬくもりが残っていました～！」

「そ、それは先生の体温でしょ？」

　全力ですっとぼける千雨と不満そうなハイネ。

　ハイネは俺おれの魔力を察知してここまで来たんだろう。

「おまえ、今『神殿を出たところで』って言わなかったか？　まさか、もう神殿に行ってきたのか？」

「はい。そうなんですが……聞いてくださいルミナさま～！　ひどいんですよ！　神殿の中には落とし穴とか、つり天井とか、ベタベタした粘着性の液体が溜たまった床とか……罠わながたくさんあって！」

「どう考えても盗掘防止用のトラップだろ」

「あの神殿を作った人たちは悪魔です！」

「たぶんおまえの信者たちだぞ」

「なんとかすべての罠を突破したのですが、服がボロボロに！」

　そんな理由だったのかよ。

　神殿を作ったヤツらもまさか祭られている本人が引っかかるとは思わなかっただろうが……。

「えへへ。色々大変だったのですが、一番奥の部屋に行って、扉にかかっていた封印魔法を解いてきました。その後で……ふもおー!?」

「この、アホ女神」

　毒づきながら、俺はハイネの頰ほおを引っ張っていた。

　どうしてコイツが一人でこんなことをしたのか？

　そんなの俺を助けたかったからに決まってる。

　少しでも俺の役に立ちたかったんだ。

「こんなにボロボロになりやがって。心配しただろうが」

「えっ……」

「いいか、ハイネ。おまえは俺のことを考えてこんなマネをしたんだろうが、二度とするな。もっと自分を大事にしろ」

「ルミナさま……？」

　俺の口く調ちようがひどく真剣になってるのに驚いたのか、ほっぺたを引っ張られた状態でハイネが困惑していた。

　……あー、チクショウ。

　こんなセリフを言うなんて、俺らしくない。

　でも、仕方ないだろ？　少しだけだけど、あの雨の日、俺おれに置いてかれた千雨ちさめの気持ちが理解できた気がしたんだ。




　当たり前のように思っていた日常しあわせ。




　どこにでもあるけど、かけがえのないもの。

　それはいとも簡単に失われる。

「……ごめんなさい」

　こっちの気持ちが伝わったのか、ハイネがシュンとした様子で謝った。

「ハイネは、ルミナさまの力になりたくて。最初はルミナさまと一緒にクエスタニアに降りようと思ったんです。けど、ルミナさまはクエスタニアには戻りたくないとおっしゃっていたので……」

「まぁな。こっちにはロクな思い出がないんだ」

「えっ、どうして？　先生はこの世界を救ったんでしょ？」

「それは──」

　俺が言葉を紡ぎかけた──その瞬間だった。




「その話は、やめて」




　声をかけてきたのは、管理局の制服を身にまとった獣人の少女。

　ジルベットだ。

「まさか、俺たちを追ってきたのか？」

　訊たずねると、ジルベットは猫耳を揺らしながらうなずいた。

　コイツはクエスタニア最強の剣士だが、転送魔法は使えないはずだ。

　だから、コイツを送ったのはニーナか。

　きっと扉ゲートに飛びこんだ千雨のことが心配になって──。

「───」

　ほんの少しだけ、違和感を覚えた。

　思い出せ。

　ハイネは俺になんて言ってた？




『ジルベットさんから聞いたお話なのですが、クエスタニアにはハイネの巨大なお墓があるとか』




　ハイネがクエスタニアに行くことを思いついたのは、ジルベットが原因だ。

　けど、おかしくないか？

　ジルベットは無口なヤツだ。

　なのに……。




『この前ジルベットさんから聞いた話だと、遺跡の内部には魔法で封印がかけられた部屋があるらしいんです！』




　わざわざハイネに神殿の話をするなんて、不自然じゃないか？

「ハイネ・タウゼント」

　考えこむ俺おれを尻目に、ジルベットはいつもの無表情でハイネに話しかける。

「部屋の中には、何があった？」

「えーっと、ハイネの棺ひつぎがありました。中を見たら白骨さんがいて……って、数百年前に死んだハイネだと思うんですけどね。なんだか怖くてよく見れませんでした～」

「他には？」

「調度品が色々と……あっ、そうだ！」

　笑顔を浮かべながら、ハイネは懐から一冊の本を取り出した。

「中身は見てませんが、たぶんこれってハイネの手記じゃないでしょうか？」

「つまり、日記ってことか？」

「はい。これを見れば何があったのかすべてはっきりするかもしれません。魔法がかけられているせいか、全然傷ついてません」

　ハイネの言う通り、本は数百年前のものとは思えないほどに綺き麗れいだった。




　もしハイネの推測が正しいとすれば、すべてが記されているのかもしれない。




　千ち桜ざくら千雨ちさめがハイネ・タウゼントになってしまった理由。

　一体過去に……いや、千雨にとっての未来に何が起きるのか。

　そのすべてが。

「中はまだ見てません。ルミナさまと一緒に見た方がいいと思いまして！」

「そうだな。じゃあ早速──」

「ちょ、ちょっと待って！　すべてがはっきりするってどういうこと？　その本には何が書いてあるの？」

「あっ──」

　しまった。

　千雨ちさめはハイネが自分の生まれ変わりだってことを知らないんだった。

　だから、ここで本を見るわけには──。




「その本を、渡して」




「───っ」

　だが、俺おれたちの言葉は止まった。

　ジルベット・セブンスター。

　彼女が腰に携えた片手剣レイピアを抜き、その切っ先をハイネに向けていた。

「どういうつもりだ？」

　さっきジルベットに覚えた違和感が再び燃え上がるのを感じつつも、俺はハイネを庇かばうように移動する。

　状況は決していいもんじゃない。

　ジルベットは俺と違って封印がかけられていない。

　クエスタニア最強にして、最速の剣士。

　そう謳うたわれた全盛期の状態だ。

　今の俺で勝てるかどうか……。












「どいて」

「落ちつけって。いきなりわけのわからないことをするな。なんでおまえがハイネが遺のこした本を欲しが──」

「その本と千桜千雨の力があれば、過去を変えられるかもしれない」

　剣よりも早く、言葉のナイフが突き刺さった気がした。

　──過去を変えられる、だと？

　千雨ちさめはハイネの前世だ。ハイネはクエスタニアの繁栄に大きく関かかわった。だから千雨に何らかの影響を与えれば、世界の歴史を──過去を変えられるかもしれん。

　けど、なんでだ？

　どうしてコイツがそんなことを望む？

「なっ……何を言ってるの？　過去を変えられるって……何？」

「ジルベットさん。もしかして、あなたがハイネに遺跡の情報を教えたのは──」

「その本を手に入れたかったから。千ち桜ざくら千雨を理事長室の前に連れてきたのも、クエスタニアに連れてくるため。きっと彼女ならこうすると思ったから」

「そんな……！」

「ジルには、どうしても変えたい過去がある」

「……それは、おまえの記憶がないことか？」

　ジルベットは前世の記憶を持たない転生者だ。

　その記憶を取り戻したいんじゃ──。




「──違う」




　はっきりとジルベットは否定した。

「ジルが変えたいのは──あなた」

「───っ！」

　その一瞬。

　俺おれにはすべてがわかった。

　ジルベットがこんなことをした理由。

　俺と一緒に世界を救った彼女が、過去を変えたい理由。

　それは、まさか──。




「ダ、ダメよ！」




　そう叫んでから、何を思ったのか、千雨がハイネを庇かばうように彼女に近づいた。

　マジメな千雨ちさめのことだ。

　きっと自分が本を守ろうとしたんだろうが、

「!?」




　閃せん光こう。




　千雨がハイネに近づいた瞬間、本の表紙からまばゆいばかりの光が溢あふれ出だして──。





　　◆◇◆◇◆






　目を開けた瞬間、すべてが変わっていた。

　視界に広がるのは、たった今まで俺おれがいた森じゃない。




　病室。




　鉛色の空から降る冷たい五月雨さみだれが窓硝子がらすを叩たたいている。

　部屋の中心に置かれたベッド。

　そこにいるのは、




「あっ、お兄ちゃん」




「───っ」

　あまりのことに眩暈めまいがした。

　千ち桜ざくら千雨。

　ベッドの上で寝込んでいるのは、パジャマ姿の千雨だ。

　さっきまで一緒にいた千雨とは違う、二年前の幼なじみの姿。

「えっ──」




　そして、変わってたのは風景や千雨だけじゃなかった。




　窓に映っているのは黒髪の少年。

　九ここの重え湊みなと。

　前世の俺の姿だった。





第６話　緋竜タイラントドラゴン







「……ねえ、お兄ちゃん」

　俺おれが九ここの重え湊みなとに戻ってしまってから、十数分後。

　千雨ちさめはひどく心配そうな顔をしながら、言う。

「ひょっとして、頭でも打ったんじゃないの？」

「……かもな」

「そうよ。だって、今の話はどう考えてもラノベとゲームのやりすぎだもん。お兄ちゃんが死んで、異世界に転生したなんて」

　そう。

　俺は千雨に、今まで自分が体験したことを話した。

　話さずにはいられなかったんだ。

　異世界クエスタニア。

　冥めい界かい。

　管理官。

　そして、ハイネ・タウンゼントのことを。

　──まあ。

　俺が何に転生したかまでは話さなかったが。

「しかも、その話だとわたしまで死んじゃってるじゃない。失礼ね。わたしはこうして生きてるのに」

「……おまえ、ホントに千雨か？」

「なんなら頰ほおを引っ張ってあげましょうか？　ていうか、わたしが転生したエルフの女の子の性格がひどすぎるわ。しかも、転生前と転生後のわたしがお兄ちゃんの生徒になるなんて……ふふっ」

　俺の話がおかしかったのか、千雨は無邪気に笑っていた。

　──おかしい。

　なんだこの状況は？

　俺が正気を失ったんじゃないとすれば、これは夢か幻だ。ジルベットが本を奪うために俺たちに幻術をかけたのかもしれん。




　もしくは、俺は永い白昼夢を見ていただけなのか？




「───っ」

　そんなわけあるか。

　揺るぎかけた自分を必死に奮い立たす。

　ふざけんじゃねえ。

　あれが。

　俺おれが──ルミナ・ナインフィールドが見てきたすべてが作りものだっていうのか？

　そんなわけがない。

　けど、じゃあ、どうしたらこの状況を説明できる？

　さっき千雨ちさめに確認して、わかったこと。




　今日は、あの雨の日だ。




　九ここの重え湊みなとが死ぬ日。

　なんで俺はここにいる？

　そう、ここは──。




『その本と千桜千雨の力があれば、過去を変えられるかもしれない』




「あっ……」

　鼓膜の奥でジルベットのセリフがリフレインした。

　まさか、ここは過去なのか？

　あのとき千雨が本に触れたことで、何かの魔法が発動した。

　結果、俺が過去に飛ばされてしまったとしたら──。




「ところで、ちゃんと持ってきてくれた？」




　千雨の声に、我に返った。

　憶おぼえている。

　俺はこの先のやり取りを忘れてない。

「あ、ああ。ほらよ」

「ふふっ、ありがとう。この本、ずっと読みたかったの」

　カバンから取り出した文庫本を手渡すと、千雨はうれしそうにはにかんだ。

「お兄ちゃんはもう読んだんでしょ？　面白かった？」

「……そこそこかな。最近の異世界ものラノベの中では面白かった。新しい書き下ろしエピソードも入ってたし」

「ふうん。じゃあ、楽しみに読ませていただきます。この前、お兄ちゃんに借りたヤツは全部読んじゃったし」

「全部って……十冊くらい貸したよな？」

「だって、ヒマなんだもん。わたしはもっと面白い本が読みたいの。だから、お兄ちゃん。もっとわたしに色々教えて？」




　まるで夢でも見ているみたいだった。

　俺おれたちは二年前の会話を再現している。

　できることなら──ずっとここに留とどまっていたい。




「俺が教えなくても、電子書籍で新しい本を探せばいいのに」

「……ダメよ。電子書籍を買ったら、お兄ちゃんから本を借りられないもん」

「あー、たしかに俺から借りた方が節約できるか」

「うっ……そういうことじゃなくて。わたしはお兄ちゃんから本を借りて……感想を言い合うのが好きなのっ」




　そうだ。

　これが九ここの重え湊みなとにとっての日常しあわせだった。

　窓の外では雨が降っている。

　ベッドサイドの時計が時間を刻む。




「わたし、お兄ちゃんが来てくれてうれしい。自分の好きなことについて、気の許せる相手と心置きなく話し合えるって、ステキなことよね」

「……おまえ、よくそんな恥ずかしいことが言えるな」

「い、いいじゃないっ。本当のことなんだからっ」




　きっと、俺にとっての幸せは千雨ちさめの笑顔だったんだと思う。

　何もかもあの日と瓜うり二ふたつの千雨を見ていたら、そんな風に確信できた。

　けど、この幸せは続かない。




「あっ」

「？　どうしたの？」

「いや、もう一冊貸したい本があったんだけど、持ってくるのを忘れてた。今から取ってくるよ」

「えっ、今度でいいのに」

「大丈夫。ここから俺おれの家まで近いし」

「でも、雨も降ってるのに……」

「これぐらいなら問題ないさ」

　すぐに戻るからちょっと待っててくれ、と。

　そう言い残して、俺は病室を出ようとして、




　足が止まった。




「───」

　このまま。

　このまま外に出れば、俺は死ぬ。

　けど、もしここが本当に過去なら──。




「お兄ちゃん」




　引き留めるように、千雨ちさめが言った。

「やっぱり、いいわ」

「千雨……」

「雨がすごいもん。これじゃお兄ちゃんが風邪を引いちゃうわ。だから本は取りに行かなくていい」

「………」

「それより、一緒にお茶でも飲まない？　ベッドサイドに電気ポットがあるから、ココアを作ってよ。昔みたいに。カップは一つしかないけど……子供のころみたいに、代わりばんこで飲めばいいでしょ？」

「………っ」

　それは耐え難がたい誘惑だった。

　ここで外に出なければ、どうなる？

　当然、俺は死なない。

　あんな姿に転生することもない。

　現世で千雨と離れ離れになることもなくなる。

　そうだ。

　冥めい界かいで千雨と再会できても、俺は正体を隠さなければいけない。

　千雨は九ここの重え湊みなとと再会できない。

　カップ一杯分の幸せも分かち合えない。

　それなら、いっそのこと──。




『ずっと逢あいたかったです、ルミナさま！』




「──悪いな、千雨ちさめ」

　迷いを吹っ切るかのように、俺おれは告げた。

　──ああ。

　本気で俺はどうかしちまったのかもな。

　よりにもよって、こんなときにあのアホ女神のことを思い出すなんてさ。

「今のおまえとは一緒にいられない」

「えっ……ど、どうして？」

　ひどく動揺した様子で、千雨は続ける。

「お兄ちゃんもさっき言ってたでしょ？　この病院を出て、そこで死んじゃったって。本当にそれでいいの？　異世界で色々辛つらいことがあったんじゃないの？」

「ああ、そうだな。でも、悪いことばっかりでもなかったさ」

「………」

「色々あったけど、あっちでも千雨に会えた。九ここの重え湊みなととしては再会できてないけど、それだって希望が残されてないわけじゃない。それに、あっちには俺を待ってくれてるヤツがいるんだ。だから──」




　──この世界にはいられない。




　と。

　俺が告げた瞬間だった。




「ルミナさま！」




　病室に入ってきたのは、ハイネ。

　その背中には、気絶したように動かない千雨を背負っている。

　──ああ。

　やっぱりか。

　コイツらが来たことで、確信が持てた。




　ここは過去なんかじゃない。




　この世界は、本の中。

　魔導書。

　俺おれが教室で授業のために使ったヤツと同じだ。ハイネが持っていたあの本は日記なんかじゃなくて、魔導書だったんだろう。

　つまり、ここは仮想現実。

　二年前のあの雨の日を再現した、偽りの世界。




「──行かせない」




　千雨ちさめの姿でベッドの上にいた彼女がゆっくりと立ち上がった。

　まるで魔法のように、その隣に剣を持った少女が現れる。

　ジルベットだ。

　しかし、どこか目の焦点が合っていない。

　まるで誰かに操られているみたいに。

「この子は、あなたが過去を忘れることを望んでいた。だから、わたしの力で操ることができたわ。そっちの二人とは違って」

「やっぱり、おまえは……」

「わたしはハイネ・タウゼントが作った、魔導書。わたしはあなたの希望を叶かなえる存在。だからこうしてあなたが望んでいた世界を作った」

「それなら、なんで俺を引き留める？　俺は──」

　──いや、違う。

　俺はまだ完かん璧ぺきに覚悟を決めきれていないんだ。




　まだこの偽りの世界に未練を残してる。




　だから魔導書は俺を引き留めようとしている。

　そして、俺が未練を感じてる理由は──。

「──ハイネ。おまえに一つ謝らなくちゃいけないことがある」

「えっ、ルミナさま？」

　ハイネは困惑していたが、俺はもう迷わなかった。

　ここは過去じゃない。

　だとしたら、俺は魔法を使える。

　俺おれが九ここの重え湊みなとの姿になっているのも、この魔導書が見せてる幻にすぎないんだろう。

　だったら……！

「ハイネも知ってるだろ？　俺とジルベットは二人がかりでクエスタニアにいた緋竜を倒したって」

「は、はい。だからルミナさまは英雄に……」

「違う。あれは管理局が作った噓うそだ」

「えっ……」

「緋竜を倒したのは、ジルベットだ。そして──」

　瞬間、窓に映った九重湊の姿が変わる。

　黒かった髪が赤に──いや、緋色に染まる。

　変化はそれだけにとどまらない。

　全身の肌が金属じみた鱗うろこに覆われて。

　背中から蝙こう蝠もりに似た翼が生え。

　顔が蛇のように変へん貌ぼうする。

「せ、先生？」

　やっと目を覚ましたのか、千雨ちさめが俺の変貌に目を見開いた。




　ドラゴン。




　今の俺の姿はそう呼ぶのがふさわしい。

　これが──九重湊が転生した種族。

　緋竜と呼ばれ、クエスタニア最強の剣士に狩られた、世界の敵の姿。

「先生……！」

「ルミナさま……」

　変貌した俺の姿に、千雨とハイネが凍りつく。

　俺がこうなったきっかけは、わからない。

　千雨が過去に転生してしまったように、何らかのトラブルがあったのかもしれない。

　管理局がどんなに理由を調べても、原因はわからなかった。

　ただ、わかっているのは──。




　九重湊が異世界に転生したとき、その姿は巨大なドラゴンになっていたということ。




　ぶっちゃけ、わけがわからなかった。

　俺はこんなバケモノに転生することを望んだわけじゃない。

　学園の授業でもモンスターに転生したなんて話は聞いたことがなかった。

　そして、俺おれが混乱しているうちに──迫害が始まった。

　何人もの優秀な冒険者が俺に戦いを挑んだ。

　竜になってしまったせいか、俺は人語がしゃべれなかった。たとえ言葉をしゃべれたとしても、耳を貸してはもらえなかったと思う。

　それほどまでに、俺の力は強大すぎた。

　クエスタニアに転生してから、誰もが俺を畏い怖ふした。

　恐怖が生まれ。

　嫌悪に繫つながり。

　迫害が生まれ。

　憎悪に染まり。

　殺意が蔓延はびこる。

　襲われたらやり返さないわけにはいかなかった。

　だが、正当防衛を繰り返すほど、俺のウワサはクエスタニアに広まって、より強い冒険者が戦いを挑みにくる。

　そんな日々の中で、俺は誰かに期待するのをやめた。

　もう、誰も信じたくなんかなかった。たとえ信じられるヤツができたとしても、本当の俺の姿を見たら嫌うに決まってる。

　そんな風に考えているうちに、俺の性格は現世にいたころよりもひどくひねくれた。




　そして、俺はジルベットと出会い、殺された。




　こうして、世界を滅ぼす力を持ったドラゴンは死んだ。

　クエスタニアは救われ、俺は管理官になった。幸い、冥めい界かいでは俺の力を封じて、人型に変化させる魔法が使えたのだ。

　それは俺にとって好都合だった。

　誰にもこんな姿を見られたくなんてなかった。

　特に、自分が大切に思ってるヤツらには。

　ホントの自分を晒さらすのが死ぬほど怖かった。

　こんなにも醜い姿を見られて、嫌われたくなかった。

　だけど──！




「──────────ッ！」




　咆ほう哮こう。

　同時に俺おれの身体からだが巨大な竜へと変へん貌ぼうする。

　その過程でさきほどまでいた病院は粉々に崩壊した。現実なら千雨ちさめたちはガレキに潰つぶされて死んでいるところだが、ここは仮想現実だ。死んだことで彼女たちの魂は魔導書から解放され、冥めい界かいへと帰っただろう。

　だから、もう加減はしなくていい。

「───」

　翼をはためかせて、俺は飛んだ。

　眼下に広がるのは、街。

　九ここの重え湊みなとが育った場所。

　ルミナ・ナインフィールドが求めていた日常。

　きっと、それは俺にとって卵の殻のようなものだったんだと思う。

　コイツに囚とらわれてたせいで、俺は前に進めなかった。

　でも……！

「────────────────ッ！」

　灼しやく熱ねつ。

　二度目の咆哮と共に、俺は口から炎を吐き出し、偽りの世界を緋色に染める。

　建物が。

　人々が。

　偽りの世界が。

　一瞬で紅ぐ蓮れんの業火に包まれる。

　世界が終わる。

　その終末の中で──。




「────さよなら」




　まるで幽霊のように、千雨の姿をした魔導書が宙に浮かんでいた。

　どこか、満足げな表情をしながら。

　やがて──彼女の姿も炎に包まれる。

　涙雨のように降り続ける豪雨の中、俺はもう一度叫び声を上げた。

　まるで卵の殻を破った赤ん坊のように。

　産声じみた絶叫が、終わりゆく世界に響いた。





エピローグ







「──気づいたか？」

　意識が覚かく醒せいした瞬間、耳に入ってきたのは涼しげな声。

　ニーナだ。

　どうやら俺おれは理事長室のソファに寝かされているようだった。

　竜じゃなくて、人の姿で。

「……ニーナ。俺は……」

「憶おぼえていないのか？　おまえはクエスタニアでハイネ・タウゼントが作った魔導書の中に囚とらわれた。そして、魔導書の中で封印を解き、元の姿に戻った。そうして魔導書から抜け出すことに成功した」

「魔導書は？」

「おまえたちが抜け出したその際に燃え尽きてしまったそうだ。久しぶりに元の姿に戻ったせいで、気絶していたし、魔導書を出た時点で貴様にかけた封印が再び働き、その姿に戻ったようだが」

「……そっか。俺をここに運んだのは……」

「ハイネ・タウンゼントと千ち桜ざくら千雨ちさめだ」

「ジルベットは？」

「心配いらん」

　理事長の椅い子すに座ったままで、ニーナは嘆息した。

「あいつも無事だ。いや、立場的には無事では済まないだろうが」

「……千雨の力を利用しようとしたことか？」

「ああ。さきほどあいつと二人きりで話した。全部話してくれたよ。あいつは千桜千雨とハイネ・タウゼントが残した手記の力を使って、過去を変えようとした。手記はあいつが想像したようなものではなかったがな」

「………」

　じゃあ、ハイネはいったい何のためにあんなものを作ったんだ？

　魔導書。

　俺が追い求めた世界を模した箱庭。

　俺たちは、さっきまであそこに囚われていた。そして……。

「あそこから抜け出すために、俺は封印を解いちまったな」




　竜に転生して、ジルベットに討伐された後。




　俺おれの魂は管理局によって回収され、特例として管理官見習いになることを認められた。どうやら管理局も転生者候補を怪物に変えてしまったことに責任を感じていたらしい。

　それか、竜に転生してしまった俺という存在が珍しかっただけか。

　俺の力は封印され、ルミナ・ナインフィールドとして管理官見習いになることになったのだ。

　ただし、それには条件があった。




　それは、俺がモンスターに転生したという事実を、隠ぺいすること。




　真実が他の転生者候補たちに知られれば大騒ぎになる。

　だから、管理局はすべてを隠し、事実を捻ねじ曲まげた。

　ルミナ・ナインフィールドとジルベット・セブンスター。

　二人の転生者が緋竜を倒したという噓うそをでっち上げた。

　そのウワサを冥めい界かいどころかクエスタニア中に広め、俺は世界を救った転生者にされちまった。

　けど、それでも別によかった。

　むしろ歓迎したくらいだ。

　だって、俺は本当の自分を知られたくなかった。

　だから管理官としてやり直し、もう一度現世に転生することを選んだ。

　もちろん、今度は竜じゃなく、人として。




　なのに──俺はハイネと千雨ちさめに本当の姿を晒さらしてしまった。




「ニーナ。俺とジルベットはどうなる？」

　元教え子の問いに、ニーナは「そうだな」とつぶやいてから。

「おまえたちが管理官としてふさわしくない行動をしたのは事実だ。ジルベットは千ち桜ざくら千雨の力を私欲で使おうとし、おまえは封印を破った。それなりの罰を受けてもらうことになるだろう」

「そっか」

　仕方ないか、と俺がうなずこうとした瞬間だった。




「ダメですっ！」




　すさまじい音を立てて理事長室のドアが開いた。

　そこにいたのは、ハイネ。

　千雨ちさめ。

　そして、ジルベット。

　ハイネは、ビシッとニーナを指さして、

「話はすべて聞かせてもらいました～！」

「……ハイネ。わたしたちは『おまえたちが管理官としてふさわしくない行動をしたのは事実だ』からしか聞いてないでしょ？」

「もう、ノリが悪いですね！　千雨さん！　ここは聞いてなくてもああやって言っておくものなんですよ！　それに、重要なのはルミナさまのことです！」

「──それもそうね」

　いつものクールな感じで、千雨はうなずいてから。

「理事長。先生が罰を受けるのは納得がいきません」

「千雨……おまえ……」

「先生は黙ってて。正直言って、わたしはなんで今日みたいなことが起きたのか全然わからない。クエスタニアから帰ってきたときに理事長に説明して欲しいって頼んだけど、却下されたから。でも──」




　──先生たちが罰を受けるのは納得がいかない。




　千雨の言葉に、ジルベットがうなずいた。

「ジルも同じ意見。罰を受けるなら、ジルだけでいい」

「……ジルベット。おまえ、どこまで憶おぼえてるんだ？」

「全部。魔導書の中で操られてたけど、意識はあった」

　……ごめんなさい、と。

　ジルベットは素直に頭を下げて謝った。

「全部ジルのせい。ジルは、失なくした記憶を取り戻したくて──」

「ふざけんな。自分だけ悪役気取りになるのはやめろ。おまえはそうやって今回の責任を全部被かぶる気なんだろ？」

「………っ」

　図星だったのか、ジルベットの表情がこわばった。

　……やっぱりか。

　カマをかけたんだが、このリアクションからするに当たりらしい。

　ジルベットは失くした記憶を取り戻したくて、過去を変えようとしたんじゃない。




　きっとジルベットは、クエスタニアで俺おれを殺したことをやり直したかったのだ。




　俺と相討ちになって管理局にやってきた後、ジルベットには真実が伝えられた。

　自分が倒した怪物が、転生者だったこと。

　自分は最強の剣士として異世界を救ったはずだった。

「……そう。ジルは、あなたの転生をやり直させたかった。ドラゴンにしなければ、あなたはジルに殺されずに済むと思ったから」

　これが真相。

　ジルベットは俺を殺しちまったことを悔やんでいたんだろう。

「相討ちだったけど、ジルは緋竜を討伐できてうれしかった。ジルには前世の記憶も何もない。だから、少しでも誰かの役に立ちたかった。役に立ちたくて、学園でいっぱい勉強して、クエスタニアに転生した後も修行して、強くなった。世界を救いたかった。けど──死んで冥めい界かいに来たときに、自分が間違っていたってわかった」

「………」

「その間違いを正したかった。──でも、ジルはまた間違った。あなたが魔導書の中で本当の姿を晒さらしたとき、それに気づけた。あなたは……自分が竜でいることを受け入れたみたいに見えたから」

「──この身体からだは色々不便だけどな」

　本性は竜。

　普段は人型を保つために封印を施してるが、そのせいで全力の十分の一程度の力しか発揮できない。

　何より、俺は今の自分が嫌いだった。

　強大な力が、醜すぎる異形が、誰からも恐怖され、憎しみの対象とされ、有無を言わさず敵と見なされることが、嫌だったんだ。

　でも、今は──。

「ルミナさま……」

「先生……」

　二人が──千雨ちさめとハイネが。

　過去と未来の幼なじみが、俺の名前を呼んでくれる。魔導書の中とは違う、毅き然ぜんとした表情で。

　だから、俺は──！

「では、貴様たちに罰を与えよう」

　小さな身体には似合わない高圧的な声で、ニーナは言った。

「ま、待ってくださいニーナさん！」

「そうですよ！　ハイネの言う通りです！　たしかに先生たちはルールを破ったのかもしれません！　でも……！」

「黙れ。私は学園の理事長。この学園では私がルールだ。私の意志はすべてに反映される。では、罰の内容を伝える。──ジルベット。貴様からは管理官としてのすべての権限を取り上げる」

「───っ」

　ジルベットは神妙な顔をしながら、「わかった」とつぶやこうとしたが。




「貴様はこの学園の生徒になって、一からやり直せ」




　それが貴様に与えられる罰だ、とニーナは告げた。

「えっ、それって……」

「聞いていなかったのか？　貴様はもう一度この学園の生徒になるのさ。さっきも言った通り、この学園では私がルールだ。私の意志はすべてに反映される。誰にもこの決定は覆させない」

「ニーナ……」

　自分の胸を押さえながら、ジルベットは「──ありがとう」とかすかにかすれた涙声でつぶやいた。

　──よかった。

　てっきり厳罰が下されるんじゃないかと思ったが、これなら十分許容できる範囲で──。




「ルミナ。貴様はジルベットの教師になれ」




「………は？」

「以前、言ったな。貴様のクラスの生徒は二人だけだと。あの言葉は撤回する。今回の件の責任を取って、おまえはジルベットの教師になれ」

「なっ、そんな勝手に……！」

「何度も言わせるな。この学園では私がルールだ。私の意志はすべてに反映される」

　ふふんとかすかに笑うニーナ。

　……やられた。

　散々重苦しい雰囲気を出しやがって。

　さては最初からこんな風にまとめるつもりだったな。

「───」

　けど、感謝しなくちゃな。

　なんだかんだでニーナは俺おれたちのことを気づかってくれたんだ。

「あっ、ソシャゲのイベントが始まる。ルミナ。貴様が私の代わりにガチャを回せ」

「なんでだよ!?」

「以前貴様が回したらＳＳＲダブルスーパーレアが来たことがあっただろう？　今回も同じことが起きるかもしれん。さあ、早くしろ」

「………」

　まさかコイツ、俺にガチャを回させるために処罰を軽くしたんじゃないだろうな？

「なっ、またＳＳＲだと!?　貴様は本当に神ってるな！　やはり私の判断は間違いではなかった！」と喜ぶニーナを見てたら、なんだか眩暈めまいがしてきた。

「でも、ジルベットはいいのか？」

　頭痛を振り払うように、俺は猫耳の少女に訊たずねる。

「俺みたいなヤツの生徒になるなんて──」

「いい。どうせ生徒になるなら、ジルはあなたがいい」

「いや、冷静に考えてみろ。俺よりももっといい教師はいるはずだ。それに、俺の本当の姿は──」

「そんなこと関係ありませんよ！」

　俺の言葉を遮るように叫んだのはハイネだった。

　彼女に呼応するように、千雨ちさめもうなずく。

「わたしも先生の正体が竜だなんて、気にしない」

「千雨……」

「昨日一晩考えて、わかったの。先生は、わたしのお兄ちゃんじゃない。先生は先生だって。先生はわたしのことを気づかってくれた。だから、わたしはこれからも先生のそばにいたい。たとえ、先生の正体がなんであっても」

「……ハイネも、それでいいのか？」

「もちろんです！」

　喜びを体現するように、ハイネが俺に思いっきり抱きついてきた。

「昨日言ったでしょう？　『相手がドラゴンさんだろうとばっちこいです』って。魔導書の中で見たルミナさまはカッコよかったですし、ああいうルミナさまもワイルドでいいなぁと思いまして♡」

「こんなときでもおまえは平常運転なんだな……」

　毒づきながらも、俺は笑ってしまった。

　ひょっとしたら。

　この展開のために、ハイネはあの魔導書を作ったのかもしれない。

　今のハイネにはクエスタニアでの記憶がないからなんともいえないが、コイツの性格を考えたら十分にありそうだ。

　きっと、ハイネは──。




　俺おれの心を開く手伝いをしてくれたのだ。




「ちょっと、ハイネ。いつまで抱きついてるの？」

「えへへ、ルミナさま～」

「無視するな！　ジルベット先生……じゃなかった。ジルベットからも何か言って──」

「ずるい。ジルもぎゅってしたい」

「えっ、あなた……！」

「ラ、ライバルの気配です～！　もしやあなたもルミナさまのことを……！」

「うん、好き」

「「えっ……！」」

「ルミナは、ジルの間違いを許してくれた。ルミナと……せんせいと一緒にいると、なんだか安心できる。だから、好き」

　照れくさそうにするジルベット。

　その声はやっぱり可愛かわいらしいアニメ声で……。




『ただ、俺は昔ジルベットに会ったことがある気がしてさ』




　瞬間、俺は以前ハイネに言ったセリフを思い出していた。

　──ああ、そうか。

　やっと思い出した。

　声だ。よくよく考えれば、俺はジルベットの声を昔──それこそ、現世で聞いたような気がする。

（なあ、ジルベット）

　こっそりと、俺は小声で訊たずねる。




（もしかして、おまえ……前世では声優をやってたのか？　月つき宮みや奈な々なって名前で）




（えっ）

　図星だったのか、ジルベットは真っ赤になった。

　やっぱりか。

　月つき宮みや奈な々な。

　千雨ちさめがファンだった女性声優だ。

　たしか歳としは千雨と同じだったはずだ。

（ど、どうして、それを……っ）

（声で気づけた。転生したから姿や顔が変わってるけど……声だけは現世で聞いた月宮奈々とちょっと似てたからさ。おまえは現世での記憶を持ってない。でも、ニーナから自分が現世で何をしてたか聞いてたんじゃないか？）

（……うん）

　小さく、ジルベットはうなずいた。

（でも、ジルは現世の記憶を持ってないから、月宮奈々だったころのことなんて知らない。どうして死んじゃったかも、憶おぼえてない。姿形も変わっちゃったけど……声だけは現世のものを引き継いだみたい）

（なるほどな。そういう転生のパターンもあるってことか）

（そ、そう。でも……）

（でも？）

（あう……）

　訊きき返すと、ジルベットはさらに真っ赤になってから。




（…………恥ずかしい）




（は？）

（だ、だから！　ジルの前世が声優で、あんな歌を歌ってたなんて……は、恥ずかしい！　だから誰にも知られたくなかった！　ニーナから月宮奈々の歌を聞かせてもらったけど、あ、あ、あんな……！）

（そんなに恥ずかしがることじゃないだろ）

（えっ……ホント？　笑ったりしない？）

（ああ。試しに小声で歌ってみてくれ）

（うっ、わ、わかった……）

　ひどく緊張しながら、ジルベットは深呼吸をしてから、小声で。

（す、すきすきすきすきお兄ちゃん……お、お兄ちゃんが一緒にいればとってもはっぴーっ……マジカル……らっきーららららるーんっ）

（………）

　数秒堪こらえたが、ダメだった。

　我慢できずに、俺おれは「あははっ」と噴き出してしまった。

「なっ、ず、ずるい！　笑わないって言ったのに！」

「いや、悪い。おまえが可愛かわいかったからさ」

「えっ、そ、そんな、ジルは、別に……っ」

「……あの、二人とも？　さっきから何を小声でしゃべってるんですか？」

「そうよ先生！　わたしたちを無視しないで！　あなたはわたしの先生でしょ！」

　すねたような口く調ちようで問い詰めてくる千雨ちさめとハイネ。

　まあ、千雨とハイネにはジルベットの正体は秘密にしとくか。この様子だとジルベットは自分の秘密を他人に知られたくないみたいだし。

　それにしても……元声優の獣人剣士か。

　こんなヤツを生徒にしたら、色々めんどくさそうなことが起きそうな気もするが。

「生徒に女の子が増えるならいいか」

「クズです！　相変わらずルミナさまはクズクズしいです！」

「なんだか、さっきの発言を撤回したくなってきたわ……」

「相変わらず貴様らはにぎやかだな。落ちつくために飲み物でも飲んだらどうだ？」

「なら、ジルが用意する。お茶、コーヒー、紅茶……この理事長室には色んな飲み物があるけど、何がいい？」

「あっ、わたしはココアがいいわ」

「わたしもココアでお願いします！　砂糖とミルクをたっぷり入れて！」

　息のぴったりあった様子で同じ飲み物を頼むハイネと千雨。

　やっぱり、コイツらは同一人物なんだろう。

　俺おれの仕事は、彼女たちの教師になること。そして、千雨をエルフに転生させなくちゃいけないこと……。

「──かったるい」

　そうつぶやきながらも、俺はなぜか笑っていた。

　もう戻らない日常とこれから始まる日常。

　二つは一緒にはなれないだろう。

　もう俺たちはカップ一杯の幸せを分かち合えない。

　それでも──。




「ルミナさまは、何が飲みたいですか？」




　きっと、何か別の日常しあわせを分かち合える。

　そう思いながら、俺はハイネや千雨と同じく、温かなココアを飲むことにした。
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　新シリーズスタート！　こんにちは！　あさのハジメです。

　この『嫁エルフ。』は異世界ラブコメ……なのですが、ダブルヒロインラブコメということで、ちょっと変則的な設定になっています。

　マジメな優等生、千雨ちさめ。

　エルフの女神であり、千雨の転生した姿（？）である、ハイネ。

　彼女たちと、ちょっぴり人間不信ぎみな主人公が織りなす学園ラブコメになっておりますので、まだお買い上げでない方はこの本を摑んだままぜひぜひレジの方に強烈な雪崩式ドラゴンスープレックスを決めていただけるとありがたいです！

　さてさて、そんな『嫁エルフ。』ですが、この本を書いている間、色々ありました。

　自分は普段漫画喫茶で作業をしています。一日約五時間で週六。そのスケジュールで、もうかれこれ六年くらい通っています。

　ですが先日、仕事ではなく気晴らしに漫画喫茶に行きました。いつもカバンでノートＰＣを持ちこんでいるのですが、その日は手ぶら。

　すると、それを見たベテランの店員さんが、

「あれ？　今日は手ぶらですね」

「はい。今日は仕事じゃないので」

「えっ……もしかして、ここに仕事をしに来てたんですか？」

　……いや、ちょっと待ってくれ。

　仕事じゃなかったら一日五時間×週六×六年も来たりしないだろう？　でも、ここはネトゲもできるし、かなりハイなニートゲーマーって認識されてるんじゃ……。

「僕たち店員の間では、『週六で漫画のレビューを書きにくる人がいる！』ってウワサになっていて……お客さんのことなんですけど……」

　ゲーマーですらねえ！　つーか、週六で漫画のレビューを書きにくる人ってなんだ!?　誤解を解くべく、「一応、文章を書く仕事をしています」と言うと、

「へ、へえ～！　す、すごいですね～！」

　………！　し、知ってる！　八年も作家をやってればわかる！　このリアクションは「ど、どうしよう、この人、いい年して文章を書く仕事をしてるとか噓うそを言ってるよ……！」って困ってる顔だ！

　あるのに！　店内をほんの三メートル歩けば自分の作品のコミカライズ本が棚に並んでるのに！　どうせならそれをレジに持っていって「これです！　この漫画の原作をやってたんです！」って言いたいけど、そうすると身元がバレるぜチクショオオオ……！

　そんな気持ちになりながら、今このあとがきを書いている次第です。

　もちろん漫画喫茶で。

　きっとこの先も自分は漫画喫茶のお世話になり続けるのでしょう。

　そして、この本の製作にあたっても、たくさんの方々のお世話になりました！

　担当のＫさん。最初の打ち合わせでお酒を飲みすぎて記憶がなくなって本当にすみませんでした……今後ともよろしくお願いします！

　ウルトラ可愛かわいいダブルヒロインを描いてくださった菊きく池ち政せい治じ先生。『まよチキ！』『蒼そう柩きゆうのラピスラズリ』に引き続き、今回も本当にありがとうございます！

　デザインを担当してくださったムシカゴグラフィクスの皆様、校正様、編集部の皆様、書店員様、この本に関かかわってくださったすべてのスタッフの方々……お忙しい中、誠にありがとうございました！

　そして、最後に、この本を手に取って下さったすべての読者の皆様に、この場ではとても伝えきれない深い感謝を。

　それでは、また皆様とお会いできることを願いつつ、このままエンジン全開で行けるところまでガンガン突っ走って行こうと思いますので、どうぞよろしくお願いします！
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特別付録　書き下ろし短編







「ねえ、お兄ちゃん。エルフってステキよね」

　これはまだ俺がルミナ・ナインフィールドじゃなくて九重湊だったころの話。

　お見舞いのために病室に行くと、ベッドの上で千雨がそう言ってきた。

　その手にはこの前俺が貸した異世界もののラノベが。

「おまえ、俺が貸した本の影響を思いっきり受けてるだろ？」

「むっ、し、仕方ないでしょっ。この本、とっても面白かったもん。中でもヒロインのエルフがカッコよくて最高だったわ。わたし、エルフが大好き」

　千雨は、夢見る少女よろしく目をキラキラさせながら、

「エルフって言ったら、森の賢者で、理知的で、弓が得意で……すごくファンタジックな種族だもん！　だから、そう、わたしは──」





　　◆◇◆◇◆






「ぜったい、エルフだけには転生したくないっ！」

　その声で、俺は目が覚めた。

　いかんいかん、どうやら休み時間に教室でうたたねしてたっぽくて……。

「ルミナさま～！」

　途端、そばにいたハイネが歓声を上げた。金髪エルフはそのまま俺に見事なダイビングハグをかまして、

「おはようございます！　えへへ、今日の夕飯は何になさいますか～？　グラタン？　ハンバーグ？　スパゲッティカルボナーラ？　ルミナさまの好物はなんでも知って……あっ、それとも嫁であるハイネを……た、食べちゃったり……♡」

「なあ、千雨。今なんで叫んだんだ？」

「ガン無視!?　ひ、ひどいですルミナさま……ハイネはこんなにルミナさまのことが好きなのに……」

　シュンとヘコむハイネ。その姿は思わずはげましたくなるくらいに可愛かったが、

「先生。このアホ女神はおかしいわ。この子ったら、寝ている先生の頰を指でツンツンして『えへへ、ルミナさまの寝顔ってかわいい♡』って言ったり、しまいにはほっぺに……キ、キスしようと……っ！」

「千雨さんもうらやましそうにしてましたよね？」

「し、してない！　わたしが好きなのはお兄ちゃんだもん！　お兄ちゃんの方が先生よりずっとカッコいいもん！　それに、わたしはあなたとは違う！　だから将来エルフにだけは転生しない！」

「でも、千雨は昔エルフに憧れてなかったか？」

「えっ、ど、どうしてそれを!?」

「あっ……いや、俺は教師だから生徒の情報を知ってるんだ！」

　俺が千雨の幼なじみだってことは秘密なので、誤魔化す。

　すると、ハイネが「ふふっ」と余裕たっぷりに微笑んだ。

「な～んだ。千雨さんもエルフになりたいんですね？」

「ち、違う、わたしがなりたかったのは物語に出てきたカッコいいエルフであって、あなたみたいなアホ女神じゃ……！」

「でしたらハイネの行動をマネしてみましょう！　将来立派なエルフになるために！　さあ、レッスンスタート！　まずはこうしてルミナさまに抱きついて、ぱふぱふしてあげます♡」

「人の話を聞きなさい！　それに……そ、そんなに、胸を先生に押しつけるなんて……」

「あっ、失礼しました、こんなこと千雨さんのお胸では不可能で……」

「誰がまな板バストよ!?」

「そこまでは言ってないような!?　あっ、ち、千雨さん!?　怒りに任せて魔法を乱射するのは、教室がメチャクチャに……こ、これが今流行の校内暴力～!?」

　炸裂する魔法、破壊される教室、どこか楽しそうに逃げ回るハイネと、彼女を追いかける千雨。

　……うん。

　千雨は昔寝込んでばっかりだったし、こうして元気になってくれたのはうれしいんだが……。

「ちょっと元気になりすぎたかもな」

　そうつぶやいてから、俺はこれ以上教室を破壊させないために、幼なじみを止めることにした。
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